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第１節　放射性炭素年代測定第１節　放射性炭素年代測定

１．放射性炭素年代測定（2017 年度）１．放射性炭素年代測定（2017 年度）
パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ

伊藤 茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・黒沼保子

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡から出土した炭化材 7 点について、加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定

を行った。なお、同じ試料を用いて炭化材樹種同定も行われている（第 3 節１項参照）。

測定試料の情報、調製データは第 75 表のとおりである。試料は炭化材 7 点で、第 3 次調査では、岩陰部ロ 5

の第Ⅱ層群⑨層から 3 点と、ハ 6 の第Ⅱ層群最上面から 1 点、第 4 次調査では、岩陰部ロ 9 の風化礫直下から 1

点と前庭部緩斜面 A1 に位置する円形落込みの 2 層から 2 点である。炭化材は、いずれも最終形成年輪は残存し

ておらず、部位不明であった。

７７
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測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-
36226

第 3 次調査
試料 No.1
位置 ： 岩陰部 ロ 5
層位 ： 第Ⅱ層群⑨層
採取方法 ： 点上げ 62　

種類 ： 炭化材 （ニレ属）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 0.1N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36227

第 3 次調査
試料 No.2
位置 ： 岩陰部 ロ 5
層位 ： 第Ⅱ層群⑨層
採取方法 ： 点上げ 47　

種類 ： 炭化材 （トネリコ属）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 1.0N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36228

第 3 次調査
試料 No.6
位置 ： 岩陰部 ロ 5
層位 ： 第Ⅱ層群⑨層
採取方法 ： 点上げ 55　

種類 ： 炭化材 （サクラ属？）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 1.0N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36229

第 3 次調査
試料 No.11
位置 ： 岩陰部 ハ 6
層位 ： 第Ⅱ層群最上面
採取方法 ： 点上げ 31   　

種類 ： 炭化材 （コナラ属コナラ節）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 1.0N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36230

第 4 次調査
試料 No.35
位置 ： 岩陰部 ロ 9
層位 ： 第Ⅱ層群⑥層最上面
採取方法 ： 層位一括　

種類 ： 炭化材 （コナラ属コナラ節）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 1.0N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36231

第 4 次調査
試料 No.37
位置 ： 前庭部緩斜面 A1
層位 ： 円形落込み 2 層
採取方法 ： 点上げ 798　

種類 ： 炭化材 （サクラ属？）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 0.1N, 塩酸 ： 1.2N）

PLD-
36232

第 4 次調査
試料 No.38
位置 ： 前庭部緩斜面 A1
層位 ： 円形落込み 2 層
採取方法 ： 点上げ 799　

種類 ： 炭化材 （コナラ属コナラ節）
試料の性状 ： 最終形成年輪以外、
部位不明
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2N, 水酸化
ナトリウム ： 1.0N, 塩酸 ： 1.2N）

第 75 表　第 75 表　放射性炭素年代測定試料および前処理（2017 年度）放射性炭素年代測定試料および前処理（2017 年度）
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試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。

得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C 年代、暦年代を算出した。

（２）結（２）結  果果
第 76 表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正

に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代、第

118 図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、今後暦年較

正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減

期として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、標

準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、および半減期の違い（14C の半減期 5730 ± 40 年）を較

正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。
14C 年代の暦年較正には OxCal4.3（較正曲線データ：IntCal13、暦年較正結果が 1950 年以降にのびる試料に

ついては Post-bomb atmospheric NH2）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、OxCal の確率法を使用して算出

された 14C 年代誤差に相当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2 σ暦年代範囲は 95.4％信頼限界

の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上

の曲線は 14C 年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

（３）考（３）考  察察
以下、各試料の暦年較正結果のうち 2 σ暦年代範囲（確率 95.4%）に着目して結果を整理する。なお、縄文

時代の土器編年と暦年代の対応関係については小林 2017 を参照した。

第 3 次調査は、ロ 5 の第Ⅱ層群⑨層では、試料 No.1（点上げ 62：PLD-36226）は 4832-4719 cal BC (95.4%)

であった。これは縄文時代前期初頭の暦年代に相当する。試料 No.2（点上げ 47：PLD-36227）は、4724-4580 

cal BC (93.7%) および 4569-4557 cal BC (1.7%) であった。これは縄文時代前期初頭～前葉の暦年代に相当する。

試料 No.6（点上げ 55：PLD-36228）は、4233-4053 cal BC (95.4%) であった。これは縄文時代前期中葉の暦年

代に相当する。

同じく第 3 次調査のハ 6 の第Ⅱ層群最上面では、試料 No.11（点上げ 31：PLD-36229）は 1662-1682 cal AD 

(20.7%)、1736-1805 cal AD (54.0%)、1935-1954 cal AD (20.7%) であった。これは江戸時代前期と中期～後期、

昭和時代の暦年代に相当する。

第 4 次調査のロ 9 の第Ⅱ層群⑥層では、試料 No.35（PLD-36230）は、6400-6249 cal BC (95.4%) であった。

これは縄文時代早期後葉の暦年代に相当する。

同じく第 4 次調査の前庭部緩斜面 A1 の円形落込み 2 層では、試料 No.37（点上げ 798：PLD-36231）は

7820-7606 cal BC (95.4%) であった。これは縄文時代早期前葉～中葉の暦年代に相当する。試料 No.38（点上げ

799：PLD-36232）は、8204-8103 cal BC (32.4%)、8096-8036 cal BC (11.3%)、8014-7816 cal BC (51.7%) で

あった。これは縄文時代早期前葉の暦年代範囲に相当する。

木材は最終形成年輪部分を測定すると枯死もしくは伐採年代が得られるが、内側の年輪を測定すると内側であ

るほど古い年代が得られる（古木効果）。今回の試料では、いずれも最終形成年輪を欠く部位不明の炭化材であり、

年代測定の結果が古木効果の影響を受け、木材が枯死もしくは伐採された年代よりもやや古い年代を示している

可能性がある。

７７
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測定番号 ・ 試料データ
δ 13C
(‰ )

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-36226
第Ⅱ層群⑨層
ニレ属炭化材

試料 No.1

-27.11 ± 0.18 5904 ± 23 5905 ± 25 4794-4728 cal BC (68.2%) 4832-4719 cal BC (95.4%)

PLD-36227
第Ⅱ層群⑨層

トネリコ属炭化材
試料 No.2

-29.71 ± 0.22 5806 ± 26 5805 ± 25
4711-4652 cal BC (47.9%)
4641-4616 cal BC (20.3%)

4724-4580 cal BC (93.7%)
4569-4557 cal BC ( 1.7%)

PLD-36228
第Ⅱ層群⑨層

コナラ属コナラ節炭化材
試料 No.6

-28.27 ± 0.16 5314 ± 22 5315 ± 20

4230-4221 cal BC ( 4.6%)
4211-4194 cal BC ( 9.4%)
4176-4154 cal BC (12.0%)
4133-4062 cal BC (42.2%)

4233-4053 cal BC (95.4%)

PLD-36229
岩陰部 

第Ⅱ層群最上面
コナラ属コナラ節炭化材

試料 No.11

-25.84 ± 0.15 191 ± 18 190 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1665-1680 cal AD (18.1%) 
1740-1741 cal AD ( 0.9%) 
1764-1785 cal AD (24.2%) 
1795-1801 cal AD ( 7.4%) 
1939-1952 cal AD (17.7%)

Post-bomb NH2 2013:
1662-1682 cal AD (20.7%)
1736-1805 cal AD (54.0%)
1935-1954 cal AD (20.7%)

PLD-36230
第Ⅱ層群⑥層直上

コナラ属コナラ節炭化材
試料 No.35

-25.35 ± 0.16 7459 ± 24 7460 ± 25
6390-6348 cal BC (32.5%)
6311-6263 cal BC (35.7%)

6400-6249 cal BC (95.4%)

PLD-36231
円形落込み 2 層
サクラ属？炭化材

試料 No.37

-26.31 ± 0.15 8720 ± 26 8720 ± 25 7755-7651 cal BC (68.2%) 7820-7606 cal BC (95.4%)

PLD-36232
円形落込み 2 層

コナラ属コナラ節炭化材
試料 No.38

-27.05 ± 0.14 8843 ± 27 8845 ± 25

8176-8114 cal BC (26.3%)
8058-8044 cal BC ( 3.8%)
7992-7937 cal BC (21.8%)
7927-7918 cal BC ( 2.3%)
7898-7843 cal BC (14.0%)

8204-8103 cal BC (32.4%)
8096-8036 cal BC (11.3%)
8014-7816 cal BC (51.7%)

第 76 表 第 76 表 放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（2017 年度）放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（2017 年度）
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第 118 図　第 118 図　暦年較正の結果（2017 年度）暦年較正の結果（2017 年度）
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２．放射性炭素年代測定（2018 年度）２．放射性炭素年代測定（2018 年度）
パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ

伊藤 茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・山本 華

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡から出土した試料について、加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定を行った。

測定試料の情報、調製データは第 77 表のとおりである。

試料は、土器付着炭化物が 5 点である（第 119 図）。試料 No.IY5-P1（PLD-43804：条痕文土器、第 42 図

64）は胴部内面、試料 No.IY5-P5（PLD-43805：条痕文土器、未掲載）は胴部内面、試料 No.IY5-P9（PLD-43806：

早期前葉～中葉 回転縄文、第 47 図 129）は胴部内面、試料 No.IY5-P16（PLD-43807：押型文土器（山形文）、

第 50 図 164）は胴部外面、試料 No.IY4-50（PLD-43808：条痕文土器、未掲載）は胴部内面から採取した。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。

得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C 年代、暦年代を算出した。

（２）結 果（２）結 果
第 78 表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正

に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代、第

120 図に暦年較正結果を示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が

更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減

期として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、標

準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.27％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、および半減期の違い（14C の半減期 5730 ± 40 年）を較

正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

７７

章章

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-
43804

第 5 次調査
試料 No.IY5-P1、 本書掲載 64
グリッド ： 岩陰部 ハ 4
層位 ： 表層
採取方法 ： 点上げ 371

種類 ： 土器付着物
部位 ： 胴部 ・ 内面
分類 ： 条痕文土器
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2 mol/L, 水
酸化ナトリウム ： 0.1 mol/L, 塩酸 ： 1.2 mol/L）

PLD-
43805

第 5 次調査
試料 No.IY5-P5
グリッド ： 岩陰部 イ 9
層位 ： 8 号灰ブロック
採取方法 ： 点上げ 253

種類 ： 土器付着物
部位 ： 胴部 ・ 内面
分類 ： 条痕文土器
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2 mol/L, 水
酸化ナトリウム ： 0.1 mol/L, 塩酸 ： 1.2 mol/L）
セメンタイト化

PLD-
43806

第 5 次調査
試料 No.IY5-P9、 本書掲載 129
グリッド ： 前庭部緩斜面 A1
層位 ： 10 層
採取方法 ： 点上げ 281

種類 ： 土器付着物
部位 ： 胴部 ・ 内面
分類 ： 早期前葉～中葉 回転縄文
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2 mol/L, 水
酸化ナトリウム ： 0.1 mol/L, 塩酸 ： 1.2 mol/L）

PLD-
43807

第 5 次調査
試料 No.IY5-P16、 本書掲載 164
グリッド ： 前庭部緩斜面 A0
層位 ： 11 層
採取方法 ： 点上げ 187(1)

種類 ： 土器付着物
部位 ： 胴部 ・ 外面
分類 ： 押型文土器 （山形文）
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2 mol/L, 水
酸化ナトリウム ： 0.1 mol/L, 塩酸 ： 1.2 mol/L）

PLD-
43808

第 4 次調査
試料 No.IY4-50
グリッド ： 岩陰部 ハ 9
層位 ： 第Ⅱ層群⑥層
採取方法 ： 点上げ 408

種類 ： 土器付着物
部位 ： 胴部 ・ 内面
分類 ： 条痕文土器
状態 ： dry

超音波洗浄
有機溶剤処理 ： アセトン
酸 ・ アルカリ ・ 酸洗浄 （塩酸 ： 1.2 mol/L, 水
酸化ナトリウム ： 0.1 mol/L, 塩酸 ： 1.2 mol/L）

第 77 表 第 77 表 放射性炭素年代測定試料および前処理（2018 年度）放射性炭素年代測定試料および前処理（2018 年度）
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14C 年代の暦年較正には OxCal4.4（較正曲線データ：IntCal20）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、

OxCal の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する 68.27％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2

σ暦年代範囲は 95.45％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確

率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

以下、各試料の暦年較正結果のうち 2 σ暦年代範囲（確率 95.45%）に着目して結果を整理する。

試 料 No.IY5-P1（PLD-43804） は、6217-6186 cal BC (6.01%)、6180-6140 cal BC (6.87%)、6096-6013 cal 

BC (82.58%) の暦年代を示した。試料 No.IY5-P5（PLD-43805）は、5621-5578 cal BC (37.44%)、5574-5513 

cal BC (45.92%)、5504-5482 cal BC (12.09%) の暦年代を示した。試料 No.IY5-P9（PLD-43806）は、7735-

7592 cal BC (95.45%) の暦年代を示した。試料 No.IY5-P16（PLD-43807）は、7941-7893 cal BC (11.21%)、

7865-7638 cal BC (77.59%)、7636-7606 cal BC (6.64%) の暦年代を示した。試料 No.IY4-50（PLD-43808）は、

5782-5657 cal BC (95.45%) の暦年代を示した。
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1a 1b 2a

2b 3a 3b

4a 4b 5a

5b
1．試料No.IY5-P1（PLD-43804）　 2．試料No.IY5-P5（PLD-43805）

3．試料No.IY5-P9（PLD-43806）　 4．試料No.IY5-P16（PLD-43807）

5．試料No.IY4-50（PLD-43808）

a：全体写真（採取箇所〇印）　b：試料採取箇所の拡大写真

第 119 図　第 119 図　土器付着炭化物の試料写真（2018 年度）土器付着炭化物の試料写真（2018 年度）
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測定番号 ・ 試料データ
δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-43804
条痕文土器

試料 No.IY5-P1
-26.09 ± 0.12 7219 ± 26 7220 ± 25 6079-6028 cal BC （68.27%）

6217-6186 cal BC （ 6.01%）
6180-6140 cal BC （ 6.87%）
6096-6013 cal BC （82.58%）

PLD-43805
条痕文土器

試料 No.IY5-P5
-25.70 ± 0.31 6622 ± 28 6620 ± 30

5617-5586 cal BC （31.07%）
5566-5530 cal BC （34.21%）
5490-5486 cal BC （ 2.99%）

5621-5578 cal BC （37.44%）
5574-5513 cal BC （45.92%）
5504-5482 cal BC （12.09%）

PLD-43806
早期前葉～中葉

回転縄文
試料 No.IY5-P9

-27.07 ± 0.13 8657 ± 32 8655 ± 30

7711-7694 cal BC （11.52%）
7677-7666 cal BC （ 6.44%）
7658-7617 cal BC （33.00%）
7615-7595 cal BC （17.32%）

7735-7592 cal BC （95.45%）

PLD-43807
押型文土器 （山形文）

試料 No.IY5-P16
-26.28 ± 0.13 8742 ± 28 8740 ± 30

7932-7921 cal BC （ 3.43%）
7820-7709 cal BC （49.66%）
7695-7656 cal BC （13.24%）
7619-7613 cal BC （ 1.94%）

7941-7893 cal BC （11.21%）
7865-7638 cal BC （77.59%）
7636-7606 cal BC （ 6.64%）

PLD-43808
条痕文土器

試料 No.IY4-50
-31.66 ± 0.16 6836 ± 27 6835 ± 25

5738-5707 cal BC （43.16%）
5694-5670 cal BC （25.11%）

5782-5657 cal BC （95.45%）
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第 120 図 第 120 図 暦年較正の結果（2018 年度）暦年較正の結果（2018 年度）

第 78 表 第 78 表 放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（2018 年度）放射性炭素年代測定および暦年較正の結果（2018 年度）
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３．前庭部緩斜面９層・10 層出土炭化材の放射性炭素年代測定３．前庭部緩斜面９層・10 層出土炭化材の放射性炭素年代測定
工藤雄一郎・米田 穣

（１）はじめに（１）はじめに
居家以岩陰遺跡の前庭部緩斜面 A トレンチから検出された灰層（10 層）の形成時期を明らかにすることを目

的として、A トレンチの 2 ヵ所のセクション壁面から採取した炭化材について、加速器質量分析法（AMS 法）

による放射性炭素年代測定を実施したので、その結果について報告する。なお、A0 グリッド出土の炭化材は、

第 6 次調査（2019 年）において採取したものである。

（２）試料と分析方法（２）試料と分析方法
a）試a）試  料料
分析試料は A トレンチのメインセクションの A0 部分（メインセクション北東壁）および、A1 の深掘区北西

壁（A0 側のセクション）において採取した（第 121 図）。メインセクション北東壁では主に 10 層の上部に堆積

する 8 層から 9 層の年代を、深掘区北西壁では 10 層の堆積時期を、それぞれ明らかにすることを目的とした。

メインセクション北東壁の試料は、分層された断面から目視で確認できた炭化材を 13 点ピックアップした。8

層に相当する試料が 3 点、9 層（9a 〜 9d 層）に相当する試料が 9 点、10 層下部に相当する試料が 1 点である（第

122 図上）。また、深掘区北西壁でも同様に、分層された断面から目視で確認できた炭化材 12 点をピックアップ

した。C1 から C11 までは 10 層、C12 は 10 層直下の 11 層から採取した試料である。

b）分析方法b）分析方法
2018-、2019- の番号は、工藤が付与した資料管理番号である。分析試料の酸 - アルカリ - 酸（AAA）処理は

国立歴史民俗博物館の年代測定資料実験室において行った。まず、実体顕微鏡下で可能な限り混入物を除去した

後、試料を遠沈管に入れて超純水で洗浄した。続いて埋蔵中に生成・混入したフミン酸や炭酸塩などを溶解・除

去するため、AAA 処理を行った。アルカリ処理は

0.001 ～ 0.1mol/l の水酸化ナトリウム（NaOH）水

溶液により、室温～ 80℃の処理を行った（DeVries 

and Barendsen 1954、吉田 2004）。この過程で、一

部の試料は状態が悪く測定に十分な量が残らなかっ

たため、4 点の試料についてはその後の分析は行わ

なかった。

AAA 処理済みの 22 点の試料については、東京大

学総合研究博物館放射性炭素年代測定室（機関番号

７７

章章

深掘区

A1 A2A0

0 1 : 80 2m

10 層

11 層

円形落込

8 ・ 9 層

第2図上

第2図下

第 121 図 第 121 図 年代測定試料を採取したセクションの位置年代測定試料を採取したセクションの位置
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第 122 図 第 122 図 メインセクション北東壁および深掘区北西壁のセクション図と試料採取位置メインセクション北東壁および深掘区北西壁のセクション図と試料採取位置
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TKA-）においてグラファイト・ターゲットを合成した。このうち、1 点の試料（2019-060）は燃焼後、炭素精

製の際に確認された炭素量が 400 μ g 以下であったため、同等量の標準試料を用意し、微量炭素用のプロトコ

ル（大森ほか 2017）にてセメンタイトを生成し、AMS 測定を行った。
14C 測定は、東京大学総合研究博物館が所有する加速器質量分析装置（NEC 製 Compact AMS system）を用い

て実施した。14C 年代は、標準物質とブランク物質の計測値、ならびに AMS にて 14C と同時測定されたδ 13C に

より補正した。14C 年代の暦年較正は、OxCal4.4（Bronk Ramsey 2009）を使用し、較正データには IntCal20（Reimer 

et al. 2020）を用いた。第 79 表には較正年代の 2 σの最大範囲を記載した。

（３）結果と考察（３）結果と考察
測定結果を第 79 表、第 123 図に示した。

A1 グリッド西面の灰層（10 層）の試料の年代は、最上部の 10a 層が 8508 ± 37 yr BP で他と比較してやや新

しかった。それ以下の 10b 層から 10g 層まではほぼ一致しており、8870 ± 30 yr BP から 8965 ± 32 yr BP まで

の間に 8 点の年代が集中した。灰層直下の 11 層の炭化材は 8863 ± 30 yr BP であり、10 層の炭化材と同様の年

代であった。Intcal20（Reimer et al. 2020）による暦年較正年代を 100 年単位で大まかにみると、10a 層が 9500 

cal BP を中心としており、その他の 10 層の年代は 10,000 cal BP を中心とした年代であった。

灰層（10 層）の上位にあたる、メインセクション北東壁の試料では、最下部の 10 層から A2 区西面の試料は、

10 層下部から 9c 層までの 4 点の試料は 10 層とほぼ変わらない年代であり、9004 ± 32 yr BP 〜 8877 ± 32 yr 

BP の間に集中した。暦年較正年代では 10,000 cal BP を中心とした年代であった。9d 層の資料番号 61（2019-071）

のみやや新しく、8802 ± 30 yr BP であった。暦年較正年代では 9800 cal BP を中心とした年代であった。9a 層

の年代もこれとほぼ同様であり、8830 ± 31 yr BP と 8795 ± 31 yr BP の 2 点の結果が得られた。一方、8 層の

3 点の試料はこれらよりも新しく、8567 ± 30 yr BP、8331 ± 30 yr BP、7897 ± 100 yr BP であった。暦年較正

年代では、それぞれ 9500 cal BP、9400 cal BP、8800 cal BP を中心とした年代であった。

なお、10 層上面に検出された獣骨集中の最上面で測定した 1 点の炭化材は、8329 ± 30 yr BP であり、8 層の

炭化材の年代とほぼ同様であった。

今回測定した試料はすべて炭化材の小片であるため、本来の木材の年輪のどの部位かは不明であり、そのため

測定には数十年程度の誤差が生じている可能性がある。しかしながら 10 層および 9 層の炭化材の年代はきわめ

て近接している。したがって、層厚が 1m にもおよぶ 10 層の灰層はかなり短期間に形成されており、10,000 cal 

BP 前後の時期に位置づけられることが明らかとなった。この年代は、縄文時代早期中葉の押型文土器の年代と

も一致し、10 層から出土している土器型式とも整合的であった。

なお、本研究は JSPS 科研費 17H00939 および JP21H04983 の成果の一部であり、科研費の一部を使用して実

施した。また東京大学総合研究博物館放射性炭素年代測定室共用事業の一部である。
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工藤管理
番号

試料
番号

調査次 試料情報 種　類 備　考
14C 年代
（yrBP ± 1 σ )

δ 13C AMS
（‰）

測定番号
IntCal20
 (cal BP) 2 σ

2018-109 C1 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10a 層

炭化材 8508 ± 37 -17.5 ± 0.8 TKA-20262 9545-9465

2018-110 C2 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10a 層

炭化材
量が足りない。
測定不可

― ― ― ―

2018-111 C3 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10b 層

炭化材 8870 ± 30 -25.2 ± 0.4 TKA-20263 10170-9790

2018-112 C4 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10c 層

炭化材 8897 ± 31 -25.1 ± 0.4 TKA-20264 10175-9900

2018-113 C5 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10d 層

炭化材 8965 ± 32 -26.4 ± 0.4 TKA-20265 10230-9915

2018-114 C6 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10d 層

炭化材 測定不可 ― ― ― ―

2018-115 C7 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10e 層

炭化材 8904 ± 31 -26.2 ± 0.4 TKA-20266 10180-9905

2018-116 C8 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10e 層

炭化材 8896 ± 30 -24.7 ± 0.5 TKA-20267 10175-9900

2018-117 C9 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10f 層

炭化材 8900 ± 33 -23.6 ± 0.4 TKA-20268 10180-9900

2018-118 C10 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10g 層

炭化材 8932 ± 31 -24.7 ± 0.4 TKA-20269 10200-9905

2018-119 C11 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 10g 層

炭化材 8949 ± 31 -25.5 ± 0.4 TKA-20270 10215-9910

2018-120 C12 2018/9/17
前庭部緩斜面 A1 深掘
区， 11 層

炭化材 8863 ± 30 -22.5 ± 0.4 TKA-20271 10165-9780

2019-059 37 2019/9/13
前庭部緩斜面 A0， 10c 上
面獣骨集中範囲， 点 672

炭化材 8329 ± 30 -27.4 ± 0.2 TKA-21986 9460-9145

2019-060 50 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 8 層，
点 837

炭化材
セメンタイト
化 ・ 微量測定

7897 ± 100 -29.2 ± 0.9 TKA-21954 9010-8460

2019-061 51 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 8 層，
点 838

炭化材 8331 ± 30 -25.5 ± 0.3 TKA-21987 9465-9150

2019-062 52 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 8 層，
点 839

炭化材 8567 ± 30 -24.9 ± 0.5 TKA-21988 9555-9485

2019-063 53 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 9 層，
点 840

炭化材
量が少ないの
で処理しない

― ± ― ― ―

2019-064 54 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 9 層，
点 841

炭化材 8689 ± 37 -20.5 ± 0.6 TKA-21989 9760-9540

2019-065 55 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9a 層，
点 842

炭化材 8830 ± 31 -27.1 ± 0.3 TKA-21990 10150-9705

2019-066 56 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9a 層，
点 843

炭化材 8795 ± 31 -29.8 ± 0.4 TKA-21991 10120-9670

2019-067 57 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9b 層，
点 844

炭化材
砂多し， 処理
しない

― ± ― ― ―

2019-068 58 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9c 層，
点 845

炭化材 8877 ± 32 -27.4 ± 0.5 TKA-21992 10180-9795

2019-069 59 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9c 層，
点 846

炭化材 9004 ± 32 -24.4 ± 0.6 TKA-21993 10245-9965

2019-070 60 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9d 層，
点 847

炭化材 8887 ± 31 -25.5 ± 0.3 TKA-21994 10180-9890

2019-071 61 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0，9d 層，
点 848

炭化材 8802 ± 30 -25.8 ± 0.3 TKA-21995 10120-9680

2019-072 62 2019/9/15
前庭部緩斜面 A0， 10 層
下部， 点 849

炭化材 8895 ± 30 -27.3 ± 0.4 TKA-21996 10175-9900

１）IntCal20 による暦年較正年代は確率分布 2 σの最大範囲を示した .

第 79 表 第 79 表 分析試料および放射性炭素年代測定結果一覧分析試料および放射性炭素年代測定結果一覧
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2019-060_837_8層
7897±100 BP

2019-061_838_8層
8331±30 BP

2019-062_839_8層
8567±30 BP

2019-064_841_9層
8689±37 BP

2019-065_842_9a層
8830±31 BP

2019-066_843_9a層
8795±31 BP

2019-068_845_9c層
8877±32 BP

2019-069_846_9c層
9004±32 BP

2019-070_847_9d層
8887±31 BP

2019-071_848_9d層
8802±30 BP

2019-072_849_10層
8895±30 BP

2018-109_C1_10a層
8508±37 BP

2018-111_C3_10b層
8870±30 BP

2018-112_C4_10c層
8897±31 BP

2018-113_C5_10d層
8965±32 BP

2018-115_C7_10e層
8904±31 BP

2018-116_C8_10e層
8896±30 BP

2018-117_C9_10f層
8900±33 BP

2018-118_C10_10g層
8932±31 BP

2018-119_C11_10g層
8949±31 BP

2018-120_C12_11層
8863±30 BP

8000850090009500100001050011000

Calibrated date (calBP)

OxCal v4.4.1 Bronk Ramsey (2020); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

2019-059_672_10c層上面

8329±30 BP

メ
イ
ン
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シ
ョ
ン
北
東
壁

深
掘
区
北
西
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1） IntCal20 による暦年較正年代は確率分布２σの最大範囲を示した .

第 123 図　第 123 図　放射性炭素年代測定結果の暦年較正年代のマルチプロット図（IntCal20 による）放射性炭素年代測定結果の暦年較正年代のマルチプロット図（IntCal20 による）
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第２節　植物遺存体の分析第２節　植物遺存体の分析

１．炭化材の樹種同定（2017 年度）１．炭化材の樹種同定（2017 年度）
黒沼保子

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡から出土した炭化材の樹種同定を行った。なお、一部の試料については放射性炭素年代測定も

行われている（第 1 節１項参照）。

試料は、掘削中に取り上げられた炭化材 7 点と、土壌の水洗選別で得られた炭化材 42 試料である。土壌の水

洗選別は國學院大學考古学研究室が行い、炭化材の抽出は岡山理科大学の那須浩郎氏が行った。抽出された炭化

材の中から、同定可能な炭化材を 1 試料につき最大 5 点まで抽出した。1 試料内に複数の分類群を含む試料もあ

ったため、分析総数は 193 点となった。遺構および採取面や層の時期は、岩陰部の第Ⅱ層群風化礫直下と c 層

最下部が縄文時代早期後葉、前庭部緩斜面の 10ab 層、円形落込みが縄文時代早期中葉と推定されている。また、

岩陰部のハ 6 の第Ⅱ層群最上面出土の炭化材は、放射性炭素年代測定の結果、現代の暦年代を示した（第１節１

項参照）。

樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察による形状の確認と、残存径の計測を行った。その後、カ

ミソリまたは手で 3 断面（横断面・接線断面・放射断面）を割り出し、直径 1cm の真鍮製試料台に試料を両

面テープで固定した。次に、イオンスパッタで金コーティングを施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製　

VHX-D510）を用いて樹種の同定と写真撮影を行った。残りの試料は、國學院大學考古学研究室に保管されている。

（２）結（２）結  果果
樹種同定の結果、カツラとサクラ属、ニレ属、クワ属、コナラ属コナラ節（以下、コナラ節）、コナラ属、ク

リ - コナラ節、カバノキ属、クマシデ属クマシデ節（以下、クマシデ節）、クマシデ属イヌシデ節（以下、イヌ

シデ節）、アサダ、カエデ属、キハダ、クマノミズキ類、トネリコ属シオジ節（以下、シオジ節）、トネリコ属の

16 分類群が確認された。試料の形状は、いずれも残存径 1cm 以下の破片であった。採取位置別の結果を第 80 表、

結果の一覧を文末の第 81 表～第 83 表に示す。

以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、走査型電子顕微鏡写真を第 124 図～第 126 図に示す。

① カツラ　Cercidiphyllum japonicum Siebold et Zucc. ex Hoffm. et Schult.  カツラ科  第 124 図 1a-1c（ID：17054-4）

小型で角張った道管が、ほぼ単独で密に分布する散孔材である。道管の穿孔は階段状で、30 段程度となる。

放射組織は 1 ～ 3 列幅で、平伏細胞と方形細胞からなる異性である。

カツラは暖帯から温帯に分布する落葉高木である。材は軽軟で靱性があり、加工は容易である。

② サクラ属（広義）　Prunus s.l.　バラ科　第 124 図 2a-2c（ID：17056-3）

やや小型の道管が、単独あるいは斜め方向に 2 ～ 3 個複合する散孔材である。道管の穿孔は単一で、内壁に

はらせん肥厚がみられる。放射組織は同性で、1 ～ 5 列幅である。

サクラ属は温帯に生育する落葉または常緑の高木または低木である。サクラ属はさらにサクラ亜属やスモモ亜

属、モモ亜属、ウワミズザクラ亜属などに分類され、25 種がある。木材組織からはモモとバクチノキ以外は識

別困難なため、この 2 種を除いたサクラ属とする。材は、比較的重硬および緻密だが、加工は容易である。

③ ニレ属　Ulmus　ニレ科　第 124 図 3a-3c（No.1）

大型の道管が年輪のはじめに 1 列に並び、晩材部では小道管が集団をなして接線状から斜めに配列する環孔材

である。道管の穿孔は単一で、小道管にはらせん肥厚がみられる。放射組織は同性で、3 ～ 5 列幅程度である。また、

接線断面において軸方向柔組織が層界状構造となる。

ニレ属は暖帯から温帯に分布する落葉高木で、アキニレとハルニレ、オヒョウの 3 種がある。ハルニレの材は、

中庸からやや重硬でやや粘り気があるが、狂いが出やすく、保存性もよくない。
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④ クワ属　Morus　クワ科　第 124 図 4a-4c（ID：17A06-2）

大型で丸い道管が年輪のはじめに配列し、 晩材では徐々に径を減じた小道管が単独もしくは数個複

合して斜線方向に配列する半環孔材である。 道管の穿孔は単一である。 軸方向柔組織は周囲状から翼

状となる。 放射組織は 3 ～ 5 列幅で、 上下端の 1 ～ 2 細胞が直立もしくは方形細胞である異性である。 

クワ属は亜熱帯から温帯に分布する落葉高木で、ケグワとマグワ、ヤマグワなどがある。材は堅硬で、靱性に富む。

⑤ コナラ属コナラ節　Quercus sect. Prinus　ブナ科　第 124 図 5a-5c（No.11）

大型の道管が年輪のはじめに 1 列程度並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材であ

る。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、単列と広放射組織の 2

種類がある。

コナラ節は暖帯から温帯下部に分布する落葉高木で、カシワとミズナラ、コナラ、ナラガシワがある。材は全

体的に重硬で、加工困難である。

⑥ コナラ属　Quercus　ブナ科

大型の道管が存在する。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、

単列と広放射組織の 2 種類がある。状態が悪く、晩材部の道管配列が確認できなかった。

⑦ クリ - コナラ属コナラ節　Castanea crenata Siebold et Zucc. - Quercus sect. Prinus　ブナ科　第 124 図・第 125

図 6a-6c（c 層最下部）

晩材部において薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、主に単列である。試料が微細で、広放射組織の有無が確認できな

かった。

⑧ カバノキ属　Betula　カバノキ科　第 125 図 7a-7c（ID：17073-4）

やや小型で丸い道管が、ほぼ単独でまばらに分布する散孔材である。道管の穿孔は 10 ～ 20 段程度の階段状

である。放射組織はほぼ同性で、1 ～ 3 列幅である。道管相互壁孔は交互状できわめて小さく、密に分布する。 

カバノキ属は温帯から亜寒帯に分布する落葉高木もしくは低木で、カバノキやミズメなど 11 種がある。材は全
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調査区 岩陰部 前庭部緩斜面

時　期
縄文

早期後葉
縄文

前期中葉
現　代 縄文早期中葉

グリッド ロ 9 イ 8 ロ 5 ハ 6 A 1 A 1 A 2 A 2

層　位

⑥層
c 層

最下部
⑨層 ⑨層 円形落込み

10 層
サンプリ
ング周辺

10 層ブロック
サンプリング

10 層サンプリングコア

樹　種 第Ⅱ層群 第Ⅱ層群 第Ⅱ層群 第Ⅱ層群 － 2 層 3 層 4 層 － － 第 2 面
第 1 面
周辺

第 1 面 第 2 面 第 3 面 計

カツラ  14  1  2  2  1  1 21

サクラ属  17  2  1 1 1  2  2 26

サクラ属？  1 1

ニレ属 1 1 2

クワ属  2 2

コナラ属コナラ節 1 1 2 1  29  7 1  2 2 12  7  6 71

コナラ属  1 1

クリ - コナラ節 1  19  4 24

カバノキ属   1 1

クマシデ属クマシデ節  2 2

クマシデ属イヌシデ節 1   5 2  1  1 10

アサダ   3  2  1 6

カエデ属 1   1 2

キハダ  1  1 2

クマノミズキ類   1 1

トネリコ属シオジ節  12  2  1 15

トネリコ属 1 1

広葉樹   3  1  1 5

総　計 1 1 3 1 2 2 105 15 1 10 5 2 15 15 15 193

第 80 表 第 80 表 樹種同定結果の出土位置別集計（2017 年度）樹種同定結果の出土位置別集計（2017 年度）
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1a-1c．カツラ（ID：17054-4）、 2a-2c．サクラ属（ID：17056-3）、 3a-3c．ニレ属（No.1）、 4a-4c．クワ属（ID：17A06-2）、 5a-5c．コナラ属コ

ナラ節（No.11）、 6a．クリ－コナラ節（c層（3号人骨覆土）最下部）

a：横断面、 b：接線断面、 c：放射断面

1a 1b 1c 2a

2b 2c 3a 3b

3c 4a 4b 4c

6a5c5b5a

第 124 図 第 124 図 炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（１）炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（１）
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6b 6c 7a 7b

7c 8a 8b 8c

9a 9b 9c 10a

11b11a10c10b

6b-6c．クリ－コナラ節（c層（3号人骨覆土）最下部）　7a-7c．カバノキ属（ID：17073-4）　8a-8c．クマシデ属クマシデ節（ID：17054-3）

9a-9c．クマシデ属イヌシデ節（ID：17053-2）　10a-10c．アサダ（ID：17B02-3）　11a-11b．カエデ属（ID：17059-3）

a：横断面　b：接線断面　c：放射断面

第 125 図 第 125 図 炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（２）炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（２）
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般的にやや重硬で、切削および加工は中庸である。

⑨ クマシデ属クマシデ節　Carpinus sect. Distegocarpus　カバノキ科　第 125 図 8a-8c（ID：17054-3）

やや小型から中型の道管が、単独もしくは放射方向に数個複合して分布する散孔材である。道管の穿孔は 10

段程度の階段状である。軸方向柔組織は晩材部で 1 列幅の接線状となる。放射組織は同性で、1 ～ 3 列幅、集合

放射組織がみられる。

クマシデ節は本州・四国・九州・朝鮮などの暖帯から温帯に分布する落葉中高木で、クマシデとサワシバがあ

る。材は重硬で靱性があり、割裂しにくい。

⑩ クマシデ属イヌシデ節　Carpinus sect. Eucarpinus　カバノキ科　第 125 図 9a-9c（ID：17053-2）

やや小型から中型の道管が、単独もしくは放射方向に数個複合して分布する散孔材である。道管の穿孔は単一

である。軸方向柔組織は晩材部で 1 列幅の接線状となる。放射組織は同性で 1 ～ 3 列幅、集合放射組織がみられる。 

イヌシデ節は暖帯から温帯の低山地に分布する落葉中高木で、イヌシデとイワシデ、アカシデがある。材は重硬

で靱性が大きく、割裂しにくい。

⑪ アサダ　Ostrya japonica Sarg.　カバノキ科　第 125 図 10a-10c（ID：17B02-3）

７７
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11c 12a 12b 12c

13a 13b 13c 14a

14b 14c
11c．カエデ属（ID：17059-3）

12a-12c．キハダ（ID：17054-2）

13a-13c．クマノミズキ類（ID：17B06-3）

14a-14c．トネリコ属シオジ節（ID：17B03-3）

a：横断面　b：接線断面　c：放射断面

第 126 図 第 126 図 炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（３３））
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径が中型の道管が、単独あるいは放射方向に数個複合して、ややまばらに分布する散孔材である。軸方向柔組

織は短接線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、1 ～ 4 列幅である。

アサダは温帯の山地に生育する落葉高木である。材はきわめて重硬であり、切削加工および割裂は困難である。

⑫ カエデ属　Acer　ムクロジ科　第 125 図・第 126 図 11a-11c（ID：17059-3）

径が中型の道管が、単独もしくは放射方向に数個複合して分布する散孔材である。横断面において、木部繊維

の壁厚の違いによる雲紋状の模様がみられる。道管の穿孔は単一で、道管壁にはらせん肥厚がみられる。放射組

織はほぼ同性で、1 ～ 5 列幅である。

カエデ属は主に温帯に分布する落葉高木で、オオモミジやハウチワカエデ、イタヤカエデなど 26 種がある。

木材組織からはチドリノキ－カジカエデ以外は識別困難なため、この 2 種を除いたカエデ属とする。材は全体的

に緻密で、靱性がある。

⑬ キハダ　Phellodendron amurense Rupr.　ミカン科　第 126 図 12a-12c（ID：17054-2）

大型で丸い道管が早材部に配列し、晩材部ではごく小型で薄壁の小道管が集団をなして帯状～斜線状に配列す

る環孔材である。道管に赤褐色の樹脂が見られ、穿孔は単一である。放射組織はほぼ同性、1 ～ 6 列幅できれい

な紡錘形となる。

キハダは温帯に分布する落葉高木である。材はやや軽軟で加工容易だが、水湿に強い。

⑭ クマノミズキ類　Cornus cf. macrophylla Wall.　ミズキ科　第 126 図 13a-13c（ID：17B06-3）

やや小型で丸い道管が、単独で分布する散孔材である。道管の穿孔は 20 段程度の階段状である。放射組織は

3 ～ 4 列幅で、縁辺部に方形もしくは直立細胞が 2 ～ 4 細胞ある異性である。以上の特徴からクマノミズキかヤ

マボウシと思われるが、これ以上の同定は困難であるため、クマノミズキ類とした。

クマノミズキおよびヤマボウシは暖帯から温帯に分布する落葉中高木である。材はやや硬いが、一般に加工は

容易である。

⑮ トネリコ属シオジ節　Fraxinus sect. Fraxinaster　モクセイ科　第 126 図 14a-14c（ID：17B03-3）

年輪のはじめに大型の道管が数列並ぶ環孔材で、晩材部では厚壁の小道管が単独もしくは放射方向に 2 ～ 3

個複合して散在する。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、1 ～ 3 列幅である。

シオジ節は温帯に分布する落葉高木で、シオジとヤチダモがある。材はやや重硬で粘りがあり、加工性および

保存性は中庸である。

⑯ トネリコ属　Fraxinus　モクセイ科

晩材部では非常に厚壁の小道管が単独もしくは放射方向に 2 ～ 3 個複合して散在する環孔材である。道管の

穿孔は単一、放射組織は同性で 1 ～ 3 列幅である。

トネリコ属は温帯に分布する落葉高木で、シオジとヤチダモを含むシオジ節と、トネリコ、アオダモなどを含

むトネリコ節に分かれる。トネリコ節の材は中庸～やや重硬、切削加工は容易で保存性も中庸、シオジ節の材は

トネリコ節より重硬で粘りがあり、加工性および保存性は中庸である。

（３）考（３）考  察察
縄文時代早期後葉である岩陰部の風化礫直下と c 層最下部から採取された炭化材は、コナラ節とクリ - コナラ

節が確認された。また、放射性炭素年代測定の結果、現代の暦年代を示したハ 6 の第Ⅱ層群最上面の炭化材は

コナラ節であった。居家以岩陰遺跡における第 2 次・第 3 次調査の分析では、岩陰部ではコナラ節とシオジ節、

サクラ属、カツラが確認されており（黒沼 2020）、今回の分析は点数が少ないが、第 2 次・第 3 次調査の分析結

果と矛盾しない。

縄文時代早期中葉である、前庭部緩斜面の円形落込みと、10 層、10 層サンプリング周辺、10 層ブロックサン

プリング、10 層サンプリングコアでは、コナラ節を中心に、カツラ、サクラ属、ニレ属、クワ属、カバノキ属、

クマシデ節、イヌシデ節、アサダ、カエデ属、キハダ、クマノミズキ類、シオジ節、広葉樹が確認された。なお、

第 2 次・第 3 次調査の分析では、前庭部緩斜面はブナ科とナシ亜科、シオジ節が 1 点ずつ確認されており（黒

７７
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沼 2020）、今回の分析結果と類似した樹種構成を示している。比較的重硬な材はコナラ節（クリ - コナラ節を含む）

やサクラ属、ニレ属、クワ属、イヌシデ節、クマシデ節、アサダ、カエデ属、キハダ、シオジ節で、カツラやカ

バノキ属は軽軟な材である。炭化材の用途は不明であるが、燃料材や建築部材、器具材などの木製品であった可

能性が考えられる。

工藤（2012）による環境史区分では、縄文時代早期は MIS1 の PG Warm-1（約 11,500 ～ 8,400 cal BP）で、

コナラ亜属を中心とする冷温帯性の落葉広葉樹林で構成されていた。今回の分析では、縄文時代早期中葉の岩陰

部から出土した炭化材の分析点数が少なかったため、早期中葉の前庭部緩斜面との樹種構成の相違は確認できな

かったが、いずれも遺跡周辺に生育していた樹木であったと推測される。

また、今回はクリの有無に注目して観察したが、明確にクリと断言できる試料は確認できなかった。試料の残

存径が 5mm 以下であるために広放射組織が確認できなかった試料は、クリ - コナラ節とした。

引用・参考文献引用・参考文献

伊東隆夫・山田昌久編　2012『木の考古学 出土木製品用材データベース』海青社

工藤雄一郎　2012『旧石器・縄文時代の環境文化史 高精度放射性炭素年代測定と考古学』新泉社

黒沼保子　2020「炭化材の樹種同定（第 2 次調査）」「炭化材の樹種同定（第 3 次調査）」『居家以岩陰遺跡Ⅱ 第 2 次・第 3 次

発掘調査報告書』國學院大學文学部考古学実習報告 56 pp.139-141,pp.141-145、國學院大學考古学研究室

平井信二　1996『木の大百科』朝倉書店
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No. 調査区 位置 / 層位 種 別 調査次

体積
(L)

取上法
分析用

ID
年代測定

番号
樹　種 形 状 残存径

産出
数

1 R　ロ 5 第Ⅱ層群⑨層 炭化物 IY3 - 点 62 - PLD-36226 ニレ属 破片 1cm以下 1

2 R　ロ 5 第Ⅱ層群⑨層 炭化物 IY3 - 点 47 - PLD-36227 トネリコ属 破片 0.5cm以下 1

6 R　ロ 5 第Ⅱ層群⑨層 炭化物 IY3 - 点 55 - PLD-36228 クマシデ属イヌシデ節 破片 0.5cm以下 1

11 R　ハ 6 第Ⅱ層群⑨層 炭化物 IY3 - 点 31 - PLD-36229 コナラ属コナラ節 破片 1.5cm以下 1

35 R　ロ 9 第Ⅱ層群⑥層 炭化物 IY4 - - - PLD-36230 コナラ属コナラ節 破片 1.5cm以下 1

37 T　A1 円形落込み 2 層 土器 IY4 - 点 798 - PLD-36231 カエデ属 破片 1cm以下 1

38 T　A1 円形落込み 2 層 土器 IY4 - 点 799 - PLD-36232 コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

44 T　A1 円形落込み 2 層 炭化物 IY4 - WS1mm - - クリ - コナラ節 破片 0.3cm以下 1

45 T　A1 円形落込み 炭化物 IY4 - WS1mm - - コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

46 T　A1 10 層裁割と周辺 炭化物 IY4 - WS1mm - - コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

48-1
T　A2

10 層サンプリングコア　
第 1 面　0-10cm周辺

炭化物 IY4 - WS1mm - -
ニレ属 破片 0.5cm以下 1

48-2 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

49 T　A1 円形落込み 炭化物 IY4 - WS1mm - - コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

- R　イ 8 c 層最下部 (3 号人骨覆土 ) - IY4 - WS1mm - - クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

87 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17061-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17061-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 2

17061-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 2

88 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17063-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17063-2 カツラ 破片 0.5cm以下 1

17063-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

89 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17064-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17064-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 1

17064-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 2

90 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17065-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17065-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 1

17065-3 カツラ 破片 0.5cm以下 2

第 81 表 第 81 表 樹種同定結果一覧（2017 年度）（１）樹種同定結果一覧（2017 年度）（１）
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No. 調査区 位置 / 層位 種 別 調査次
体積
(L)

取上法
分析用

ID
年代測定

番号
樹　種 形 状 残存径

産出
数

91 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17059-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17059-2 カツラ 破片 0.5cm以下 1

17059-3 カエデ属 破片 0.5cm以下 1

92 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17066-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17066-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 2

17066-3 カツラ 破片 0.5cm以下 1

93 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -
17067-1

-
コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17067-2 カツラ 破片 0.5cm以下 3

94 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17068-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17068-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 1

17068-3 広葉樹 破片 0.5cm以下 2

17068-4 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

95 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 0.5 -

17069-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17069-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 2

17069-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 2

96 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 0.8 -

17070-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17070-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17070-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 2

17070-4 アサダ 破片 0.5cm以下 1

97 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B01-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17B01-2 クマシデ属イヌシデ節 破片 0.5cm以下 1

17B01-3 カツラ 破片 0.5cm以下 1

98 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B02-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B02-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B02-3 アサダ 破片 0.5cm以下 1

17B02-4 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

17B02-5 広葉樹 破片 0.5cm以下 1

99 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B06-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17B06-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17B06-3 クマノミズキ類 破片 0.5cm以下 1

100 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 0.8 -

17B03-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B03-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B03-3 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 2

17B03-4 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

101 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 0.8 -

17B04-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B04-2 トネリコ属シオジ節 破片 0.5cm以下 1

17B04-3 クマシデ属イヌシデ節 破片 0.5cm以下 2

17B04-4 カツラ 破片 0.5cm以下 1

102 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B05-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17B05-2 サクラ属 破片 0.5cm以下 3

17B05-3 アサダ 破片 0.5cm以下 1

103 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17072-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17072-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17072-3 カツラ 破片 0.5cm以下 2

104 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B07-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17B07-2 クマシデ属イヌシデ節 破片 0.5cm以下 1

17B07-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

105 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17B08-1

-

クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17B08-2 カツラ 破片 0.5cm以下 1

17B08-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

第 82 表 第 82 表 樹種同定結果一覧（2017 年度）（２）樹種同定結果一覧（2017 年度）（２）
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２．炭化材の樹種同定（2018 年度）２．炭化材の樹種同定（2018 年度）
黒沼保子

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡から出土した炭化材の樹種同定を行った。試料は岩陰部ハ 8 グリッドの第Ⅱ層群⑥層から出土

した炭化材（No.IY5-C5）1 点である。時期は、縄文時代早期と推測されている。

樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察による形状の確認を行った。その後、カミソリまたは手で 3 断

面（横断面・接線断面・放射断面）を割り出し、試料台に試料を両面テープで固定した。次に、イオンスパッタ

で金コーティングを施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製　VHX-D510）を用いて樹種の同定と写真撮影を

行った。

（２）結（２）結  果果
樹種同定の結果、炭化材は広葉樹のクリ？であった。結果を第 84 表に示す。

以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、走査型電子顕微鏡写真を第 127 図に示す。

① クリ？　Castanea crenata Siebold et Zucc.?　ブナ科　第 127 図 1a-1c（No.IY5-C5）

大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔材である。
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No. 調査区 位置 / 層位 種 別 調査次
体積
(L)

取上法
分析用

ID
年代測定

番号
樹　種 形 状 残存径

産出
数

106 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -
17B09-1

-
コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 4

17B09-2 クマシデ属イヌシデ節 破片 0.5cm以下 1

107 T　A1 円形落込み 3 層 - IY4 2 -

17073-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 2

17073-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17073-3 カツラ 破片 0.5cm以下 1

17073-4 カバノキ属 破片 0.5cm以下 1

108 T　A1 円形落込み 4 層 - IY4 1 -
17062-1

-
コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17062-2 サクラ属 破片 0.5cm以下 2

109 T　A1 円形落込み 4 層 - IY4 2 -

17060-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17060-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17060-3 カツラ 破片 0.5cm以下 1

110 T　A1 円形落込み 4 層 - IY4 2 -

17071-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17071-2 クリ - コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17071-3 広葉樹 破片 0.5cm以下 1

123 T　A2 10 層灰ブロックサンプリング - IY4 2 -

17054-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17054-2 キハダ 破片 0.5cm以下 1

17054-3 クマシデ属クマシデ節 破片 0.5cm以下 2

17054-4 カツラ 破片 0.5cm以下 1

124 T　A2 10 層灰ブロックサンプリング - IY4 2 -

17051-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 1

17051-2 アサダ 破片 0.5cm以下 2

17051-3 サクラ属 破片 0.5cm以下 1

17051-4 カツラ 破片 0.5cm以下 1

125 T　A2
10 層灰ブロックサンプリング
コア第 1 面　10 ～ 20cm

- IY4 1 -

17055-1

-

コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 3

17055-2 サクラ属？ 破片 0.5cm以下 1

17055-3 カツラ 破片 0.5cm以下 1

126 T　A2
10 層灰ブロックサンプリング
コア第 1 面　　10 ～ 20cm

- IY4 1 - 17A05 - コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 5

127 T　A2
10 層灰ブロックサンプリング
コア　第 1 面　10 ～ 20cm

- IY4 0.5 -
17A03-1

-
コナラ属コナラ節 破片 0.5cm以下 4

17A03-2 カツラ 破片 0.5cm以下 1

第 83 表 第 83 表 樹種同定結果一覧（2017 年度）（３）樹種同定結果一覧（2017 年度）（３）
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第７章　考古科学分析

軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、主に単列である。部位が節

で、道管配列がやや不明瞭であるため、クリ？とした。

クリは暖帯から温帯下部に分布する落葉高木である。材は重硬で、耐朽性および耐湿性に優れ、保存性が高い。

（３）考（３）考 察察
岩陰部ハ 8 グリッドの第Ⅱ層群⑥層から出土した炭化材（IY5-C5）は、クリの節であった。今回の試料は用

途不明であるが、節が硬い部位であるために、炭化した後も残存したと推測される。関東平野では、縄文時代早

期にはすでに種実や木材でクリの利用が確認されている（佐々木 2020）。

引用・参考文献引用・参考文献

伊東隆夫・山田昌久編　2012『木の考古学－出土木製品用材データベース－』p.449、海青社

佐々木由香　2020「栃原岩陰遺跡における縄文時代早期の植物資源利用」北相木村考古博物館研究紀要１、pp.22-29

平井信二　1996『木の大百科』p.394、朝倉書店

３．炭化種実の同定（2017 年度）３．炭化種実の同定（2017 年度）
山本 華・バンダリ スダルシャン・佐々木由香

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡では、縄文時代の灰質土層（以下、10 層）などから炭化物が得られた。ここでは、土壌を水

洗して得られた炭化種実の同定を行い、当時利用されていた種実について検討した。なお、得られた炭化物の一

部を用いて炭化材の樹種同定も行われている（第 2 節 1 項参照）。

試料は、水洗済み試料 6 試料で、前庭部緩斜面の A1 グリッドの円形落込みから 4 試料（うち 2 試料は 3 層か

ら）、10 層サンプリング周辺から 1 試料、A2 グリッドの 10 層サンプリングコア第 1 面から 1 試料である。いず

れも縄文時代早期中葉に形成されたものと考えられている。

土壌の採取と水洗は、國學院大學考古学研究室によって行われた。水洗量については第 85 表を参照されたい。
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1a-1c．クリ？（No.IY5-C5）　　a：横断面 b：接線断面 c：放射断面

1a 1b 1c

No. 調査区 / 層位 取上法 樹 種 部 位

IY5-C5 岩陰部 ハ 8 第Ⅱ層群⑥層 一括 クリ？ 節

第 127 図　第 127 図　炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2018 年度）炭化材の走査型電子顕微鏡写真（2018 年度）

第 84 表　第 84 表　樹種同定結果（2018 年度）樹種同定結果（2018 年度）
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種実の抽出および同定は実体顕微鏡下で行った。破片が主体の分類群については、重量も計測して完形換算個体

数を求めた。試料は、國學院大學考古学研究室に保管されている。

（２）結（２）結  果果
同定した結果、木本植物のクリ炭化果実・炭化子葉と、オニグルミ炭化核、キハダ炭化種子の計 3 分類群が見

いだされた（第 85 表）。また、科以上の分類に必要な識別点が残存していない一群を同定不能炭化種実とした。

さらに、骨片も得られたが、分析の対象外とした。

以下に、得られた種実について、遺構および採取位置別に記載する（同定不能炭化種実は除く）。

A1- 円形落込み：オニグルミが少量、キハダがわずかに得られた。

A1-10 層サンプリング周辺：クリが少量、オニグルミがわずかに得られた。

A2-10 層サンプリングコア：クリとオニグルミが少量得られた。

次に、種実の記載を行い、第 128 図に写真を示して同定の根拠とする。なお、分類群の学名は米倉・梶田（2003-）

に準拠する。

７７

章章

スケール ： 1mm

1 ・ 2. クリ炭化果実 (No.IY4-48)　3. クリ炭化子葉 (No.IY4-48)　4. オニグルミ炭化核 (No.IY4-44)　5. キハダ炭化種子 (No.IY4-45)

試料 No. IY4-44 IY4-47 IY4-45 IY4-49 IY4-46 IY4-48

調査区 前庭部緩斜面

グリッド /
採取位置

A1　円形落込み A1　10 層
A2　10 層

サンプリングコア　

出土層位 3 層 サンプリング周辺
第 1 面

0-10cm 周辺

時　期 縄文時代早期中葉

分類群 水洗量 2000cc 2000cc 2000cc 2000cc 2000cc 500cc

ク　リ 炭化果実 (27) 0.039g (38) 0.047g

炭化子葉 (2) 0.007g (1) 0.005g

オニグルミ 炭化核 1> ※ (9) 0.101g 1> ※ (1) 0.008g 1> ※ (4) 0.019g (1) 0.001g (23) 0.094g

キハダ 炭化種子 (2)

同定不能 炭化種実 (3) (6) (2)

1） ( ) 内は破片数を示す .　2） 「※」 は 重量から求めた完形個体数を示す （1> は 1 個体未満） .

第 128 図 第 128 図 大型植物遺体（2017 年度）大型植物遺体（2017 年度）

第 85 表 第 85 表 炭化種実（2017 年度）炭化種実（2017 年度）
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第７章　考古科学分析

① クリ　Castanea crenata Sieb. et Zucc.　炭化果実・炭化子葉　ブナ科

果実は、完形ならば側面観は広卵形。表面は平滑で、細い縦筋がみられる。底面にある殻斗着痕はざらつく。

果皮内面にはいわゆる渋皮が厚く付着する。第 128 図 -1 の残存長 3.0mm、残存幅 2.0mm と第 128 図 -2 の残存

長 5.5mm、残存幅 3.3mm。子葉の外面には深い溝が入り、内面は平滑。残存長 4.6mm、残存幅 3.3mm。

② オニグルミ　Juglans mandshurica Maxim. var. sachalinensis (Komatsu) Kitam.　炭化核　クルミ科

すべて不定形の小破片である。完形ならば側面観は広卵形。本来は縦方向の縫合線があるが、残存していない。

表面には浅い溝と凹凸が不規則に入る。壁は緻密で硬く、ときどき空隙がある。断面は角が尖り、光沢がある。

残存長 7.6mm、残存幅 5.4mm。

③ キハダ　Phellodendron amurense Rupr.　炭化種子　ミカン科

完形ならば上面観は両凸レンズ形、側面観は三日月形。表面に亀甲状で大きさのやや揃った網目状隆線がある。

残存長 2.1mm、残存幅 1.6mm。

（３）考（３）考  察察
6 試料の水洗済み試料を検討したが、得られた種実の量は全体的に少なかった。

縄文時代早期中葉の前庭部緩斜面 A1 グリッド円形落込みからは、食用可能なオニグルミとキハダがわずかに

得られた。灰層裁割の試料からは、クリが少量とオニグルミがわずかに得られた。A2 グリッドの 10 層サンプ

リングコアからは、少量のクリとオニグルミが得られた。オニグルミの核やクリの果実については、食用とする

ために殻を剥いた後、不要な部位として燃やされた可能性などが考えられる。クリ子葉は食用となる部位である

が、今回得られた試料は小破片であり、クリ果実などの廃棄部位に混ざって偶発的に炭化した可能性がある。キ

ハダは、アイヌの民族例では食用だけでなく、香辛料や薬用にも利用される（アイヌ民族博物館 2004）。

今回、居家以岩陰遺跡では、縄文時代早期中葉の遺構および灰層からクリやオニグルミの堅果類と、キハダの

出土が確認された。これらの分類群は以前の分析でも報告されており（佐々木・バンダリ 2017・2020）、分析

結果として整合的である。早期中葉段階の居家以岩陰遺跡ではクリやオニグルミの堅果類と、キハダが利用され

ていたと推定される。

引用・参考文献引用・参考文献

アイヌ民族博物館　2004『アイヌと植物 樹木編』アイヌと自然シリーズ 3、アイヌ民族博物館

佐々木由香・バンダリ スダルシャン　2017「居家以岩陰遺跡の遺構から出土した種実」『群馬県吾妻郡長野原町居家以岩陰遺

跡 2014 年度発掘調査報告書』國學院大學文学部考古学実習報告 53 pp.100-103、國學院大學文学部考古学研究室

佐々木由香・バンダリ スダルシャン　2020「炭化種実の同定（第 2 次調査）」「炭化種実の同定（第 3 次調査）」『居家以岩陰

遺跡Ⅱ 第 2 次・第 3 次発掘調査報告書』國學院大學文学部考古学実習報告 56 pp.145-148,pp.149-153、國學院大學文

学部考古学研究室

米倉浩司・梶田 忠　2003-『BG Plants 和名－学名インデックス（YList）』http://ylist.info
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第３節　土器圧痕の分析第３節　土器圧痕の分析

1．レプリカ法による土器種実圧痕の同定（2017 年度）1．レプリカ法による土器種実圧痕の同定（2017 年度）
佐々木由香・山本 華

（１）試料と方法（１）試料と方法
居家以岩陰遺跡は、縄文時代早期後半と前期を中心とした岩陰遺跡である。遺跡からは、表面もしくは断面に

種実の圧痕と思われる痕跡を有する土器が確認された。ここでは、レプリカ法によって採取された種実圧痕のレ

プリカの同定を行った。なお、レプリカ採取にあたっては、國學院大學考古学研究室の協力を得た。また、不明

昆虫については、第 3 節第 3 項で検討した。

試料は、種実の圧痕とみられる痕跡が残存する土器片として抽出された 48 点から、肉眼と実体顕微鏡を用いて、

種実など同定可能な圧痕が確認された 13 点を抽出した（1 次同定）。検討した土器の時期は、縄文時代早期が 33 点、

前期が 9 点、中期が 2 点、後期が 1 点、後期～晩期が 1 点、弥生時代が 2 点である。

抽出した土器について、丑野・田川（1991）等を参考に、以下の手順で圧痕のレプリカを作製した。まず、

圧痕内を水で洗い、付着物を除去した。次に、土器の保護のため、パラロイド B72 の 9% アセトン溶液を離型

剤として圧痕内および周辺に塗布した後、印象剤に用いるシリコン樹脂（JM シリコン レギュラータイプ）を注

射器に入れて圧痕部分に充填し、レプリカを作製した。その後、離型剤はアセトンを用いて除去した。

次 に、 不 明 以 上 の 同 定 を 行 な っ た 資 料 に つ い て、 走 査 型 電 子 顕 微 鏡（ 超 深 度 マ ル チ ア ン グ ル レ ン ズ

VHX-D500/D510）で観察および写真撮影を行い、同定した（2 次同定）。同定は、走査型電子顕微鏡写真を参

考にし、レプリカを実体顕微鏡で観察して行った。また、圧痕レプリカの大きさを走査型電子顕微鏡で小数第 2

位まで計測した。マメ科の種子のレプリカについては、那須ほか（2015）に基づいて簡易楕円体体積を求めた。

土器およびレプリカは、國學院大學考古学研究室に保管されている。

（２）結（２）結  果果
13 点中 12 点のレプリカは、何らかの圧痕と同定できた（第 86 表・第 87 表、第 129 図・第 130 図）。木本植

物のブドウ属種子とニワトコ核の 2 分類群、草本植物のダイズ属種子とササゲ属アズキ亜属（以下、アズキ亜属）

種子、キュウリ属メロン仲間（マクワウリ・シロウリ型）種子、シソ属果実の 4 分類群の、計 6 分類群が同定された。

このほかに、科以上の詳細な同定ができなかった不明種実と不明昆虫が得られた。分類群や部位が特定できなか

った一群は不明とし、不明 A から C にタイプ分けした。産出数は、ニワトコが 2 点のほかは、それぞれ 1 点で

あった。

以下では、分類群ごとに記載を行い、同定の根拠とする。

① ブドウ属　Vitis sp.　種子（No.11 ②）　ブドウ科

完形であれば背・腹面観と側面観は広倒卵形。頂部はわずかに窪む。頂部付近から斜めに残存し、基部は残っ

ていない。残存長 2.68mm、残存幅 2.93mm、厚さ 2.74mm。

② ニワトコ　Sambucus racemosa L. subsp. sieboldiana (Miq.) H.Hara　核（No.36 ②・③）　レンプクソウ科

背・腹面観は倒卵形、上面観は扁平な両凸レンズ形に近いが、腹面側に鈍稜がある。横方向に畝状の隆起が連

続する。No.36 ②は長さ 2.27mm、幅 1.56mm、No.36 ③は長さ 2.06mm、幅 1.19mm。

③ ダイズ属　Glycine sp.　種子（No.24）　マメ科

背・腹面観は楕円形、側面観は広楕円形、上面観は楕円形。腹面には小畑ほか（2007）で示されたダイズ属

の特徴である狭楕円形の臍の痕跡がある。残存長 7.53mm、幅 4.87mm、厚さ 3.52mm、臍長 2.67mm、臍幅

1.08mm。

④ ササゲ属アズキ亜属　Vigna subgenus Ceratotropis sp.　種子（No.25）　マメ科

腹面観と側面観は広矩形に近い楕円形、上面観は円形。腹面中央から下寄りに小畑ほか（2007）で示された
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アズキ亜属の特徴である狭楕円形の厚膜の臍がある。長さ 4.44mm、幅 2.68mm、厚さ 3.17mm、臍長 2.38mm、

臍幅 0.70mm。

⑤ キュウリ属メロン仲間（マクワウリ・シロウリ型）　Cucumis melo L. var. makuwa-utilissimus　種子（No.45）ウ

リ科

側面観は楕円形、上面観は狭楕円形。頂部と基部は鈍形。周囲がわずかに肥厚する。長さ 7.17mm、幅

2.98mm、厚さ 1.38mm。

⑥ シソ属　Perilla sp.　果実（No.38）　シソ科

完形であれば側面観は広倒卵形、上面観は横長の倒卵形。表面に網目状隆線があり、わずかに円形の着点が見

える。残存長 2.48mm、幅 2.74mm。大きさから判断すると、栽培植物のエゴマである。

⑦ 不明　Unknown　種実（No.36 ①）

完形であれば側面観は楕円形、上面観はやや角ばった楕円形。頂部が顕著に突出し、先端が三裂する。肩部に
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No. 時 期 分 類 器 種 調査次 出土位置 取上法 備 考

3 縄文時代早期 早期前～中葉回転縄文 深 鉢 IY4 T A0　9 層 乾篩 10mm

10 縄文時代早期 沈線文系 深 鉢 IY4 R ハ 9　奥壁褐色土 点上げ 798

11 ② 縄文時代早期 沈線文系 深 鉢 IY4 T A0　8 層 点上げ 25 本書掲載第 63 図 315

20 縄文時代早期 条痕文系 深 鉢 IY4 R ロ 5　EL-120 ～ 125 点上げ 68 本書掲載第 42 図 65

24 縄文時代早期 沈線文系 深 鉢 IY2 T A1　7 ～ 8 層 一括 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 194

25 縄文時代早期 沈線文系 深 鉢 IY2 T A1　7 ～ 8 層 一括 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 184

28 縄文時代前期 十三菩提式 深 鉢 IY2 R ハ 6　EL-105 ～ 110 点上げ 13 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 104

36 ① 縄文時代前期 前期前半繊維土器 深 鉢 IY3 T A4　4 層群 乾篩 10mm 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 280

36 ② 縄文時代前期 前期前半繊維土器 深 鉢 IY3 T A4　4 層群 乾篩 10mm 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 280

36 ③ 縄文時代前期 前期前半繊維土器 深 鉢 IY3 T A4　4 層群 乾篩 10mm 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 280

38 縄文時代前期 有尾式 深 鉢 IY3 R イ 8　表層 点上げ 1 『居家以岩陰遺跡Ⅱ』 掲載 64

45 弥生時代中 ・ 後期 弥生土器 （中期以降） 深 鉢 IY1 T A5　表層 一括 『居家以岩陰遺跡』 掲載 148

1） 出土位置の 「R」 は岩陰部 , 「T」 は前庭部緩斜面を表す .
2） 出土位置の 「EL-」 は ,　EL(650.000m) を基準とする掘削深度 （人工層位 (cm)） を示す .　詳細は第 3 章第 1 節 , 第 4 章第 1 節を参照 .

No.
圧痕

残存部位
圧痕

残存面
分類群 部 位 備 考

長さ /
長軸

幅 /
短軸

厚 さ 臍 長 臍 幅
簡易楕円
体体積

3 口縁部 内面 不明 A 堅果の可能性あり (3.15) (4.95) 0.98 

10 胴部 内面 不明 B 3.76 1.72 -

11 ② 胴部 内外面 ブドウ属 種子 (2.68) (2.93) 2.74 

20 胴部 断面 不明 C 果皮または昆虫？ (2.54) 3.47 -

24 胴部 内面 ダイズ属 種子 (7.53) 4.87 3.52 2.67 1.08 67.59

25 口縁部 外面 ササゲ属アズキ亜属 種子 4.44 2.68 3.17 2.38 0.70 19.75

28 胴部 外面 不明 昆虫 本章第 3 節第 3 項参照 8.08 2.49 (2.95) 頭長 2.75 胴長 4.80

36 ① 底部 底面外 不明 種実 コナラ属幼果の可能性あり 3.09 2.86 (2.57)

36 ② 底部 底面外 ニワトコ 核 2.27 1.56 -

36 ③ 底部 底面外 ニワトコ 核 2.06 1.19 -

38 胴部 外面 シソ属 果実 大きさはエゴマ (2.48) 2.74 -

45 胴部 内面
キュウリ属メロン仲間
（マクワウリ ・ シロウリ型）

種子 7.17 2.98 1.38 

1） 計測値の単位は mm,　簡易楕円体体積の単位は mm3.

第 86 表 第 86 表 土器の種実圧痕（2017 年度）土器の種実圧痕（2017 年度）

第 87 表 第 87 表 土器の種実圧痕の同定結果（2017 年度）土器の種実圧痕の同定結果（2017 年度）
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は明瞭な隆起がめぐる。コナラ亜属幼果の可能性がある。長さ 3.09mm、幅 2.86mm、残存厚 2.57mm。

⑧ 不明 A　Unknown A（No.3）

扁平で不定形の破片状。オーバーハングしているため、なんらかの有機物と推定される。厚みが均一であるため、

堅果の果皮や子葉の一部分である可能性があるが、同定の根拠になる部位が残存しておらず、不明である。長軸

4.95mm、短軸 3.15mm、厚さ 0.98mm。

⑨ 不明 B　Unknown B（No.10）

側面観は楕円形、上面観は楕円形か。形状から種実の可能性があるが、同定に必要な部位は残っていない。長

さ 3.76mm、幅 1.72mm。

⑩ 不明 C　Unknown C（No.20）

丸みのある破片状。全体形は不明であるが、上面観は楕円形、側面観は楕円形か。表面に長細胞列があり、ビ

ロード状の短毛がときどきある。果皮もしくは昆虫の可能性がある。長軸 3.47mm、残存短軸 2.54mm、厚さ

0.15mm。

（３）考（３）考  察察
土器にみられた圧痕のレプリカを同定したところ、13 点のうち 12 点は何らかの圧痕と同定され、12 点中 7

点は種実圧痕で、科以上の同定ができた。圧痕が確認された土器の時期と同定結果の内訳は、縄文時代早期（沈

線文系）でブドウ属種子とダイズ属種子、アズキ亜属種子、不明 B の計 4 点、早期前葉～中葉（回転縄文）で

不明 A が 1 点、早期後葉（条痕文系）で不明 C の 1 点、前期中葉（有尾式）でシソ属果実が 1 点、前期前半（回

転縄文）でニワトコ核と不明種実の計 3 点、弥生時代中期～後期（岩櫃山式以降）でキュウリ属メロン仲間（マ

クワウリ・シロウリ型）種子が 1 点であった（第 87 表）。また、付着部位や位置に偏在する傾向は見られなかった。

No.36 は同一個体の底部外面から、ニワトコ 2 点と不明種実 1 点が得られた。

土器に残された種実などの圧痕は、土器作りの際に偶発的に混ざった可能性や、意図的に混和されたり、押し

付けられたりしてついた可能性がある。今回同定できたブドウ属とニワトコ、ダイズ属、アズキ亜属、キュウリ

属メロン仲間（マクワウリ・シロウリ型）、エゴマはいずれも食用植物であり、これらの種実が土器作りの場や

その周辺に存在した証である。

ニワトコやブドウ属などの液果は、低湿地遺跡で植物遺体として集積して検出される事例も多く、青森県三内

丸山遺跡では縄文時代前期後葉にニワトコの果汁を絞って果実酒を作り、その残滓である核が大量に廃棄された

と推定されている（辻 2005）。関東地方における液果の圧痕の検出例としては、埼玉県犬塚遺跡の縄文時代前期

中葉黒浜式の土器底部外面からニワトコ核の圧痕が多量に検出されたほか（山本ほか 2018）、埼玉県デーノタメ

遺跡で縄文時代中期中葉の土器からニワトコ核の圧痕が見出されている（山本・佐々木 2017）。また、北陸地方

の縄文時代前期の低湿地性貝塚である富山県小竹貝塚では、ニワトコ核の植物遺体と土器圧痕の両方が見つかっ

ており、同じく縄文時代前期の環状集落である富山県平岡遺跡ではニワトコ核の土器圧痕が見つかっている（小

畑ほか 2014、小畑 2015、町田 2017）。ニワトコの圧痕は関東地方〜北陸地方の前期の土器に見出される例が多く、

これまでは検出例のなかった北関東地方の縄文時代前期前半でも確認できた。

那須ほか（2015）では、現生の野生種のツルマメおよび栽培種のダイズの種子の大きさを乾燥・炭化・未

成熟の状態で計測して、簡易楕円体体積を比較した結果、40mm3 以下は野生型、70mm3 以上は栽培型、40 ～

70mm3 は栽培種と野生種の両方のサイズが重なる、栽培種と野生種の中間型とみなしている。今回確認された

縄文時代早期中葉のダイズ属（No.24）の簡易楕円体体積は 67.59mm3 で、中間型と推定される。さらに那須ほ

か（2015）では、現生のヤブツルアズキとアズキの種子の大きさを同様に比較して、簡易楕円体体積が 30mm3

以下は野生型、60 ～ 70mm3 以上は栽培型、栽培種と野生種のサイズが重なる中間の大きさの種子は栽培種と

野生種の中間型とみなしている。今回確認された縄文時代早期中葉のアズキ亜属（No.25）の簡易楕円体体積は

19.75mm3 で、野生型であった。

縄文時代前期中葉有尾式の土器から確認されたシソ属の圧痕は、残存長 2.48mm、幅 2.74mm であった。シ

７７

章章



247

第７章　考古科学分析

ソ属の検討は、笠原（1981）や松谷（1988）、百原・小林（2009）などによって行われ、現生資料の比較から、

長さ 2.0mm 以上の大きさの果実はエゴマである可能性が高いとされている。また、中山ほか（2017）では長さ

2.3mm、幅 2.1mm を超える果実をエゴマとしており、いずれの基準を用いても、居家以岩陰遺跡の土器圧痕の

シソ属は大きさから栽培植物のエゴマと考えられる。

藤下（1984）によれば、メロン仲間は種子の大きさからおおむね次の 3 群に分けられるとしている。長さ

6.0mm 以下の雑草メロン型、長さ 6.1 ～ 8.0mm のマクワウリ・シロウリ型、長さ 8.1mm 以上のモモルディカ

メロン型である。居家以岩陰遺跡の土器から確認された圧痕（No.45）の大きさは、長さ 7.17mm で、大きさで

分類するとマクワウリ・シロウリ型であった。また、弥生時代の土器圧痕からキュウリ属が確認された例はこれ

まで報告されておらず、栽培植物であるマクワウリ・シロウリ型の栽培と利用を示しうる例として重要な発見と

考えられる。

今回、縄文時代前期前半の土器から得られたニワトコは初夏、早期沈線文の土器から得られたブドウ属やダイ

ズ属、アズキ亜属、前期有尾式の土器から得られたシソ属（エゴマ）は中秋から晩秋の頃、弥生土器から得られ

たメロン仲間（マクワウリ・シロウリ型）は、夏期に結実する。したがって、果実が結実して落下した種実がす

ぐに粘土に混ざり込んだとすれば、結実する初夏と、夏期、中秋から晩秋の頃に混ざった可能性がある。
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1．ブドウ属種子（No.11②）　2．ニワトコ核（No.36②）　3．ニワトコ核（No.36③）　4．ダイズ属種子（No.24）　5．ササゲ属アズキ亜属種子

（No.25）　6．キュウリ属メロン仲間（マクワウリ・シロウリ型）種子（No.45）　7．シソ属果実（No.38）

a：上面観　b：側面観　c：背面観　d：断面観　e：拡大

1a 1b 2・3 2

3 4a 4b 4c

4e 5a 5b 5d

5e 6a 6b 7a

第 129 図 第 129 図 土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（1）土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（1）
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7b 8a 8e 8g

8b 8b 8e 9a

9b 9b 10a 10b

11f11a 11b 11e

7．シソ属果実（No.38）　8．不明種実（No.36①）　9．不明A（No.3）　10．不明B（No.10）　11．不明C（No.20）

a：上面観　b：側面観　e：拡大　f：斜め方向（上面側）　g：斜め方向（下面側）　

第 130 図 第 130 図 土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（2）土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2017 年度）（2）
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２．レプリカ法による土器種実圧痕の同定（2018 年度）２．レプリカ法による土器種実圧痕の同定（2018 年度）
山本 華

（１）試料と方法（１）試料と方法
ここでは、縄文時代早期の土器に確認された、種実の可能性がある圧痕を、レプリカ法により同定した。

試料は、あらかじめ國學院大學考古学研究室によって選定された土器片 10 点である。土器の時期は、縄文時

代早期である。

レプリカの作製方法は、丑野・田川（1991）などを参考にした。はじめに、圧痕内を水で洗い、パラロイド

B72 の 9％アセトン溶液を離型剤として圧痕内および周辺に塗布した後、シリコン樹脂（JM シリコン インジェ

クションタイプ）を圧痕部分に充填した。レプリカ作製後は、アセトンを用いて圧痕内および周囲の離型剤を除

去した。

次に、作製したレプリカを実体顕微鏡下で観察し、同定の根拠となる部位が残っている圧痕レプリカを同定し
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No.

試料
No.

時　期 分　類 出土位置 取上法
圧痕

残存面
分類群 部 位

長さ
（mm）

幅
（mm）

備　考

1 IY5-P8 縄文早期中葉 沈線文 T A1　10 層 点上げ 内面 不明 木材 - - 本書掲載 279

2 IY5-P17 縄文早期後葉 条痕文 子母口式 無文部 R ハ 8　第Ⅱ層群⑦層 点上げ 外面 × - -

3 IY5-P18 縄文早期前～中葉 回転縄文 T A2　9 層 点上げ 外面 不明 木材 - - 本書掲載 111

4 IY5-P19 縄文早期前～中葉 回転縄文 T A2　9 層 点上げ 外面 × - -

5 IY5-P20 縄文早期前～中葉 回転縄文 T A2　9 層 点上げ 内面 不明 種実 2.27 2.06 本書掲載 123

6 IY5-P21 縄文早期中葉 押型文 （山形文帯状施文） T A2　9 層～ 10 層 点上げ 内面 × - - 本書掲載 141

7 IY5-P22 縄文早期中葉 沈線文 T A2　9 層 点上げ 外面 × - -

8 IY5-P23 縄文早期中葉 沈線文 T A2　9 層 点上げ 外面 × - - 本書掲載 413

9 IY5-P24 縄文早期中葉 沈線文系 無文部 T A1　9 層 点上げ 外面 × - -

10 IY5-P25 縄文早期後葉 条痕文系 無文部 T A2　9 層 点上げ 断面 × - -

1f1e1d1c

1．不明種実（分析No.5：IY5-P20）

a：土器写真（スケール：10mm） b：圧痕部分の拡大写真（スケール：1目盛り1mm） c-f：レプリカの走査型電子顕微鏡写真

1a 1b
圧痕位置

第 131 図　第 131 図　土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2018 年度）土器の種実圧痕レプリカの走査型電子顕微鏡写真（2018 年度）

第 88 表　第 88 表　土器の種実圧痕の同定結果（2018 年度）土器の種実圧痕の同定結果（2018 年度）
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た。その後、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製 超深度マルチアングルレンズ VHX-D500/D510）で撮影を行った。

土器は國學院大學考古学研究室に保管されている。

（２）結（２）結  果果
10 点のレプリカのうち、1 点が不明種実の圧痕、2 点が不明木材の圧痕であった（第 88 表・第 131 図）。

以下に、確認された種実圧痕について記載を行い、同定の根拠とする。

① 不明　Unknown　種実（分析 No.5：IY5-P20）

扁平な球体。表面は平滑。ややざらつく果皮状の構造がわずかに見られる。大きさと形態はシソ属果実にも似

るが、着点や表面構造など、同定に必要な特徴は残存していない。

（３）考（３）考  察察
土器に確認された種実圧痕についてレプリカ法により同定したところ、縄文時代早期前葉～中葉の回転縄文土

器に不明種実の圧痕が確認された。形態から種実の可能性が考えられるが、同定に必要な特徴が残存しておらず、

不明種実とした。今後、類似する形態で表面構造が残存する試料が確認されれば、今回の試料も再度検討できる

可能性がある。

引用・参考文献引用・参考文献

丑野 毅・田川裕美　1991「レプリカ法による土器圧痕の観察」考古学と自然科学 24、pp.13-36

３．レプリカ法による土器虫体圧痕の同定（2017 年度）３．レプリカ法による土器虫体圧痕の同定（2017 年度）
森 勇一・佐々木由香・山本 華

（１）試料と方法（１）試料と方法
調査・観察した分析試料は、居家以岩陰遺跡から出土した虫体圧痕である。昆虫圧痕は、第 2 次調査において

岩陰部ハ 6 第Ⅰ層群（EL － 105 ～ 110cm）から出土した縄文時代前期の十三菩堤式の深鉢胴部外面より検出さ

れた圧痕 No.28 である。圧痕の作製方法と走査型電子顕微鏡撮影は、本節１項を参照されたい。

同定は、電子顕微鏡写真と実体顕微鏡下でレプリカを観察して行った。

（２）虫体圧痕の特徴および同定結果（２）虫体圧痕の特徴および同定結果
虫体圧痕の全長は 8.08mm、幅 2.49mm（胸部）であった（第 132 図 -1）。圧痕試料は、頭部・胸部および腹

部の計 3 体節で構成されており、昆虫綱に分類される成虫の側面観である（第 132 図 -2）。圧痕には硬化した上

翅（鞘ばね）や前胸背板が認められ、甲虫目（鞘翅目）に所属する昆虫と考えられる。

上翅は長さ 4.8mm、上部より約 1/3 の部分で下方に凹み、全体として前後方向に湾曲し、左右にも大きく屈

曲している。上翅には、やや大きめの円形点刻が配置され、それらは前後に延び点刻列を形づくるように見える（第

132 図 -1，2，3，8）。前胸背板はやや幅広であり、胴部（2 上翅を含む全幅）と同大か、これよりいくぶん小さ

い。前胸背板は前後・左右ともに湾曲し丸みを帯び、全体として円形を呈する。同部背面には微細点刻が密布さ

れる（第 132 図 -6，7）。頭部には 2 複眼と、大顎様口器が認められる（第 132 図 -4，5）。

以上の形態的特徴より、本標本はハムシ科 Chrysomelidae ないしゾウムシ上科 Curculionoidea に分類される

昆虫であると推定される。本試料に見られる著しく硬化した上翅や、同じく著しく硬化した前胸背板、および円

形を呈する前胸背板の形状から、本標本がハムシ科に所属する昆虫である可能性は除かれる。ゾウムシ上科には、

マメゾウムシ科 Bruchidae や、ヒゲナガゾウムシ科 Anthribidae、ミツギリゾウムシ科 Brentidae、ホソクチゾウ

ムシ科 Apionidae、ゾウムシ科 Curculinidae、オサゾウムシ科 Rhynchophoridae、オトシブミ科 Attelabidae など

が所属する（平嶋ほか 1989）。細長で筒型を呈する本試料の形状は、楕円形のマメゾウムシ科と異なり、また長

柱状のミツギリゾウムシ科や胸部が小さく胴部が極端に膨らむホソクチゾウムシ科、被針形のオサゾウムシ科と

も区別された。結果として本試料は、ヒゲナガゾウムシ科かゾウムシ科に分類される昆虫であると考えられる。
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ヒゲナガゾウムシ科に属する昆虫は、わが国でおよそ 126 種（林ほか 1984）が記載されているが、いずれも

小型であり、分布の上では南西諸島などに生息する種群が多く、本試料がヒゲナガゾウムシ科に同定される可能

性はきわめて乏しいといえる。その一方で、ゾウムシ科は、わが国で約 500 種（中根 1975）、世界では 50,000 種（平

嶋ほか 1989）にも達する大分類群である。ゾウムシ科の名称は、口吻部が象の鼻のように長いことに由来して

おり、本科に属する昆虫の大部分は長い口吻を有し、土器圧痕より観察される「口吻部が突出せず、大顎に似た

四角形の口器を有する」ゾウムシ科は多くなく、圧痕昆虫と同様の特徴を有するゾウムシ科昆虫は林ほか（1984）

では、ヒゲボソゾウムシ属 Phyllobius に計 12 種、クチブトゾウムシ族 Cyphicerini に計 24 種が記載されている

のみである。

なお、ヒゲボソゾウムシ属やクチブトゾウムシ族に属する昆虫は、金緑色や黄色など鱗片由来の色彩豊かな種

類が多く（中根ほか 1984）、体表面の色が同定上重要な指標の一つとなっている。圧痕昆虫では、もとより色彩

情報は得られないため、①分布や②大きさ、③形態の違いなどを手がかりに分類を進めることになり、おのずと

限界がある。

この結果、居家以岩陰遺跡から出土した圧痕昆虫は、①～③の条件をすべて満たす以下 3 種のいずれかの昆虫

か、この近縁種である可能性が考えられるが、あるいは「口吻部が突出せず、大顎に似た四角形の口器を有する

ゾウムシ科」に形態のうえで似るゾウムシ科とはまったく異なる甲虫目である可能性（たとえばカミキリムシ科

の小型種）も考えられ、難しい。

参考までに、①～③の条件をすべて満たす昆虫とは、いずれもヒゲボソゾウムシ属に属するリンゴコフキゾウ

ムシ Phyllobius armatus（体長 8.0 ～ 8.5mm）、ミヤマヒゲボソゾウムシ P. annectens（同 8.0 ～ 8.9mm）、アオヒ

ゲボソゾウムシ P. prolongatus（同 8.0 ～ 9.0mm）である。

（３）考（３）考  察察
従来、土器圧痕として報告された昆虫として、貯蔵された食物（デンプン類）に発生していたとされるコクゾ

ウムシ Sitophilus oryzae が、縄文時代前期～中期の青森県三内丸山遺跡（小畑 2013・2014、小畑・真邉 2014）、

弥生時代中期の長野県松原遺跡（馬場・遠藤 2017）などで知られている。

居家以岩陰遺跡から検出された圧痕昆虫は、同じゾウムシ科に属する昆虫であるが、貯穀性のコクゾウムシ（体

長 2.3 ～ 3.5mm）よりはるかに大きく、これとは異なる昆虫であった。仮に、居家以岩陰遺跡の試料がヒゲボ

ソゾウムシ属の一種に同定されるとすれば、居家以岩陰遺跡の縄文時代前期の土器に圧痕を残した昆虫は、主に

クリやナシ亜科などの落葉広葉樹の葉を加害していた食葉性昆虫であったと考えられる。

引用・参考文献引用・参考文献

小畑弘己　2013「土器圧痕・生体化石資料の比較検討による縄文集落における植物性食料の貯蔵形態と家屋害虫の実証的研究」

特別史跡三内丸山遺跡年報 6、pp.40-50

小畑弘己　2014「三内丸山遺跡からみた貯蔵食物害虫 Sitophilus 属の生態と進化過程の研究」特別史跡三内丸山遺跡年報 17、

pp.76-85

小畑弘己・真邉 彩　2014「三内丸山遺跡北盛土出土土器の圧痕調査の成果とその意義」特別史跡三内丸山遺跡年報 17、

pp.22-53

馬場伸一郎・遠藤英子　2017「弥生時代中期の栗林式土器圏における栽培植物」『資源環境と人類』7 pp.1-22、明治大学黒曜

石研究センター

中根猛彦　1975『学研中高生図鑑 昆虫Ⅱ』学習研究社

中根猛彦・大林一夫・野沢 鎮・黒沢良彦　1984『原色昆虫大図鑑Ⅱ』北隆館

林 匡夫・森本 桂・木元新作　1984『原色日本甲虫図鑑Ⅳ』保育社

平嶋義宏・森本 桂・多田内 修　1989『昆虫分類学』川島書店
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87

65

43

21

1．虫体圧痕の背面観．胸部（前胸背板）と左右上翅が観察される　2．虫体圧痕の左側面観．頭部と胸部, 左上翅が観察される　3．虫体圧痕の頭部背面観

4．虫体圧痕の頭部前面観　5．頭部前面の拡大　6．胸部の左側面観　7．胸部の左側面の拡大（頭部との境寄り）　8．上翅側面の拡大

第 132 図 第 132 図 土器の虫体圧痕レプリカ（No.28）の走査型電子顕微鏡写真土器の虫体圧痕レプリカ（No.28）の走査型電子顕微鏡写真
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第４節　９号人骨付近出土赤色物の蛍光Ｘ線分析第４節　９号人骨付近出土赤色物の蛍光Ｘ線分析

竹原弘展

（１）試料と方法（１）試料と方法
岩陰部の 9 号人骨付近から出土した赤色物について、蛍光 X 線分析を行い、材質を検討した。

分析対象は、岩陰部のロ 9 グリッドにおいて 9 号人骨のすぐそばで土に混ざって出土した赤色物である（第

89 表）。時期は、縄文時代前期とみられている。取り上げられた土の中に少量混ざる赤色部分を実体顕微鏡下で

確認し、セロハンテープに極微量採取して分析試料とした。

分析装置は、エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置である株式会社掘場製作所製分析顕微鏡 XGT-5000Type Ⅱ

を使用した。装置の仕様は、X 線管が最大 50kV･1.00mA のロジウムターゲット、X 線ビーム径が 100µm また

は 10µm、検出器は高純度 Si 検出器（Xerophy）である。検出可能元素はナトリウム～ウランであるが、ナトリ

ウム、マグネシウムといった軽元素は蛍光 X 線分析装置の性質上、検出感度が悪い。

本分析での測定条件は、50kV、1.00mA（自動設定による）、ビーム径 100µm、測定時間 500s に設定した。定

量分析は、標準試料を用いないファンダメンタル ･ パラメータ法（FP 法）による半定量分析を装置付属ソフト

で行った。

さらに、蛍光 X 線分析用に採取した試料を観察試料として、生物顕微鏡で赤色物の粒子形状を確認した。

（２）結（２）結  果果
分析により得られたスペクトルおよび FP 法による半定量分析結果を第 133 図 -1 に示す。

分析の結果、ケイ素（Si）、アルミニウム（Al）、鉄（Fe）が主に検出され、ほかにリン（P）、硫黄（S）、カ

リウム（K）、カルシウム（Ca）、チタン（Ti）、マンガン（Mn）が検出された。

生物顕微鏡観察により得られた画像を第 133 図 -2 に示す。赤色パイプ状の粒子は観察されなかった。

（３）考（３）考  察察
赤色顔料の代表的なものとしては、朱（水銀朱）とベンガラが挙げられる。水銀朱は硫化水銀（HgS）で、鉱

物としては辰砂と呼ばれ、産出地はある程度限定される。ベンガラは狭義には三酸化二鉄（Fe2O3、鉱物名は赤

鉄鉱）を指すが、広義には鉄（Ⅲ）の発色に伴う赤色顔料全般を指し（成瀬 2004）、広範な地域で採取可能であ

る。また、ベンガラは直径約 1µm のパイプ状の粒子形状からなるものも多く報告されている。このパイプ状の

粒子形状は鉄バクテリア起源であると判明しており（岡田 1997）、鉄バクテリア起源の含水水酸化鉄を焼いて得

た赤鉄鉱がこのような形状を示す（成瀬 1998）。鉄バクテリア起源のパイプ状粒子は、湿地などで採集できる。

今回分析した試料からは、ケイ素など土中成分に由来すると考えられる元素は検出されたものの、水銀は検

出されなかった。一方で鉄が検出されているため、赤い発色は鉄によると推定できる。すなわち、顔料としては

ベンガラにあたる。パイプ状粒子は観察されず、いわゆるパイプ状ベンガラではなかった（第 133 図 -2）。

（４）おわりに（４）おわりに
9 号人骨付近の土に混ざって出土した赤色物を分析した結果、鉄（Ⅲ）による発色と推定された。顔料として

はベンガラにあたる。

引用・参考文献引用・参考文献

岡田文男　1997「パイプ状ベンガラ粒子の復元」日本文化財科学会第 14 回大会研究発表要旨集、pp.38-39

成瀬正和　1998「縄文時代の赤色顔料Ⅰ―赤彩土器―」月刊考古学ジャーナル 438、pp.10-14．

成瀬正和　2004「正倉院宝物に用いられた無機顔料」正倉院紀要 26、pp.13-61
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No. グリッド 層 位 取上法 備　考

IY4-So1 岩陰部 ロ 9 第Ⅱ層群 e 層 一括 9 号人骨付近出土。 ほとんど土に混じる。

1. 蛍光 X線分析結果

2. 生物顕微鏡写真

第 133 図　第 133 図　9 号人骨付近出土 赤色物の分析結果9 号人骨付近出土 赤色物の分析結果

第 89 表　第 89 表　9 号人骨付近出土の赤色物 分析対象試料9 号人骨付近出土の赤色物 分析対象試料
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第１節　埋葬人骨の調査・研究

１．埋葬人骨の調査・研究
第 � 次調査ʤ���� ೧ʥͲの � ର਼ͺ第ݺड़ౖ͢ɼͨの͗ࠐӆ಼͖Δ次ʓとດ૶ਕآの൅۹Ґཔɼࠐਕߺ 5 次

調査ΉͲͶ༁ �� ࠐͲ͍Εɼࠐのਕغ৯ౖ஦Ͷດ૶͠Ηͪೆช૥׌のօ࣯ҋ܊ରͶ৏ͮͪɽͨのଡ͚ͺ第ᶚ૜ݺ

のฯଚয়ସ͗͘ΚΌͱΓ͚ɼΉͪҪରのດ૶য়ସΝΓཻ͚Όͱ͏Ζɽೆช૥غの॑ي͵ਕࣁࠐྋͲ͍Ζ͞と͖Δɼ

ਕྪָの研究෾୴ंと࿊͢ܠͱָݻߡࠐద෾ੵΝ਒Όͱ͏Ζと͞ΘͲ͍Ζɽ

第 5 次調査ΉͲͶड़ౖͪ͢ਕࠐͶͯ͏ͱの研究成果ͺɼพ࡯の研究ๅࠄॽʲڋՊҐਕࠐの研究ᶙʳͶͱޮනͤ

Ζ͞とͶ͵ͮͱ͏Ζ͗ɼຌๅࠄͶͺ֦ݺରのड़ౖয়ସ͵ʹָݻߡద͵ॶݡΝൊਰ͢ͱͤࡎܟΖɽ֦ݺରのࠐのಋ

ఈ͕Γ;ɼܙࠐସɼ�4& ೧େ଎ఈɼಋҒର෾ੵɼ'1$ ෾ੵͶΓΖਕྪָద研究の成果Ͷͯ͏ͱͺɼ̡ ࠐՊҐਕڋ

の研究ᶙʳΝࢂল͠Ηͪ͏ɽ

͵͕ɼ͞͞ͶๅͤࠄΖڋՊҐਕࠐの調査・研究ͺɼҐԾの研究ඇͶΓΕ਒ΌΔΗͪ΍のͲ͍Ζɽ

ฑ成 �� ೧ౕᅵልӅ୉ልಝพਬ਒研究ʤ�� ʥhߺ ೆช࣎େ૥غのດ૶ਕ܊ࠐとݻৱ੓の研究―܊ഇڋݟՊҐآ

ӆҪ੽Ͷ͕͜Ζ઎࢛ਕྪָద調査―ʱ

ฑ成 �� ೧ౕᅵልӅ୉ልಝพਬ਒研究ʤ��5 ʥhߺ ࠐਕݻ '1$ ෾ੵの઎୼ٗढ़ͶΓΖ૥غೆชਕのҪఽָదܧ

౹͕Γ;݄ԓؖܐの研究ʱ

ྫ࿪ݫ೧ౕᅵልӅ୉ልಝพਬ਒研究ʤ��4 ʥhߺ の研究ʱ౹ܧ・ݱೆชਕのًغのΰόϞմੵͶΓΖ૥ࠐՊҐਕڋ

Ռָ研究ඇึঁۜ خ൭研究 �$� ��+�����ʤฑ成 �� ʛྫ࿪ � ೧ౕʥ̡ Ͷ͕͜Ζਕྪのਫ਼غߨ৿੊Ң׮৿੊ʷߍ

ସߨಊܧとೆชชԿのܙ成ͶؖͤΖ઎ָ࢛ద研究ʳ

研究ૌ৭ͺ次のと͕ΕͲ͍Ζɽʤॶ଒・৮໌ͺ ���� ೧఼ౕ࣎ʥ

୫ߔ߃޳ʤᅵልӅ୉ልชָ෨گदʥ　　研究େනंɼ൅۹調査୴౲

୉ೖ๏Ҳ࿢ʤᅵልӅ୉ልชָ෨ঁघʥ　ࢀ次ݫ଎ྖ୴౲

ۛ౽ रʤ౨ښ୉ָ୉ָӅཀྵָܧ研究Ռ०گदʥ　ܙସ෾ੵ୴౲

ธీ ৡʤ౨ښ୉ָ総߻研究ദ෼ؙگदʥ ಋҒର෾ੵ୴౲

৪ీ৶ଢ࿢ʤ౨ښ୉ָ໌༬گदʥ　'1$ ෾ੵ୴౲

ਭ໼ช݆ʤ౨๞୉ָҫָ෨ঁگʥ　'1$ ෾ੵ୴౲

研究ंྙڢ　஦ౣগଢʤ132 ๑ਕҬ૴ชԿࡔ研究ॶʥɼ௉૖Ҳيʤ઴ᅵልӅ୉ልชָ෨ঁघ・ࣞהճऀϏηαʥ

ඎ቎୉ਇʤ౨ښ୉ָ総߻研究ദ෼ؙʥɼ୉ਁي೯ʤ౨ښ୉ָ総߻研究ദ෼ؙʥ

２．埋葬人骨の概要
ӆҪ੽のآՊҐڋ ���� ೧ΉͲの൅۹調査Ͳɼآӆ಼Ͷດ૶͠Ηͪਕ͗ࠐ �� ରҐ৏ड़ౖͪ͢ʤ第ݺ ��4 ਦʥɽ

ΆとΞʹのݺରͺآӆのӏਪΗϧ΢ϱΓΕ΍಼ଈͶ଱੷ͤΖօ࣯ҋ׌৯ౖ૜͖Δड़ౖͪ͢΍のͲ͍Ζɽآӆ઴๏

の઴ఋ෨؉ࣾ໚の൅۹ۢͲͺɼஇฤద͵༣཯ࠐҐ֐Ͷͺດ૶য়ସのਕࠐͺड़ౖ͢ͱ͏͵͏ɽ෫ӏΝඈ͜ΔΗΖآ

ӆ಼の͗ؔۯດ૶ஏͶમͻΗͱཤ༽͠Ηͱ͏ͪয়͓͖͗͑͗ڱΖɽ

ͤͲͶࣰͪ͢ࢬ �� ରݺ �5 ྭの೧େ଎ఈ݃果ͶΓΗͻɼड़ౖਕࠐの࣎غͺೆช࣎େ૥ޛغཁʤ༁ ���� ʛ

���� %3ʥと઴غ઴ൔʤ༁ 5��� %3ɼ5��� %3ʥの � Ίɼ઴ं͗؜Νغ࣎ � ͗ंޛରɼݺ � ޛغରͲ͍Ζɽ૥ݺ

ཁのਕࠐͺ第ᶚ૜܊のօ࣯ҋ׌৯ౖ஦Ͷଡ͚のݺର͗ືॄ͢ͱດ૶͠Ηͪয়ڱͲड़ౖ͢ͱ͏ΖɽओΠϩΩϨ੓の
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օౖ࣯の஦Ͷດ૶͠ΗͪͪΌɼસରదͶࠐのฯଚয়ସ͗ྒྷ޹Ͳɼດ૶࣎のয়ࢡ・ڱ੐ΝΓཻ͚Όͱ͏Ζݺର͗ଡ

͏ɽ๎ࣻ੓୺ો೧େ଎ఈ஍のֳਜ਼೧େ͖Δ༁ �5�� ʛ ���� FDO %3 Ν஦ৼとͪ͢೧େとਬఈ͠Ηɼݻߡ೧େͲͺ

ড়ࠡชحౖܧのغݻͶ૮౲ͤΖɽಋ࣎غのౖࣞܗحと͢ͱͺɼآӆ಼のҪ෼ใ؜૜͖Δࢢ฾ࣞ޳・໼ౣࣞ・ӑΪ

ౣୈࣞ͗ड़ౖ͢ͱ͏Ζ͗ɼດ૶ਕࠐͶࣰ֮Ͷڠ൒ౖͪ͢حͺ͵͏ɽ

઴غ઴ൔのݺରの͑ͬ � �ରʤݺ �・ߺ ৏෨の૜Ғ͖Δड़ౖͪ͢ɽ͞の܊৯ౖ͖Δ第ᶚ૜׌܊ʥͺɼ第ᶙ૜ߺ

� のմ๦ָదҒ஖΍ฯͪΗͱ͏͵͏ɽࠐͲ͍Εɼड़ౖ෨Ғͺ෨෾దͲࠐ͵のາ൅ୣࣉとঘࣉΉͪͺଽࣉରͺ೗ݺ

ଠの � ରʤ5ݺ ଱੷ͪ͢΍のͲ࠸のօౖ࣯͗܊΋ౖᆰͶດ૶͠Ηͱ͕Εɼ෶ౖ΍第ᶚ૜ࠒΝ۹Ε܊ʥͺ第ᶚ૜ߺ

͍ΖͪΌɼࠐのฯଚয়ସͺΓ͏ɽͪͫ͢ɼड़ౖҒ஖ౖ͗૜ιέεϥϱϗϩφͶ͖͖ΖͪΌ୉෨෾ͺາ൅۹Ͳɼດ

૶য়ڱͺາ֮೟Ͳ͍Ζɽ

３．人骨出土状態の記録
ਕࠐの൅۹ͺɼϖΠΫϡρϕ・Ϝηέ・ҫྏ༽βϞघୀΝ஥༽͢ɼࡰ໡・ජ・஝΄Δ・஝۴・ϒϱιρφ・ϔ

ϫϭʖ・ύϱχέϨʖψʖ͵ʹΝ༽͏ͱ৽॑Ͷͪͮߨɽ൅۹ۢͶ೘ΖࡏͶͺɼඏࡋҪ෼のαϱνϝϋʖεϥϱ͗

ً͞Δ͵͏Γ͑ͶɼۼۂࡠΝས͘଺͓ͪɽ࠹ॵのݗड़໚ʤ第 � ໚ʥ͖ Δ次の໚΃と෵਼のϪ΢ϢʖͶ෾͜ͱ൅۹͢ɼ

ഃฤɼࠐΏਕࠐࢨ͵ͶखΕ৏ͪ͝ɽΉͪɼඏঘޛ࿧Νखͮͪى͵ࡋの৆ڱのड़ౖয়ࠐफ़ͤΖ๏๑Ͳ֦Ϫ΢Ϣʖのޛ

֍੣ϑʖθ͵ʹΝखΕ͞·͠͵͏Γ͑Ͷɼ൅۹ͪ͢ਕࠐのबҕのౖͺͤ΄ͱࣞף᝴ʤ�PP・�PPʥ͕Γ;ਭજ

મพʤ5PP・�PP・�PPʥͶ͖͜ͱɼඏࡋҪ෼Νյफͪ͢ɽ

ਕࠐड़ౖয়ڱのى࿧ͺϪ΢Ϣʖ͟とͶ͏ߨɼસରのड़ౖয়ڱΝࣺਇࡳӪͪ͢ޛɼݺʓのࠐͶ༙ݽのࣁྋ൬ߺʤਕ

次ࢀ࿧͢͵͗ΔɼϓΧφήϧϟφϨʤࣺਇ଎ྖʥͶΓΖىʥΝ෉͜ɼφʖνϩητʖεϥϱͲड़ౖҒ஖Νߺ൬ࠐ

・ସਕྪָ͗઒໵のۛ౽रܙಋ研究ंͲڠのखΕ৏͝ͺɼࠐ࿧ͪ͢ɽਕىのड़ౖয়ସΝࠐ଎Ν༽͏ͱͤ΄ͱのܯݫ
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౨ښ୉ָ୉ָӅཀྵָܧ研究Ռ०گदのݳஏࢨ಍の΍とͶ͏ߨɼՆ೵͵ݸΕۛ౽ͶखΕ৏͝ͱ΍Δ͑Γ͑Ͷͪ͢ɽ

खΕ৏ͪ͝ਕࠐͺ༙ݽのࣁྋ൬ߺʤਕࠐ൬ߺʥΝ෉͢ͱࢶୀͶफ೴͢ɼ୉ָͶ࣍ͬͮؾͱף૫ͦͪ͠ޛɼ౨ښ

୉ָ୉ָӅཀྵָܧ研究Ռ・ਕྪָ࣪گͶ൘೘͢ɼۛ౽०گदの΍とͲࠐのಋఈと෰͕ݫΓ;ܙସਕྪָద෾ੵΝ

਒Όͪɽ

成͢ɼࡠϠυϩ͖Δ࿬Ίの͵͏Ψϩλժ଀Νݫ次ࢀのࣰ଎ਦͺɼϓΧφήϧϟφϨͶΓΖڱड़ౖয়ࠐରのਕݺ֦

ͨのݬਦΝφϪʖη͢ͱࡠ成ͪ͢ɽਕࠐड़ౖয়ڱのਦԿͺɼφϪʖηݬਦࡠ成Ν஦ౣগଢ͗୴౲͢ɼࣺਇ଎ྖの

成Ν୉ೖ๏Ҳ࿢͗୴౲ͪ͢ɽࡠυʖνのժ଀ॴཀྵ・Ψϩλժ଀ݫ次ࢀ ʤ୫޳ʥ

第２節　出土人骨個体の埋葬状況

���� ೧の第 5 次調査ΉͲͶड़ౖͪ͢ਕࠐの֦ݺରͶͯ͏ͱɼਕྪָదಋఈ͕Γ;ड़ౖয়ସの଎ྖਦԿΝͮߨ

ͪɽҐԾɼ֦ݺରのड़ౖয়ڱとດ૶๑Ͷͯ͏ͱָݻߡదॶݡΝफ़΄Ζɽ第 � 次調査Ґ߳Ͷຌ֪ద͵調査Νͪͮߨ

ਕॄࠐ੷ $ʤ� ରҐ৏ʥͶͯ͏ͱͺɼਕࠐのેخ੖ཀྵとਕྪָదಋఈ͗າ྅Ͳ͍ΖͪΌɼ͞͞Ͳͺड़ౖয়ڱの֕

གྷઈ໎ͶཻΌΖɽ

ช຦の第 �� නͶݺରพのҲལΝɼ第 �� න・第 �� නͶౖᆰ෶ౖड़ౖҪ෼のॄܯΝࣖͪ͢ɽ๎ࣻ੓୺ો೧େ଎

ఈ݃果ͺ第 � 章の第 �� නͶΉとΌͪɽΉͪɼड़ౖҪ෼のࣰ଎ਦ͕Γ;ࡎىࣰࣆͺ第 � 章の֦Ҫ෼のઇͶͪ͢ࡎܟɽ

１．１号人骨ʤ第 ��5 ਦɼࣺਇਦ൝ �ʥ
（１）発掘調査の経過
� ͺࠐਕߺ ���5 ೧Ͷͪͮߨ第 � 次調査のࡏͶ൅͠ݡΗͪɽآӆ಼の଱੷ౖ૜の૜঄・਄ౕΝ֮೟ͤΖ໪దͲɼ

ଠのήϨρχͶ઎͢ߨͱ਄۹ΕΝͮߨͱ͏ͪϫ � ήϨρχͶ͕͏ͱɼ๼੤ଈのౖ૜இ໚Ͷಆ֘ࠐのޛಆ෨͗࿒ड़

ͪ͢ɽକ͏ͱᰏ௥ɼڵ௥ɼ࿦͗ࠐಋήϨρχ಼Ͷ࿊କ͢ͱດΉͮͱ͏Ζয়֮͗ڱ೟͠Ηɼ� ର෾のਕ͗ࠐດ૶͠

Ηͱ͏Ζয়͗ڱਬఈ͠ΗΖと͞Θと͵ͮͪɽౖᆰ෶ౖͺ E ૜とݼসͤΖ͞ととͪ͢ɽॉ෾͵調査ೖఖ͗͵͖ͮ

ͪ͞と͖Δ第 � 次調査Ͳの൅۹ͺߨΚ͵͏͞とと͢ɼ೧େ଎ఈࢾྋと͢ͱ௥ࠐΏ࿦͖ࠐΔ༣཯ͪ͢ঘഃฤΝյफ

ͤΖͶཻΌɼસରΝ॑ݭͶ཈ਫ਼͢ͱດΌ໯͢ɼ次೧ౕのຌ֪ద調査Νͪ͢غɽ

���� ೧Ͷͪͮߨ第 � 次調査Ͳͺɼ� સରΝ൅۹͢ͱखΕ৏͝ΖͪΌͶɼΉͥबҕのήϨρχͶ調査ۢࠐਕߺ

Ν֨௃ͪ͢ɽबҕΝ۹Ε਒ΌΖգఖͲɼ� ӆ಼آΗɼ͠ݡ次ʓと൅͗ࠐͶ΍ດ૶য়ସとਬఈ͠ΗΖਕ֐Ґࠐਕߺ

�Ήͮͪɽکద͵ດ૶ஏと͢ͱཤ༽͠Ηͱ͏ͪՆ೵੓͗߻ॄ͗ ྽・� ྽の൅۹Ͳ֮೟͠Ηͪਕࠐͺɼͨの఼࣎Ͳ

� Όͱ؜Νࠐਕߺ 5 ରと͵ͮͪɽ

� の൅۹ͺ第ࠐਕߺ � ໚͖Δ第 � ໚ΉͲ � ທのϪ΢ϢʖͶ෾͜ͱ͏ߨɼड़ౖয়ڱΝى࿧ͪ͢ɽ࠹৏໚Ͳͺɼ͑

ͯ෮ͦのয়ସͲ৏ൔਐの͗ࠐड़ౖͪ͢ɽಆ͖֘ࠐΔᰏ௥・ڵ௥・ࠌ௥ɼࠐߗݠ・࿦͗ࠐմ๦ָదҒ஖Νฯͮͱड़

ౖͪ͢ɽΉͪɼԾ෨Ͷດ૶͠ΗͪԾൔਐの઄Ε͝ۄΔΗͪԾࢸのҲ෨͗࿒ड़ͪ͢ɽ৏ൔਐのରײのࠐΝखΕ৏͝ɼ

次Ͷಆ֘ࠐΝखΕ৏ͪ͝と͞Θɼا໚とडのҒ஖ͪ͢෨෾の௜Ծ͖Δࠐ൭͗͜޴ھのয়ସͲड़ౖ͢ɼ৏ൔਐとԾ

ൔਐのҒ஖ؖ͗ܐ෈ࣙષͶ෾཯͢ͱ͏Ζয়͗ڱ൓໎ͪ͢ɽԾࢸのࠐΝखΕ৏͝ɼޛ࠹Ͷࠐ൭ΝखΕ৏͝ɼͤ΄ͱ

のࠐΝյफͪ͢ɽౖᆰの੠査ͺ಼ؔغͶश͓Ζ͞と͗Ͳͥ͘ɼ���� ೧の第 4 次調査Ͷ࣍ͬӿͪ͢ɽ

（２）出土した人骨
સਐの޹ྒྷ͗ࠐ͵ฯଚয়ସͲड़ౖ͢ɼ�� ఼のਕࠐ൬ߺΝ෉͢ͱखΕ৏ͪ͝ɽ৏ൔਐとԾൔਐのࠐͺͨΗͩΗ

ຌཔのմ๦ָదҒ஖ΝཻΌɼؖઇͪ͢য়ڱͲड़ౖͪ͢ɽकགྷ͵ࠐͺݺʓͶ൬ߺΝ෉͢ɼघଏのࠐࢨ͵ʹͺؖઇͲ

࿊͵ͮͪ෨෾ΝୱҒと͢ͱҲ括ͪ͢൬ߺΝ෉͢ͱى࿧・खΕ৏͝Νͪͮߨɽ

ಆࠐͺಆ֘・ا໚・Ծּࣅ・ࠐ἟͗Ά·׮સͶ࢔Ζɽ௥ࠐͺᰏ௥・ڵ௥・ࠌ௥と΍Ͷͤ΄ͱの͗ࠐड़ౖ͢ͱ͏

Ζɽથܙ͵ࡋସのᑞಧًͺ൅۹調査࣎Ͷഃଝͪ͢՗ॶ΍ଡ͏͗ɼ௥ࠐのฯଚয়ସͺસରͶྒྷ޹Ͳ͍Ζɽ࿦ࠐ΍Ά
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·ͤ΄ͱの͗ࠐड़ౖͪ͢ɽࠐ൭ͺࠪӊのࠐװとઍࠐ・ඎ͗ࠐड़ౖ͢ɼฯଚয়ସͺΓ͏ɽ৏ࢸͺࠪӊと΍Ͷࠐߗݠ・

ͺࠪӊと΍ࢸΝҲ෨ܿࣨͤΖɽԾࠐࢨΖ͗ɼ຦୼の࢔΍Γ͚ࠐࢨΖɽघの࢔સͶ׮͗ࠐऊ・ࠐᒹ・ࠐ৏࿻・ࠐ࠱

Ͷ୉Ḳࠐ・ᡩࠐ・ᡱ׮͗ࠐસͶ࢔Εɼଏࠞࠐࢨ・ࠐ΍຦୼のҲ෨Νঈ͏ͱΆ·ͤ΄ͱ࢔Ζɽ

੓พͺঃ੓ɼࢰ๤ਬఈ೧ྺͺ の൥ҕʥのർֳదऑ͏成ਕとਬఈ͠ΗΖɽࡂ �ʤ���4ޛ઴ࡂ ��

（３）出土状況
� ӆ಼のϫآͺࠐਕߺ � ήϨρχ͖ΔҲ෨ϫ � ήϨρχͶ͖͖ΖҒ஖͖Δड़ౖͪ͢ɽ第 ��5 ਦͶਕࠐસରのड़

ౖয়ڱのฑ໚ਦ͕Γ;இ໚ਦΝࣖͤɽ

� ༁ܚͺɼௗࠐਕߺ ��FPɼ୻ܚ༁ 5�FP のବԃܙのౖᆰの஦Ͷດ૶͠Ηͱ͏ͪɽౖᆰͺ૜ҒదͶͺ第ᶚ૜܊

のօ࣯ҋ׌৯ౖ஦Ͷ۹ΕࠒΉΗͪ΍のͲ͍Εɼड़ౖͪ͢ࠐの࠹৏ҒのϪϗϩ͖Δਬఈ͠ΗΖຌཔの਄͠ͺ 45FP
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第 135 図 1 号人骨検出状況 実測図
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ఖౕͲ͍Ζɽౖᆰ಼の෶ౖͺસରͶօ࣯Ͳɼ第ᶙ૜܊の׌৯ౖ・׌ࠉ৯ౖとͺ໎Δ͖Ͷҡ͵ͮͱ͏Ζ͞と͖Δɼ

૜ҒదͶͺօ૜͗୐ӿͤΖ第ᶚ૜܊Ͷ؜ΉΗΖ΍のͲ͍Ζɽౖᆰఊ໚のඬ߶ͺ �4����P Ͳ͍Ζɽ

઴फ़のと͕Εɼਕࠐͺಆ֘・ରࠐࢸ࢝・ײΝ؜΋સਐの֦෨Ғ͗Ἡͮͱड़ౖ͢ͱ͕ΕɼܿཚͤΖࠐͺΆとΞʹ

͵͏ɽࠐのड़ౖয়ڱ΍ຌཔのմ๦ָదҒ஖Νฯͮͱ͏Ζ෨෾͗ΆとΞʹͲ͍ΕɼώϧώϧͶ͵ͮͪਕࠐΝॄ࠸

੷ͪ͢Γ͑͵য়ڱͲͺ͵͖ͮͪɽͪͫ͢ɼ௥ࠐの͑ͬຌཔ࿊݃ͤΖͺͥの第 � ௥と第ࠌ 4 ௥͗ɼฑ໚దͶ༁ࠌ

4�FP ΍཯Ηͱड़ౖ͢ͱ͕Εɼౖᆰ಼ͶҪରΝ௜ંດ૶ͪ͢Ͷ͢ͱͺ෈ࣙષ͵য়͠ࡱ؏͗ڱΗͪɽ৏ൔਐとԾൔ

ਐͺͨΗͩΗմ๦ָదͶΊͱࣙષ͵ࠐのҒ஖ؖܐΝฯͮͱ͏͵͗Δɼࠌの౏஦ͲҪର್͗෾͠Ηͪয়ସͲ͍ͮͪɽ

ດ૶઴ͶҪରʤϝ΢ϧԿͪ͢Ҫର͖ʥの৏ൔਐとԾൔਐΝ઀இΉͪͺ෾཯͢ɼౖᆰのԾ෨ͶԾൔਐΝ۸૶ࢡ੐Ͳ

೘Ηɼ৏෨Ͷ৏ൔਐΝ෮իのࢡ੐Ͳ॑͸ΖܙͲດ૶ͪ͢য়͓͖͗͑͗ڱΖɽ

（４）出土遺物
ౖᆰの෶ౖ஦͖Δೆชౖحഃฤ �� ఼ɼ੶֫ � ఼͗ड़ౖͪ͢ɽ࣎ࣞܗ・غの൓พͲ͘Ζౖحͺͤ΄ͱ૥غͲɼ

૥غ઴ཁのනཬೆชౖح・յ఺ೆชౖحɼ૥غ஦ཁの௞તชౖحɼ૥ޛغཁのࢢ฾͕حౖࣞ޳Γ;ড়ࠡชౖ͗ح

Ͷࠠ೘ͪ͢ࡏとດΌ໯͢のࡡฤͲ͍ΕҪରͶқਦదͶ෯૶͠Ηͪ΍のͲͺ͵͚ɼౖᆰの۹ࡋΉΗΖɽ͏ͥΗ΍؜

Ն೵੓͗߶͏ɽໃஏのح໚ͶඏཾًતͲشՁָద͵ช༹Νඵड़ౖͪ͢؜͗حΉΗɼ૥ޛغཁড়ࠡชܧのغݻ࠹Ͷ

Ғ஖Ͱ͜ΔΗΖࢢ฾حౖࣞ޳のҲν΢ϕͶಋఈͲ͘ΖɽଽౖͶ৪෼થңΝ֐༙͢؜໚Ͷ೪Εの؉͏ΏΏ૊୉͵೪

ଡ਼Ν͗حౖܧ΋ড়ࠡช؜ಋఈのೋ͢͏ഃฤ͗ଡ͏͗ɼଽౖͶથңΝࣞܗ͵΍͍Ζɽਜ਼֮حช͠Ηౖͪࢬช͗ࢵ

ઐΌΖ͞と͖Δɼ� ΔΗΖɽ͓ߡΗҐ߳とͨ͢͏͵غの࣎حౖࣞ޳฾ࢢດ૶͠Ηͪ೧େͺɼ͗ࠐਕߺ

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
� ྋとͪ͢๎ࣻ੓୺ો೧େ͗ࢾのҲ෨Ν଎ఈࠐਕߺ � ྭಚΔΗͱ͏Ζʤ第 �� නʥɽ଎ఈ஍ͺ �4�� ʸ ��%3ʤ଎

ఈ ,'ʁ7.$��4��ɼࢾྋʁڵ௥ᑞಧًʥɼ�4�5 ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ7.$��4�5ɼࢾྋʁӊ୉Ḳࠐʥɼ͕Γ; �4�5

ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ3/'�����4ɼࢾྋʁ௥ࠐᑞಧًʥͲ͍ΕɼΆ·Ҳ஗ͪ͢೧େ஍Νࣖ͢ͱ͏Ζɽ� ඬ६ยࠫ

のࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺɼ,QW&DO�� ֳਜ਼ۄતͶخͰ͘ɼ7.$��4��ʤڵ௥ᑞಧًʥ͗ ���� ʷ ���� FDO 

%3ʤ�5�4�ʥɼ7.$��4�5ʤӊ୉Ḳࠐʥ͗ ���� ʷ ���� FDO %3ʤ�5�4�ʥと͵Ζɽ� のࣰ೧େͺɼ༁ࠐਕߺ ����

ʛ ���� ೧઴の೧େҮͶ؜ΉΗΖི֮͗߶͏ɽ

（６）1 号人骨土壙実測図の修正について
� ӆҪ੽ᶚ 第آՊҐڋのʲקعͶͯ͏ͱͺɼڱのड़ౖয়ࠐਕߺ � 次・第 � 次൅۹調査ๅࠄॽ ʤr୫޳ฦ ����ʥ

ͶๅࡃࠄͲ͍Ζ͗ɼ第 � 次調査ͲͺਕࠐのखΕ৏͝Ͷ࣎ؔΝགྷ͢ɼౖᆰの੠査とى࿧͗ॉ෾Ͳ͵͖ͮͪͪΌɼ第

4 次調査Ͳౖᆰの੠査Ν͑ߨとと΍ͶɼྣંͤΖ 4 Κͦͱࣺਇ଎ྖΝ͕͞͵ͮͪ݃果ɼౖ߻とڱのड़ౖয়ࠐਕߺ

ᆰのฑ໚ਦ・இ໚ਦΝरਜ਼ͤΖචགྷ͗ਫ਼ͣͪɽๅࠄॽᶚ第 �� ਦのౖᆰฑ໚ਦ・இ໚ਦ・ඬ߶஍ɼ第 �� ਦʛ第

�� ਦのฑ໚࠴ඬΝरਜ਼͢ɼຌๅࠄの第 ��5 ਦɼ͕ Γ;พ࡯のʲڋՊҐਕࠐの研究ᶙʳࡎܟਦΝ΍ͮͱఙਜ਼とͤΖɽ

２．２号 + 15 号人骨ʤ第 ��� ਦɼࣺਇਦ൝ ��・��ʥ

（１）発掘調査の経過
� ͺࠐਕߺ ���5 ೧Ͷͪͮߨ第 � 次調査Ͳɼ�5 ͺࠐਕߺ ���� ೧Ͷͪͮߨ第 5 次調査Ͳड़ౖͪ͢ɽ౨ښ୉ָ୉

ָӅཀྵָܧ研究ՌͲのಋఈۂࡠͶ͕͏ͱಋҲݺରと൓໎ͪ͢ݺରͲ͍Ζ͗ɼ౲ॵͺพݺରと͢ͱѽͮͱ͏ͪͪΌɼ

�ʤߺର൬ݺڈ �5・ࠐਕߺ գΝफ़΄ΖɽܨʥΝ࢘༽͢ͱ調査ࠐਕߺ

� ͺɼ第ࠐਕߺ � 次調査࣎Ͷآӆ಼の଱੷෼の૜঄・਄ౕΝ֮೟ͤΖ໪దͲɼଠのήϨρχͶ઎͢ߨͱ਄۹Ε

Νͮߨͱ͏ͪϫ � ήϨρχͶ͕͏ͱड़ౖͪ͢ɽήϨρχ๼੤ଈͲӊの୉Ḳࠐɼᡩࠐɼᡱ͗ࠐ࿒ड़ͪ͗͢ɼ調査࣎

のΊखΕ৏ͪ͝ɽࠐΔΗͱ͏ͪͪΌɼౖ஦͖Δ༣཯͢ͱ͢Ήͮͪӊᡩݸ͗ؔ

第 4 次調査Ͳ � ɼ第ࡏͪͮߨबҕの۹ΕԾ͝Νࠐਕߺ � 次調査Ͳड़ౖ͢ͱ͏ͪӊの୉Ḳࠐ・ᡱࠐͶ࿊କͤΖ

ӊଏࠞࠐ・ଏ͗ࠐࢨɼ಼ଈΝ৏Ͷ͢ɼගΝೈͶ͜޴ͱͪ͝ۄয়ସͲड़ౖͪ͢ɽͨΗͩΗड़ౖҒ஖Νى࿧͢ɼਕࠐ

൬ߺΝ෉͢ͱखΕ৏ͪ͝ɽ෶ౖͺ I ૜と͢ɼࠐࢨのԾ໚Ͳͺ � օ৯のօౖ࣯׌Ծ໚Ͳ֮೟͠Ηͪ࠹ᆰのౖࠐਕߺ
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第̖章　ດ૶ਕࠐの൅۹調査֕གྷ

ʤ第ᶛ૜܊ʥ͗೟ΌΔΗͪɽӊ୉Ḳࠐのࠐಆͺύ � ଈの๼੤ปͶດΉͮͱ͕Εɼસରの࢔ଚয়ڱ΍ྒྷ޹Ͳ͍ͮͪ

͞と͖Δɼକ͚ࠐװΏพ෨Ғ͗ύ � Ͷକ͏ͱ͏Ζ΍のとਬ଎͠Ηͪ͗ɼ第 4 次調査Ͳͺಋ૜ΉͲ۹ΕԾ͝Ζ͞

と͗Ͳͥ͘第 5 次調査Ͷ࣍ͬӿ͠Ηͪɽ͵͕ɼӊ୉ḲࠐのԗҒ୼とӊᡱࠐのۛҒ୼ɼӊග֘ࠐͺݗड़࣎ͶعͶࣨ

ΚΗͱ͕Εɼޛ੊のآӆཤ༽Ͷ͕͏ͱշ͠Ηͪ΍のと͓ߡΔΗΖɽϫ � ๼੤ปのౖ૜؏ࡱͲͺɼ� ᆰのౖࠐਕߺ

۹ΕࠒΊͺ֮೟Ͳ͘͵͖ͮͪɽ

第 5 次調査Ͳͺɼύ � の第ᶚ૜܊Ν۹ΕԾ͝ɼΆ·સਐのࠐΝݺͤ࢔ରΝݗड़ͪ͢ɽ調査࣎ͺड़ౖ૜ҒΏҒ

஖͖ؖܐΔ � Ͷ࣎ۂࡠରと͢ͱஇఈͲ͘͵͏ͪΌɼ੖ཀྵݺΉͲͺಋҲۂࡠと͢ͱखΕ৏ͪ͗͝ɼಋఈࠐਕߺ �5

とͪ͢ɽ�5ࠐਕߺ ΔΗͪ͗ɼ第ݡի۸૶Ͷھと͞ΘಆΝ๼Ͷͪͪ͢͢ݡͺɼҲࠐਕߺ 4 ͺ৏ൔࠐ௥͖ΔԾのࠌ

ਐのಆҒ๏޴と͘޴ٱͶഓ஖͠Ηͱ͕Εɼ໎Δ͖͵ր૶য়ସΝࣖ͢ͱ͏ͪɽΉͪɼ௥ࠐと࿦ࠐɼࠪ઴࿻の୉෨෾

ͺࣨΚΗͱ͏ΖɽࠪӊࠐװのԾ͖Δͺɼพݺରの͗ࠐװ࿒ड़ͪ͢ɽ

第 � 次調査Ͳౖᆰのى࿧Νͪͮߨɽ
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（２）出土した人骨
第 � 次調査͖Δ第 5 次調査ΉͲͶɼ֦෨ҒΝ 4� ఼のਕࠐ൬ߺΝ෉͢ͱखΕ৏ͪ͝ɽ� ͺࠐਕߺ � ໚ɼ�5 ਕߺ

ͺ第ࠐ � ໚͖Δ第 � ໚ΉͲ � ໚のϪ΢ϢʖͶ෾͜ͱ൅۹͢ɼड़ౖয়ڱΝى࿧ͪ͢ɽ

ಆࠐͺɼಆ֘・ا໚͗Ҳ෨ɼԾּࣅ・ࠐ἟͗Ά·׮સͶ࢔Ζɽ௥ࠐɼ࿦ࠐͺ୉෨෾͗ࣨΚΗͱ͏Ζ͗ɼ第 � ࠌ

௥͖Δ第 5 Ζɽ෾཯͢ͱ͏ͪ第࢔௥͗ࠌ 4 ड़ౖ͢ɼ͗ࠐඎ・ࠐとઍࠐװ൭ͺࠪӊのࠐ௥Ͷͺউ͗೟ΌΔΗͪɽࠌ

ฯଚয়ସͺΓ͏ɽ৏ࢸͺɼࠪの઴࿻とࠪӊのघࠞɼࠐࢨΝঈ͏ͱΓ͚࢔ΖɽԾࢸͺɼࠪӊと΍Ͷ୉Ḳࠐ・ᡩࠐ・

ᡱ࢔͗ࠐΕɼଏࠞࠐࢨ・ࠐ΍຦୼のҲ෨Νঈ͏ͱΆ·ͤ΄ͱ࢔Ζɽ

のఖౕΏ৏Ծּの第߻୼༌ࠐのࠐௗࢸ๤ਬఈ೧ྺͺɼ࢝ࢰ � ୉ӕࣅのາ๘ड़য়͖ڱΔ �� ʛ �5 とਬఈ͠Ηࡂ

ͱ͏Ζɽາ成ਕのͪΌࠐのܙସ͖Δ੓พΝ൓ఈͤΖのͺࠖೋͲ͍Ζɽ

（３）出土状況
ϫ � ήϨρχ͖Δύ � ήϨρχͲड़ౖͪ͢ɽ第ᶚ૜܊のօ࣯ҋ׌৯ౖΝ۹ΕࠒΞͫௗܚ༁ ���FPɼ୻ܚ༁

5�FP のବԃܙのౖᆰͶɼ৏ൔਐとԾൔਐ͗෾཯ͪ͢য়ସͲດ૶͠Ηͱ͏ͪɽౖᆰのఊ໚ͺ第ᶛ૜܊の׌പ৯օ

ౖ࣯Ͷୣ͢ͱ͏Ζɽౖᆰఊ໚のඬ߶ͺ �4���5P Ͳ͍Ζɽಆ͖֘Δ第 � Ͳɼӊघͺಆ͜޴ھ௥ΉͲͺ๼ಆҒのࠌ

ଈͶ͜޴ͱ࿻Ν͝ۄͱ͏Ζɽ第 4 ΝἩ͓ͱ۸͢ͱٯΓΕԾͺӊΝԾͶ͢ͱྈࠐɼ୉Ḳ͜޴ھΉͲͺࠐװ௥͖Δࠌ

͏Ζɽࠪଏͺ第 �・� ޴ٱͱ͏Ζয়ସͲ͍Εɼౖᆰ಼Ͷ઀இ͠ΗͪҪରの৏ൔਐΝഓ஖ͪ͢のͬɼͮࡎ௥৏Ͷࠌ

͘Ͷͪ͢ԾൔਐΝഓ஖ͪ͢とਬఈ͠ΗΖɽ第 � ௥と第ࠌ 4 ௥ͺؖઇ໚Ͳࠌ �5FP ཯Ηͱ͏Ζɽ  

（４）出土遺物
ౖᆰ஦の෶ౖ͖Δೆชౖحฤ �� ఼ɼ੶ح �4� ఼ɼ֍੣ϑʖθ �� ఼͗ड़ౖͪ͢ɽౖحの͑ͬɼ࣎ࣞܗ・غの

൓พͲ͘Ζ΍のͺસͱ૥غͲɼ૥غ઴ཁʛ஦ཁのյ఺ೆชౖحɼ૥غ஦ཁの௞તชౖحɼ૥ޛغཁのড়ࠡชౖح

Ν؜΋ɽͨの͑ͬড়ࠡชౖح � ఼Νͪ͢ࡎܟʤ第 4� ਦ ��ɼ第 4� ਦ ��ʥɽ੶حͺ༷ࠉ੶੣の੶᭴ � ఼͗ड़ౖ͢ɼ

ͨΗҐ֐ͺඏࡋ͵ഥฤͲ͍Ζɽ֍੣ϑʖθͺςόΪ΢ྪの؇ۆとฑۆɼͨのഃฤ͗ड़ౖ͢ͱ͏Ζɽ

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
� ;ɼ͕Γࠐのӊᡩࠐਕߺ �5 ྋとͪ͢๎ࣻ੓୺ો೧େ଎ఈ஍͗ࢾΝ଎ఈࠐの࿦ࠐਕߺ � ྭಚΔΗͱ͏Ζʤ第

�� නʥɽ� ྋͺࢾࠐӊᡩߺ ��4� ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ7.$�����ʥɼ� ඬ६ยࠫのࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺɼ

,QW&DO�� ֳਜ਼ۄતͶخͰ͘ ���� ʷ ���� FDO %3ʤ����ʥɼ���� ʷ ���5 FDO %3ʤ�4���ʥと͵Ζɽ�5 ྋࢾࠐ࿦ߺ

ͺ �4�� ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ7.$��4��ʥͲ͍Εɼ� ඬ६ยࠫのࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺ ���� ʷ ���� FDO 

%3ʤ�5�4�ʥと͵Ζɽ৏ൔਐのࠐとԾൔਐのࠐの೧େ஍ͺ ��� ೧઴ޛの͍ࠫ͗Εɼ઴ं͚͗ݻ͵ͮͱ͏Ζɽ� ߺ

��5 のࣰ೧େͺɼ༁ࠐਕߺ ���� ʛ ���� ೧઴の೧େҮͶ؜ΉΗΖི֮͗߶͚ɼݻߡ೧େͲͺ૥ޛغཁড়ࠡชغ

とਬఈ͠ΗΖɽ

３．３号人骨ʤ第 ��� ਦɼࣺਇਦ൝ ��ʥ

（１）発掘調査の経過
���� ೧の第 � 次調査Ͷ͕͏ͱɼϫ � ήϨρχの第 � ιέεϥϱϗϩφʤҐԾ 6%�ʥ෉ۛͲࠪ୉Ḳࠐとࠪᡩࠐ

͗࿒ड़ͪ͗͢ɼ調査ؔغの౐߻Ͳ͞のݺରの൅۹調査ͺཎ೧Ͷ࣍ͬӿͪ͢ɽ���� ೧の第 4 次調査Ͳ൅۹Ν਒Ό

ͪ݃果ɼࠪΝԾͶͪ͢ଈիࢡ੐Νとͮͱ͏Ζ͞と͗໎Δ͖と͵ͮͪɽ第ᶚ૜܊のօ࣯ҋ׌৯ౖ͖Δ௜Ծのཚ൭૜

Ν۹Εࠒ΋ܙͲౖᆰ͗۹ΕࠒΉΗͱ͏Ζɽ෶ౖͺ F ૜とͪ͢ɽࠪ৏࿻ࠐと࿦ࠐのҲ෨Νঈ͏ͱɼ৏ൔਐのଡ͚ͺ

6%� のป໚ΓΕ � ྽ଈͶକ͏ͱດΉͮͪয়ସと͵ͮͱ͏Ζɽݗड़ͪ͢෨ҒͺҒ஖Νى࿧͢ɼਕࠐ൬ߺΝ෉͢ͱ

खΕ৏ͪ͝ɽ

（２）出土した人骨
第 4 次調査Ͳਕࠐ൬ߺΝ෉ͪ͢ �� ఼の෨ҒΝखΕ৏ͪ͝ɽ

ಆࠐͺݗड़͢ͱ͏͵͏ɽ௥ࠐɼ࿦ࠐͺ࿒ड़͢ͱ͏ΖҲ෨ΝखΕ৏ͪ͝ɽฯଚয়ସͺΓ͏ɽࠐ൭ͺࠪӊのࠐװと

ઍࠐ・ඎ͗ࠐड़ౖ͢ɼฯଚয়ସͺΓ͏ɽ৏ࢸͺɼࠪ৏࿻とࠪӊの઴࿻Νݗड़͢ͱ͏ΖɽԾࢸͺɼࠪӊと΍Ͷ୉Ḳ
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第̖章　ດ૶ਕࠐの൅۹調査֕གྷ

Ζɽ೧ྺɼ੓พͺາ֮೟Ͳ͍Ζɽ࢔΍຦୼のҲ෨Νঈ͏ͱΆ·ͤ΄ͱࠐࢨ・ࠐΕɼଏࠞ࢔͗ࠐᡱ・ࠐᡩ・ࠐ

（３）出土状況
ϫ � Ͳड़ౖͪ͢ɽ第ᶚ૜܊௜Ծのཚ൭૜Ν۹ΕࠒΞͫௗܚ ��FP ఖౕ のବԃౖܙᆰ಼Ͷດ૶͠ΗΖɽݗड़෨

Ғ͖Δਬఈ͠ΗΖດ૶ࢡ੐ͺӊΝԾͶͪ͢ଈի۸૶Ͳ͍Ζɽཚ൭૜の۹ΕࠒΊとΆ·伳ؔ͵͚ྈගɼ࿦͍͗ࠐΖ

͞と͖ΔɼࡠΔΗౖͪᆰ಼Ͷ೘ΖΓ͚͑کҪରΝ͝ۄͱດ૶͠Ηͪと͓ߡΔΗΖɽ

� のಆଈɼ΢ࠐਕߺ � ήϨρχの 6%� Ͳͺ 5 �ड़͠Ηͱ͏Ζɽ6%ݗʥ͗غʤ઴ࠐਕߺ Ͳͺɼ࿒ड़͢ͱ͏Ζ 5

Ծ͖Δࠐのᡩࠐਕߺ � とౖᆰ෶ࠐのࠐਕߺ ʤౖF ૜ʥ͗ Ηͪɽ5͠ࡱ؏ ᆰʤJౖࠐਕߺ ૜ʥͅ � ᆰΝ઀Εɼౖࠐਕߺ

ཚ൭૜ΉͲͺ۹ΕࠒΉΗͱ͏͵͏͞と͖Δɼ� ͺࠐਕߺ 5 と͗૜ҒదͶ֮೟Ͳ͘Ζɽ͞͏ݻΓΕࠐਕߺ

（４）出土遺物
൅۹Ͳͪ͘のͺౖᆰのൔ෾ఖౕͲ͍Ζ͗ɼ෶ౖ͖Δೆชౖحฤ � ఼ɼ੶ح �� ఼ɼ֍੣ϑʖθ � ఼͗ड़ౖͪ͢ɽ

ͺ͏ͥΗ΍ഥฤͲ͍Ζɽ֍੣ϑʖθͺςόΪ΢ྪのحͲ͍Ζɽ੶ح઴ൔのӍয়ೆชౖغと઴حͺɼড়ࠡชౖحౖ

ฑۆとഃฤͲ͍Ζɽ

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
࿦ࠐのҲ෨Νࢾྋとͪ͢๎ࣻ੓୺ો೧େ଎ఈの݃果ɼ��44 ʸ �� %3 の଎ఈ஍͗ಚΔΗͪʤ第 �� නʥɽֳਜ਼೧

େͺ ,QW&DO�� ֳਜ਼ۄતͶخͰ͚ � ඬ६ยࠫのࠫޣ൥ҕͲ �5�� ʷ �4�� FDO %3ʤ��4�ʥɼ�4�� ʷ �4�� FDO %3ʤ����ʥɼ

�4�� ʷ ���� FDO %3ʤ���4�ʥと͵Ζɽ� の೧େͺ༁ࠐਕߺ �4�� ೧઴とਬఈ͠Ηɼݻߡ೧େͲͺ૥ޛغཁとਬ

ఈ͠ΗΖɽ

４．４号人骨ʤ第 ��� ਦɼࣺਇਦ൝ ��ʥ

（１）発掘調査の経過
4 ͺ΢ࠐਕߺ �・΢ � ήϨρχͶΉͪ͗ͮͱड़ౖͪ͢ɽ���� ೧の第 � 次調査Ͳ � ɼ΢ࡏΝ൅۹ͪ͢ࠐਕߺ �

ήϨρχ͖Δ � ଏ・ࠐړ・ࠐԥͪΚͮͱດΉͮͱ͏Ζয়ସ͗࿒ड़͢ɼͨの৏෨͖Δ᪞͗ࠐରのᡩݺとͺพࠐਕߺ

ͺࣰ֮とΊΔΗͪͪΌɼ͞ΗΝࡑのଚࠐ੷ͪ͢য়ସͲड़ౖͪ͢ɽດ૶ਕॄ͗ʹ͵ࠐ஦ଏ・ࠐࠞ 4 とͪ͢ɽࠐਕߺ

第 � 次調査のؔغ஦ͶસରΝ൅۹ͤΖ͞とͺ࣎ؔదͶໃཀྵͲ͍ͮͪͪΌɼ৏෨Ͷॄ੷͠Ηͪർֳదঘ͠͏ͫ͜ࠐ

ΝखΕ৏ͪ͝ɽ5� ఼のਕࠐ൬ߺΝ෉͢ͱड़ౖҒ஖Νى࿧ͪ͢ɽ

・ࠐ௥・ઍࠌɼࠐ஦ଏ・ࠐଏࠞ・ࠐړ・ࠐ᪞・ࠐಆ・ᡩࠐのࠐΝ੖ཀྵ・෨Ғಋఈͪ݃͢果ɼ୉Ḳࠐͪͮؾͬ࣍
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ௐࠐ࠳・ࠐ・஑؜͗ࠐΉΗͱ͏Ζ͞と֮͗೟͠Ηͪɽ͞ΗΔのࠐͺർֳద߶͏૜ҒదϪϗϩͶॄ੷͢ͱ͏ͪ΍の

ͲɼԾࢸとࠐ൭のࠐΝ؜΋͗ɼؖઇͲ࿊݃ͤΖয়ସͺΊΔΗͥɼ್͗ࠐ次దͶಊ͖͠Ηॄ੷͠Ηͪয়͖͗͑͗ڱ

͓ͪɽҲ෨ͶϐφҐ֐のॏࠐ΍ࠠ͢ࡑͱ͏Ζ͵ʹɼ第 � 次調査の఼࣎ͲͺҲݺରとஇఈͤΖ͞とͺͲ͘͵͖ͮͪɽ

���� ೧の第 4 次調査Ͳ͍ΔͪΌͱ 4 Ν֮೟ࠐ੐Ͳດ૶͠Ηͪਕࢡのຌ֪ద調査Ν਒Όɼౖᆰ಼Ͷ۸૶ࠐਕߺ

ͪ͢ɽ4 の൅۹ͺ第ࠐਕߺ � ໚͖Δ第 � ໚ΉͲ � ໚のϪ΢ϢʖͶ෾͜ͱ͏ߨɼ৿ͪͶड़ౖͪͤ͢΄ͱのࠐΝ ��

఼のਕࠐ൬ߺΝ෉͢ͱखΕ৏͝ɼड़ౖয়ସΝى࿧ͪ͢ɽ෶ౖͺ G ૜とͪ͢ɽ෴෨෉͖ۛΔ࠹୉ௗ༁ ��FP のѧֱ

᛿͗ड़ౖ͢ɼ์੶と͢ͱਕҟదͶ஖͖Ηͪ΍のとਬఈ͠Ηͪɽޛफ़ͤΖΓ͑Ͷࠪの৏ࣨ͗ࢸΚΗͱ͏Ζ͗ɼ第 4

次調査Ͳड़ౖͪ͢Ծ෨Ϫ΢Ϣʖのࠐͺɼմ๦ָదҒ஖Νฯͮͱ͕Εɼͨのड़ౖয়ڱͺౖᆰ಼Ͷ෮ի͖Δӊଈիの

੐Ͳ۸૶͠Ηͪとਬఈ͑͢Ζ΍のͲ͍ͮͪɽࢡ

（２）出土した人骨
ಆࠐͺಆ֘͗Ά·׮સͶ࢔Ζ͗ɼا໚ͺҲ෨ܿࣨ͢ͱ͏Ζɽࣅ἟ͺΆ·׮સͶ࢔Ζɽࠪଈ৏ࢸの৏࿻ࠐ・ᒹࠐ・

ऊࠐ・घࠞࣨ͗ࠐࢨ・ࠐΚΗͱ͏ΖɽͨΗҐ֐の৏ൔਐのࠐͺΓ͚ͮ࢔ͱ͏Ζɽ௥ࠐͺᰏ௥・ڵ௥・ࠌ௥のͤ΄

ͱ͗࢔Εɼ࿦ࠐڵ・ࠐ΍Ά·׮સͶ࢔Ζɽࠐ൭ͺࠪӊのௐࠐ・஑ࠐ・ઍࠐ・ඎ͗ࠐड़ౖ͢ͱ͏Ζ͗ɼҲ෨ܿࣨ͢

ͱ͏ΖɽԾࢸͶͺܿࣨ෨෾͍͗Εɼࠐのॳ঄Ͷ΍ཛྷΗ͗೟ΌΔΗΖɽӊٯͺർֳద࢔Ε͗Γ͚ɼ୉Ḳࠐ・ග֘ࠐ・

ᡩࠐ・ᡱ͍͗ࠐΖ͗ɼࠪٯͺᡩࠐ・ᡱࣨ͗ࠐΚΗͱ͏Ζɽଏࠞࠐ・஦ଏࠐ͵ʹଏのࠐ΍ड़ౖ͢ͱ͏Ζ͗ɼ׮સͲ

ͺ͵͚ɼӊଈのଏࠞࠐ・஦ଏࠐࢨ・ࠐͺ৏෨の૜ҒదϪϗϩͶॄ੷ͪ͢য়ସと͵ͮͱ͏ͪɽܿࣨͤΖ͍͗ࠐΖҲ

๏ɼଏࠞࠐ・ග֘ࠐͶ॑෵ͤΖ෨Ғ͗؜ΉΗΖɽ
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成ஊ֌͖Δܙのࣅ๤ਬఈ೧ྺͺɼࢰ ସ͖Δのܙʸ � ೧ఖౕのາ成ਕとਬఈ͠Ηͱ͏Ζɽາ成ਕのͪΌࡂ �5

੓พ൓ఈͺೋ͢͏͗ɼץࣅのγ΢θ͖Δͺঃ੓のՆ೵੓͗ർֳద߶͏とਬఈ͠Ηͱ͏Ζɽͪͫ͢ɼ੓ઝ৯ରの

'1$ ෾ੵͲͺ஋੓と൓ఈ͠Ηͱ͏Ζɽ

（３）出土状況
第ᶚ૜܊のօ࣯ҋ׌৯ౖͶ۹ΕࠒΉΗౖͪᆰ͖Δड़ౖͪ͢ɽౖᆰఊ໚のඬ߶ͺ �4���4P Ͳ͍Ζɽౖᆰͺ � ߺ

ਕౖࠐᆰの౨ଈͶંͤΖয়ڱͲ͍ͮͪɽ෶ౖ͗ಋ༹のօ࣯ҋ׌৯ౖͲ͍ΖͪΌɼ್ͯのౖᆰの઀Εܐؖ͏߻ͺ໎

ྐͲͺ͵͖ͮͪ͗ɼ� ͱͮࡡのౖᆰの෶ౖ৏෨ΝҲ෨ߺ 4 のౖᆰ͗॑෵͢ͱ۹ΔΗͪとΊΖの͗ଧ౲Ͳɼͨのߺ

ͺ෈ࣙષͲ͍Ζɽౖᆰの۹ΔΗͪϪϗϩΝౖᆰఊ໚Ͳଲർ͢ͱΊΖとɼ4ٱ のౖᆰの๏͗ࠐਕߺ � のͨΗࠐਕߺ

ΓΕ༁ � ʛ ��FP છ͏ɽ

Ҫରͺ࠹ॵɼർֳదછ͏ౖᆰ಼Ͷɼ෮ի͖ΔӊଈիͶۛ͏۸૶ࢡ੐Ͳດ૶͠Ηͪとਬఈ͠ΗΖɽಆ͕ࠐΓ;࿊

କͤΖ௥ࠐɼࠪӊの࿦ࠐ࠱・ࠐߗݠ・ࠐɼӊ࿻とӊघのࠐͺɼͨの࠹ॵのດ૶য়ସΝཻΌͱ͏ͪɽౖᆰఊ໚Ͷં

͢ͱԾଈͶດΉͮͱ͏ͪӊଈԾࢸの୉Ḳࠐ・ග֘ࠐ・ᡩࠐ・ᡱࠐ΍ɼ౲ॵのດ૶ࢡ੐ΝཻΌͪ΍のとΊͱΓ͏ɽ

෴෨͚͖ۛΔड़ౖͪ͢࠹୉ௗ ��FP のѧֱ᛿΍ɼқਦద͵ഓ஖͖ΔΊͱਕҟద͵์੶と͓ߡΔΗΖɽ

Ҳ๏ɼࠐ൭とࠪଈのԾࢸͶͺɼࠐのҲ෨ܿࣨとॳ঄・͘޴のཛྷΗ͗ݡΔΗΖɽౖᆰ಼Ͷ۸૶ࢡ੐Ͳດ૶͠Ηͪ

Ζɽ෴෨Ͷ஖͖Ηͪ์੶Ώ৏૜͓͖͗͑͗ڱ੷͠Ηͪয়ॄ࠸Δ۹Εड़͠Ηͱཛྷ͠Ηɼ್次దͶ͖ޛのҲ෨͗ɼࠐ

Ϫϗϩのࠐのॄ࠸੷ͺਕҟద͵ߨҟとΊͱؔҩ͏͵͏͗ɼດ૶ޛのᎡཛྷ͗ਕҟద͵΍の͵の͖ଠのಊ෼౵ͶΓΖ

΍の͵の͖ͺ൓இͲ͘͵͏ɽ

（４）出土遺物
ౖᆰ෶಼ౖ͖Δೆชౖحഃฤ � ఼ɼ੶ح ��4 ఼͗ड़ౖͪ͢ɽ࣎ࣞܗ・غの൓พͲ͘Ζ΍のͺͤ΄ͱ૥غͲɼ

૥غ઴ཁʛ஦ཁのյ఺ೆชౖحɼ૥غ஦ཁの௞તชౖحɼ૥ޛغཁのࢢ฾͕حౖࣞ޳Γ;ড়ࠡชౖحΝ؜ΞͲ͏

Ζɽ͏ͥΗ΍ࡋฤͲ͍ΕҪରͶқਦదͶ෯૶͠Ηͪ΍のͲͺ͵͚ɼౖᆰの۹ࡡとດΌ໯͢のࡏͶࠠ೘ͪ͢Ն೵੓

͗߶͏ɽ৿ڈのౖ͢ࡑࠠ͗܊حͱ͏Ζ఼͖ΔΊͱ΍ 4 غ೧େΝ௜ંࣖͤ΍のとͺ͏͓͵͏͗ɼ૥ݻߡのࠐਕߺ

Ͷ؜ΉΗΖ͞とͺड़ౖ૜Ғ・೧େ଎ఈ஍͖Δ΍ਬఈ͢ಚΖɽ੶حͺɼࠉ৯҈آࢃ੣ɼࠉ৯นآ੣の੶᭴֦ � ఼ɼ

ح੣のϖϧয়੶آ৯นࠉ � ఼ʤ第 �� ਦ ��ʥɼ༷ࠉ੶੣の੶֫ � ఼ʤ第 �4 ਦ 4�・44ʥɼഥฤ �5� ఼ʤ����Jʥ͗

ड़ౖ͢ͱ͏Ζɽ

ͨのΆ͖ɼςόΪ΢ྪ੣ϑʖθ � ఼ɼ΢ϠΪ΢੣ϑʖθ � ఼ɼϑʖθഃฤ � ఼ɼγϟࣅ � ఼͗ड़ౖ͢ͱ͏Ζɽ

͞ΗΔͺඏࡋҪ෼のͪΌɼΆとΞʹ͗൅۹ౖͪ͢の᝴ֽ͜ͶΓΕ൅͠ݡΗͪɽ֍੣ϑʖθྪͺૹਐ۫とΊͱؔҩ

͏͵͚ɼҪରͶ஥ૹ͠Ηͱ͏ͪՆ೵੓΍͍Ζɽ࿊जয়Ͷ࿊͵ͮͱ͏ͪड़ౖয়ڱͺ֮೟͠Ηͱ͏͵͏ͪΌɼౖحฤ

とಋ༹Ͷౖᆰの۹ࡡ ・ౖດΌ໯ౖ͢Ͷࠠ͢ࡑͱ͏ͪҪ෼のՆ೵੓΍ഋঈͲ͘͵͏ɽ͑ͬςόΪ΢੣ϑʖθ � ఼ͺɼ

೘Ηࢢのয়ସͲ࿦ࠐ෉͖ۛΔड़ౖ͢ͱ͏Ζʤ第 ��4 ਦ �ɼࣺਇਦ൝ �� ࠪԾʥɽ

（５）考古年代と放射性炭素年代
4 ྋとͪ͢๎ࣻ੓୺ો೧େ͗ࢾのҲ෨Ν଎ఈࠐਕߺ � ྭಚΔΗͱ͏Ζʤ第 �� නʥɽ଎ఈ஍ͺ ���� ʸ ��%3ʤ଎

ఈ ,'ʁ7.$�����ɼࢾྋʁࠪᡩࠐʥɼ��4� ʸ �5%3ʤ଎ఈ ,'ʁ7.$�����ɼࢾྋʁӊ୉ḲࠐʥͲ͍Εɼ୉Ḳࠐ

�৿͢͏೧େ஍Νࣖ͢ͱ͏Ζɽױྋの๏͗ऑࢾ ඬ६ยࠫのࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺɼ,QW&DO�� ֳਜ਼ۄતͶ

���$.Ͱ͘ɼ7خ��ʤӊ୉Ḳࠐʥ͗ ���� ʷ ����  FDO %3ʤ����ʥɼ���� ʷ ���� FDO %3ʤ���5�ʥɼ7.$�����ʤࠪ

ᡩࠐʥ͗ ���� ʷ ���� FDO %3ʤ�5�4�ʥと͵Ζɽ4 のࣰ೧େͺɼ༁ࠐਕߺ ���� ʛ ���� ೧઴の೧େҮͶ؜ΉΗΖ

ི֮͗߶͏ɽ� �Ͷ͍ͪΖ೧େͲ͍Ζ͗ɼغの࣎حౖܧཁড়ࠡชޛغとಋ༹Ͷɼ૥ࠐਕߺ Ͷർ΄ͱ৿͢͏ࠐਕߺ

೧େ஍Νࣖ͢ͱ͏Ζɽ઴फ़ౖͪ͢ᆰの৿͕ܐؖڈΓ;ౖᆰఊ໚のϪϗϩࠫと΍੖߻ద͵݃果Ͳ͍Εɼ� ˲ߺ 4 ߺ

の৿ܐؖڈͺΆ·໎֮Ͳ͍Ζɽ
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５．５号人骨ʤ第 ��� ਦɼࣺਇਦ൝ ��ʥ

（１）発掘調査の経過
5 ͺࠐਕߺ ���� ೧の第 � 次調査Ͳ΢ �・΢ � ήϨρχͶΉͪ͗ΖҒ஖͖Δड़ౖͪ͢ɽ୉෨෾のࠐͺ΢ � ήϨ

ρχଈの 6%� の஦Ͷใ͠؜Ηͱ͏ΖͪΌາ調査Ͳ͍Εɼݳয়Ͳͺ 6%� ป໚͖ΔࠪӊのᡩࠐとᡱࠐのԗҒ୼͗ಧ

͘ड़ͪ͢য়ସと͵ͮͱ͏Ζɽ6%� のౖ૜இ໚の؏ࡱͶΓΖとɼ5 ׌のօ࣯ҋ܊ດ૶͠Ηౖͪᆰͺ第ᶚ૜͗ࠐਕߺ

৯ౖとཚ൭᛿૜Ν۹ΕࠒΞͲࡠΔΗͱ͕ΕɼҲ෨͗ � ΞͲ͏Ζɽౖᆰの෶ౖࠒのౖᆰ෶ౖΝ઀Εࠐਕߺ J ૜ͺ

第ᶚ૜܊とಋ࣯のօ࣯ҋ׌৯ౖͲ͍Ζɽౖᆰ෶ౖ͖Δのड़ౖҪ෼ͺາ֮೟Ͳ͍Ζɽ

（２）出土した人骨
खΕ৏ͪ͝ࠐͺ �� ఼Ͳ͍Εɼป໚Ͳ֮೟Ͳͪ͘ࠐΝ߻ΚͦΖとɼࠪӊのᡩࠐとᡱࠐɼଏࠞخ・ࠐઇࠐ・஦ଏ

ݳͺڱ౵ΝखΕ৏ͪ͝のΊͲ͍ΖͪΌɼસରのດ૶য়ࠐࢨ・ࠐΓΕ΍ԾҒのଏࠞࠐᡱ・ࠐΉΗΖɽᡩ؜͗ʹ͵ࠐ

఼࣎Ͳͺ෈໎Ͳ͍ΖɽࠐのܙସਕྪָదಋఈͲͺɼາ成ਕとਬఈ͠Ηͱ͏Ζɽ

（３）出土状況
୉෨෾の͗ࠐາ൅۹のͪΌɼດ૶য়ڱͺ෈໎Ͳ͍Ζɽ

（４）考古年代と放射性炭素年代
ࠪᡱࠐΝ଎ఈࢾྋとͪ͢๎ࣻ੓୺ો೧େ଎ఈ஍ͺ 5��� ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ7.$����5ʥͲ͍Εɼ� ඬ६ยࠫ

のࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺɼ,QW&DO�� ֳਜ਼ۄતͶخͰ͘ �5�5 ʷ �4�4 FDO %3ʤ�4�4�ʥɼ�4�� ʷ �4�5 FDO 

%3ʤ����ʥと͵Ζʤ第 �� නʥɽ5 のࣰ೧େͺɼ༁ࠐਕߺ �4�� ʛ �5�� ೧઴の೧େҮͶ؜ΉΗΖི֮͗߶͚ɼߡ

Δ͖ܐؖ͏߻઴ൔͶ͍ͪΖ೧େͲ͍ΖɽΉͪɼౖᆰの઀Εغ೧େͲͺ઴ݻ � ˲ʥڈʤࠐਕߺ 5 ʤ৿ʥのࠐਕߺ

৿֮͗ܐؖڈ೟Ͳ͘Ζɽ

６．６号人骨
（１）発掘調査の経過
���� ೧調査の第 � 次調査Ͳύ 5 ήϨρχの第ᶚ૜࠹܊৏໚の૜Ғ͖Δঘ͗ࠐࣉΉとΉͮͱड़ౖͪ͢ɽࠐのմ

๦ָదҒ஖ΝཻΌ͵͏ड़ౖয়ڱͲ͍ͮͪ͗ɼ͞ΗΝ � と͢ͱखΕ৏ͪ͝ɽࠐਕߺ

（２）出土した人骨
खΕ৏ͪ͝ࠐͺಆ֘ฤ・৏࿻ࠐ・௥ࠐ・࿦ࠐ・ௐࠐ・ᡱࠐړ・ࠐ・घخઇࠐ͵ʹ �5 ఼Ͳ͍Εɼಆ֘・ରײ・

ସܙのࠐ੷͠ΗͪՆ೵੓͍͗Ζɽॄ࠸ΉΗΖɽҪରのດ૶য়ସΝཻΌͱ͕Δͥɼ؜͗ࠐの͠Ή͡Ή͵෨Ғのࢸ࢝

ਕྪָదಋఈͲͺɼ� ʛ 4 とਬఈ͠Ηͱ͏Ζɽࣉの༰࠿

（３）考古年代と放射性炭素年代
ӊ୉ḲࠐのҲ෨Νࢾྋとͪ͢๎ࣻ੓୺ો೧େ଎ఈ஍ͺ 5��� ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ7.$�����ʥͲ͍Εɼ� ඬ६

ยࠫのࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺɼ,QW&DO�� ֳਜ਼ۄતͶخͰ͘ ��44 ʷ ���� FDO %3ʤ4���ʥɼ���� ʷ ���� 

FDO %3ʤ�����ʥと͵Ζʤ第 �� නʥɽ� のࣰ೧େͺɼ༁ࠐਕߺ ���� ʛ ���� ೧઴の೧େҮͶ؜ΉΗΖི֮͗߶͚ɼ

઴ൔɼ5غ೧େͲͺ઴ݻߡ とਬఈ͠ΗΖɽغ࣎͏ݻΓΕ΍ΏΏࠐਕߺ

７．８号人骨ʤ第 ��� ਦɼࣺਇਦ൝ ��ʥ

（１）発掘調査の経過
� ͺࠐਕߺ ���� ೧の第 4 次調査Ͳϫ � ήϨρχの第ᶚ૜܊օ࣯ҋ׌৯ౖ͖Δड़ౖͪ͢ɽౖᆰͺ֮೟Ͳ͘͵͖

ͮͪ͗ɼสٕదͶ෶ౖͺ H ૜とͪ͢ɽಋήϨρχͶͺཚ൭ͶΓΖ͍͗آڌΖ͗ɼ� ࡏと調査ۢآڌͺͨのࠐਕߺ

のป໚の͖ؔΔ൅͠ݡΗͪɽड़ౖͪ͢のͺಆࠐと৏ࠐࢸɼࠐ࠱・ࠐߗݠ・࿦ࠐ・௥ࠐ͵ʹͲ͍Εɼ׮સͲͺ͵͏ɽ

൥͏ڳֆのؔのڧとήϨρχآڌͺड़ౖ͢ͱ͏͵͏ɽͪͫ͢ɼ൅۹ͪ͢൥ҕ͗ࠐᡱ・ࠐᡩ・ࠐの୉Ḳࢸ൭ΏԾࠐ

ҕͲ͍ͮͪͪΌɼ࢔Εの͗ࠐ調査ۢ֐ʤϫ �� ήϨρχʥͶດΉͮͱ͏ΖՆ೵੓΍͍Ζɽड़ౖͪ͢ಆࠐと৏ൔਐ

のࠐのड़ౖয়ڱͺմ๦ָదҒ஖Ν͕͕ΓཻͨΌͱ͕ΕɼಋҲݺରͲ͍Ζ͞とͺ൅۹調査࣎ͶݡͱखΗͪɽآڌͶ
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ືં͢ͱ͕Εɼͨのດ૶ࢡ੐ͺ෮իͶۛ͏ӊଈիとਬఈ͑͢Ζয়ڱͲ͍ͮͪɽ۰ષͶ΍έϭの໨のଢ͏ࠞ͗ಆࠐ

Νؑ௪͢ͱ͏ͪΔ͚͢ɼಆ֘Ͷࠞͪͬټの݂͗֋͏ͱ͏ͪɽا໚とԾּࠐのҲ෨͗ܿࣨ͢ͱ͏ͪのͺɼ͞のᎡཛྷ

ͶΓΖ΍のとΊΔΗΖɽ

ड़ౖͪ͢ࠐΝखΕ৏ͪ͝ޛɼҪରΝດ૶ౖͪ͢ᆰのܙয়Ν୵ͮͪ͗ɼཚ൭Ͷ൒͑෫Կ᛿͗ਕࠐの௜ԾͶ͍Εɼ

ౖᆰのܙয়Νଌ͓Ζ͞とͺͲ͘͵͖ͮͪɽ

ड़ౖͪ͢ಆࠐと৏ൔਐのҲ࿊のࠐΝखΕ৏ͪ͝ޛɼύ � ήϨρχの �� ��Ͷɼࡏの൅۹Ν਒Όͱ͏ͪࠐਕߺ ߺ

とͺพݺରのࠪӊのଏのࠐʤଏࠞࠐ・᪞ࠐ・஦ଏࠐࢨ・ࠐ͵ʹʥ͗ड़ౖ͢ɼҒ஖͖ؖܐΔ � ରと൓இݺとಋҲߺ

͢ͱखΕ৏ͪ͝ɽ

（２）出土した人骨
� の൅۹ͺ第ࠐਕߺ � ໚͖Δ第 5 ໚ɼ͕Γ; �� とಋ࣎Ͷड़ౖͪ͢ଏのࠐਕߺ � ໚Ν߻Κͦͱ � ໚のϪ΢Ϣʖ

Ͷ෾͜ͱ͏ߨɼड़ౖয়ڱΝى࿧ͪ͢ɽड़ౖͪ͢ࠐͺಆࠐと৏ൔਐ͗஦ৼͲɼࠐ൭とԾࢸのࠐͺΆとΞʹड़ౖ͢ͱ
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͏͵͏ɽ�� ఼のਕࠐ൬ߺΝ෉͢ͱखΕ৏ͪ͝ɽ

ಆ֘ࠐͺΆ·׮સɼا໚・Ծּࣅ・ࠐ἟ͺҲ෨ܿࣨ͢ͱ͏Ζɽରײ෨෾ͺִڵΝߑ成ͤΖࠪӊの࿦ࠐɼࠪӊの

ࠐऊ・ࠐᒹ・ࠐͺࠪの৏࿻ࢸ௥のҲ෨͗ड़ౖͪ͢ɽ৏ࠌ;௥͕Γڵͺᰏ௥ɼࠐड़ౖ͢ͱ͏Ζɽ௥͗ࠐ࠱・ࠐߗݠ

とघࠞࠐࢨ・ࠐɼӊのᒹࠐ・ऊࠐとघࠞ͗ࠐࢨ・ࠐड़ౖ͢ͱ͏Ζɽ

Ҳ๏ɼࠐ൭とԾࢸのࠐͺΆとΞʹܿࣨ͢ͱ͏Ζ͗ɼ઴फ़のと͕Ε๼੤ଈのΏΏ཯ΗͪҒ஖ʤύ � ήϨρχʥ͖ Δɼ

ಋҲݺରとΊΔΗΖࠪӊのଏのࠐʤଏࠞࠐ・஦ଏࠐࢨ・ࠐ͵ʹʥ͗ड़ౖ͢ͱ͏Ζɽ

　੓พͺಆ֘のܙସと࢝ࠐࢸのγ΢θ͖Δঃ੓とਬఈ͠Ηͱ͏Ζɽࢰ๤ਬఈ೧ྺͺಆ֘๕߻のถ࠱のয়ସ͖Δ 

�� ʛ �� ͱྂ͢ߡରࠫΝݺఖౕɼࡂ �5 ʛ の෱ͶफΉΖとਬఈ͠Ηͱ͏Ζɽࡂ 45

（３）出土状況
第ᶚ૜܊のօ࣯ҋ׌৯ౖ͖Δड़ౖͪ͢ɽݸ͚ڳΔΗͪ൅۹൥ҕのͪΌౖᆰのܙয়と۹ΕࠒΊのϪϗϩΝ໎֮Ͷ

ଌ͓Ζ͞とͺͲ͘͵͖ͮͪ͗ɼਕࠐΝใ͢؜ͱ͏ౖͪͺɼཚ൭の෫Կ᛿のࠠͣΖօ࣯のҋ׌৯ౖͲ͍ͮͪɽͨΗ

Ν෶ౖとଌ͓ H ૜とͪ͢ɽౖ ᆰఊ໚のඬ߶ͺ �4��4�P Ͳ͍Ζɽಆࠐと৏ൔਐのࠐΝखΕ৏ͪ͝Ծఊ໚のϪϗϩͺɼ

� ດ૶͠Ηౖͪᆰのఊ໚ϪϗϩΓΕ΍༁͗ࠐਕߺ � ʛ ��FP ߶͏ɽ  

ಆ͕ࠐΓ;௥ࠐ・࿦ࠐ࠱・ࠐߗݠ・ࠐͺؖઇͲ࿊͵ͮͪմ๦ָదҒ஖ΝΆ·ཻΌͱ͕Εɼດ૶౲࣎のࢡ੐Νң

࣍͢ͱ͏ΖとΊͱΓ͏ɽཚ൭のآڌͶં͢ͱ͏ͪ͗ɼཚ൭のԾී͘と͵ͮͱѻͪ͢ࢰয়ڱͲͺ͵͚ɼآの࿮Ͷ͑

ͯ෮ͦͶۛ͏ࢡ੐Ͳດ૶͠Ηͪとਬఈ͠ΗΖɽ

ࣉ઴ൔの͍Ζ఼࣎Ͷଽغ৚ͺ෈໎Ͳ͍Ζɽ઴ࣆ͖ͪͮ͵Η͠ݡ൅͗ʹ͵ࠐᡱ・ࠐᡩ・ࠐの୉Ḳࢸ൭͕Γ;Ծࠐ

Ήͪͺ೗ࣉのҪରʤ� ʥ͗ࠐਕߺ � ҟͶΓͮߨ੊のޛ͵ΖとɼͨのΓ͑ͤྂߡͶۛં͢ͱດ૶͠Η఼ͪΝࠐਕߺ

ͱ � ͶດΉͮͱ͏֐Ͷۛ͏͞と͖Δɼ調査ۢࡏのҲ෨͗۹Εड़͠ΗͪՆ೵੓΍͍ΖɽΉͪɼ൅۹調査ۢのࠐਕߺ

ΖՆ೵੓΍͍Ζɽ

（４）出土遺物
ਕࠐबҕの෶಼ౖ͖Δ �4 ఼のೆชౖحഃฤ͗ड़ౖͪ͢ɽ࣎ࣞܗ・غの൓พͲ͘Ζ΍のͺͤ΄ͱ૥غͲɼ઴ཁ

のනཬೆชౖحɼ઴ཁʛ஦ཁのյ఺ೆชౖحɼ஦ཁの௞તชౖحɼޛཁのࢢ฾͕حౖࣞ޳Γ;ড়ࠡชౖحΝ؜Ξ

Ͳ͏ΖɽҪରͶқਦదͶ෯૶͠Ηͪ΍のͲͺ͵͚ɼౖᆰ۹ࡡとດΌ໯͢のࡏͶࠠ೘ͪ͢Ն೵੓͗߶͏ɽනཬೆช

حౖ � ఼ʤ第 �� ਦ �ʥɼড়ࠡชౖح � ఼ʤ第 4� ਦ ��ɼ第 4� ਦ ��・��ʥΝਦࣖͪ͢ɽͨのΆ͖ɼ੶᭴ � ఼ʤ第

�� ਦ 45ʥɼ್次Յ޽ഥฤ � ఼ɼ੶֫ � ఼ɼഥฤ �4� ఼ʤ�5��JʥɼςόΪ΢ྪ੣ϑʖθ �� ఼͗ड़ౖͪ͢ɽ

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
� ྋとͪ͢๎ࣻ੓୺ો೧େ଎ఈͶΓΕࢾΝ଎ఈࠐの࿦ࠐਕߺ ��4� ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ7.$����4ɼࢾྋʁࠪʃ

࿦ࠐʥの݃果͗ಚΔΗͱ͏Ζʤ第 �� නʥɽ� ඬ६ยࠫのࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺɼ,QW&DO�� ֳਜ਼ۄતͶخ

Ͱ͘ ���� ʷ ���� FDO %3ʤ�5�4�ʥと͵Ζɽ� のࣰ೧େͺɼ༁ࠐਕߺ ���� ʛ ���� ೧઴の೧େҮͶ؜ΉΗΖི֮

͗߶͏ɽݻߡ೧େͲͺ૥ޛغཁড়ࠡชغとਬఈ͠ΗΖɽ

８．９号人骨ʤ第 ��� ਦɼࣺਇਦ൝ ��ʥ

（１）発掘調査の経過
� ����ͺɼࠐਕߺ ೧第 4 次調査Ͳύ � の๼ป෉ۛの第ᶚ૜܊஦͖Δड़ౖͪ͢ɽ� �の൅۹調査஦Ͷɼࠐਕߺ ߺ

ਕࠐの࿻෉ۛͲଽࣉΉͪͺ೗ࣉとਬఈ͠ΗΖพݺରのಆ֘͗ࠐ࿒ड़͢ɼ� ͺമ͚ࠐΝ෉ͪ͢ɽಆ֘ߺର൬ݺのߺ

ౖѻͲͯ΁Ηͱ͢Ήͮͱ͏ͪ͗ɼ෉͖ۛΔࠪ৏࿻ࠐɼ࿦ࠐɼ௥ࠐɼӊ୉Ḳࠐɼᡩ͗ࠐड़ౖͪ͢ɽດ૶ࢡ੐Ώౖᆰ

の༙ໃͺ෈໎Ͳ͍Ζɽ� とۛં͢ͱಋ૜ҒͲड़ౖͪͪ͢Ό෶ౖͺಋҲのࠐਕߺ H ૜と͢ͱѽͮͪ͗ɼ� ෉ࠐਕߺ

ۛのౖͺ H ૜ʤ� ͱखΕ৏ͪ͝ɽ͢ىʥと஭ߺ

（２）出土した人骨
���� ೧の第 4 次調査Ͳɼ֦෨ҒΝ 5 ఼のਕࠐ൬ߺΝ෉͢ͱखΕ৏ͪ͝ɽ

ಆࠐͺɼಆ֘ࠐɼ৏ּɼࣅ἟͗ड़ౖͪ͢ɽରײ෨෾ͺ௥ࠐのҲ෨と࿦ࠐのҲ෨͗ड़ౖͪ͢ɽࠐ൭ͺड़ౖ͢ͱ͏
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͵͏ɽ৏ࢸͺࠪ৏࿻͗ࠐड़ౖͪ͢ɽԾࢸͺӊ୉Ḳࠐɼᡩ͗ࠐड़ౖͪ͢ɽଽࣉΉͪͺ೗ࣉとਬఈ͠ΗΖɽ

（３）出土状況
ύ � Ͳ๼ปとཚ൭آڌのؔɼ� ͮ͵ͽとΉとΉΕͶ͗ࠐΝ஦ৼͶ֦෨Ғのࠐの࿻෉ۛͲड़ౖͪ͢ɽಆ֘ࠐਕߺ

ͱ͏Ζ͗ɼҲ次૶Ͳ͍ͮͪの͖ॄͪ͢ࠐ΍の͖ͺ෈໎Ͳ͍ΖɽસͱのࠐΝ۹Ε৏ͪ͝ࡏɼԾ໚͖Δ੼৯ౖ͗ݗड़

͠Ηͪɽ͞の੼৯ౖͶͯ͏ͱޭܮ ; ત෾ੵΝࣰͪ͢ࢬと͞ΘɼరͶΓΖ൅৯֮͗೟͠Ηͪʤ第 � 章第 4 ઇࢂলʥɽ

（４）出土遺物
H ૜ʤ� ฤحʥと͢ͱ൅۹ౖͪ͢૜஦͖Δɼೆชౖߺ 5 ఼ɼ੶حഥฤ �� ఼ʤ���Jʥ͗ड़ౖͪ͢ɽౖحͺ͏ͥΗ

΍࣎غ෈໎のࡋฤͲ͍Ζɽ

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
࿦ࠐのҲ෨Νࢾྋとͪ͢๎ࣻ੓୺ો೧େ଎ఈ஍ͺ 5�4� ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ7.$�����ʥͲ͍Εɼ� ඬ६ยࠫ

のࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺɼ,QW&DO�� ֳਜ਼ۄતͶخͰ͘ ��5� ʷ ���� FDO %3ʤ�����ʥɼ���5 ʷ ���5 FDO 

%3ʤ���5�ʥɼ���5 ʷ ���� FDO %3ʤ����ʥと͵Ζʤ第 �� නʥɽֳਜ਼೧େのི֮෾ා͖ΔΊͱɼ� のࣰ೧ࠐਕߺ

େͺ༁ ���� ʛ ���� ೧઴の೧େҮͶ؜ΉΗΖとਬఈ͠Ηɼݻߡ೧େͲͺ઴غ઴ൔɼ� とਬغとΆ·ಋ࣎ࠐਕߺ

ఈ͠ΗΖɽ� とߺ � �ͺΆ·ಋϪϗϩͲड़ౖͪ͗͢ɼ೧େ଎ఈの݃果ɼߺ �ཁɼޛغͺ૥ߺ ઴ൔの೧େغͺ઴ߺ

଎ఈ஍ʤ5�4� ʸ ��%3ʥΝࣖ͢ɼ࣎͗غҡ͵Ζ͞と͗൓໎ͪ͢ɽ

９．10 号人骨ʤ第 �4� ਦɼࣺਇਦ൝ ��ʥ

（１）発掘調査の経過
�� ����ͺɼࠐਕߺ ೧の第 4 次調査Ͷ͕͏ͱύ �・ω � ήϨρχͲड़ౖͪ͢ɽΉͥɼ第ᶚ૜܊Ԡป׌৯ౖとᶉ

૜のڧ໪෉ۛͲࠪӊの୉ḲࠐԗҒ͗ड़ౖͪ͢ɽӊ୉Ḳࠐͺᶉ૜஦ɼࠪ୉ḲࠐͺԠป׌৯ౖ஦Ͷ͍ͮͪͪΌɼ౲ॵ

พݺରと͢ͱ೟ࣟ͢ͱ͏ͪ͗ɼ۹Ε਒Όͪと͞Θӊ୉Ḳࠐͺ৯調のΉ͚ͮͪҡ͵Ζ್ͯの૜のڧֆΝΉͪ͏Ͳດ

Ήͮͱ͏Ζ͞と͗Κ͖Εɼ͠ΔͶԠป׌৯ౖଈͶࠪӊの୉ḲࠐͶ͗ܪΖࠪӊݗ͗ࠐװड़͠ΗͪɽԠป׌৯ౖとᶉ

૜ͺಋ࣎Ͷ଱੷ౖͪ͢૜ͲɼޛͶԠปන໚Ͷ݃࿒ͤΖਭ෾のӪڻͲ৯調͗รԿͪ͢΍のと൓இ͢ɼྈ๏と΍ ��

のౖᆰ෶ౖʤKࠐਕߺ ૜ʥとͪ͢ɽԠป׌৯ౖଈの෶ౖͺ K ૜ʤ׌৯ʥɼᶉ૜ଈの෶ౖͺ K ૜ʤօʥとͪ͢ɽ

੣のηέϪ΢Ϗʖ͗ड़ౖͪ͢ʤ第آ৯นࠉΖҒ஖͖Δɼࡎの৏Ͷࠐװ �� ਦ ���ɼࣺਇਦ൝ ��ʥɽࡶউਕࠐの

Ն೵੓Νྂ͢ߡɼखΕ৏ͥ͝Ͷ۹ࡡΝ਒ΌͪɽἩ͓ͱ͝ۄΔΗͪྈٯのԾ෨͖Δघɼ௥ࠐɼ࿦͗ࠐड़ౖͪ͢ɽ͠

ΔͶ۹Ε਒Όͪと͞Θɼଏड෉ۛͲಆ֘͗ड़ౖ͢ɼસਐ࢔͗ࠐଚͤΖ͞と͗໎Δ͖と͵ͮͪɽ͖͢͢ɼͨのດ૶

য়ڱͺҪରΝୱͶ۸૶ͪ͢΍のͲͺ͵͚ɼࠌ௥の౏஦Ͳࠐの࿊କ͗౏઀Ηͱ͕Εɼ͜޴ھͶ஖͖Ηͪ৏ൔਐの৏

ͶࠐװҐԾのԾൔਐ͗ಆҒ๏޴ΝٱͶͪ͢য়ସͲͮࡎͱ͏Ζड़ౖয়ସͲ͍ͮͪɽྈٯԾの৏ൔਐͺھի͢ɼࠪ࿻

͗ӊඞΝৰΖΓ͑Ͷ͝ۄΔΗͱ͏ͪɽϓΧφήϧϟφϨ༽のࣺਇとҒ஖ى࿧Νखͮͪޛɼ第 � ໚と͢ͱྈٯとη

έϪ΢ϏʖΝɼ第 � ໚Ͳࠪ࿻ɼ第 � ໚ͲͨのΆ͖の৏ൔਐのࠐΝखΕ৏ͪ͝ɽ

ౖᆰのى࿧ͺ ���� ೧第 5 次調査Ͳͪͮߨɽ

（２）出土した人骨
第 4 次調査Ͳɼ֦෨ҒΝ 5� ఼のਕࠐ൬ߺΝ෉͢ͱखΕ৏ͪ͝ɽ

ಆࠐͺɼಆ֘・ا໚͗Ҳ෨ɼԾּࣅ・ࠐ἟͗Ά·׮સͶ࢔Ζɽ௥ࠐɼ࿦ࠐ΍ྒྷ͚࢔Ζɽࠐ൭ͺҲ෨ܿଝ͢ͱ͏

Ζ΍ののɼ੓พ൓ఈͺͲ͘ΖఖౕͶ࢔ଚͤΖɽ৏ࢸͺΆ·׮સͶ࢔ΖɽԾࢸͺࠪᡩࠐ・ᡱࠐԗҒ୼͗ܿଝͤΖ͗ɼ

ͨΗΝঈ͘Ά·ͤ΄ͱ࢔Ζɽ

෨の೧ྺรԿɼಆ֘๕߻݃ࠐ๤ਬఈ೧ྺͺ஑ࢰସ౵͖Δ੓พͺঃ੓とਬఈ͠Ηͱ͏Ζɽܙのࠐ஑・ࠐװ൭のࠐ

য়ସ͖Δ߻୼の༌ࠐࠐࢸয়ସɼ࢝࠱のถ߻ �� ʛ のർֳదऑ͏成ਕとਬఈ͠Ηͱ͏Ζɽࡂ ��

（３）出土状況
ύ � ͖Δω � ήϨρχͲड़ౖͪ͢ɽ第ᶚ૜܊のԠป׌৯ౖとօ࣯ҋ׌৯ౖᶉ૜のڧֆͶҒ஖͢ɼԠปଈのҲ

෨Ν઎͢ߨͱ۹ΕԾͪͪ͝Όౖᆰのܙয়Νਜ਼֮Ͷ֮೟Ͳ͘͵͖ͮͪ͗ɼਬఈͲௗܚ༁ ��FPɼ୻ܚ༁ ��FP のବ
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ԃౖܙᆰͶɼ৏ൔਐとԾൔਐ͗෾཯ͪ͢য়ସͲດ૶͠Ηͱ͏ͪɽౖᆰఊ໚のඬ߶ͺ �4����P Ͳ͍Ζɽࠌ௥とװ

の࿊କͺ౏઀Ηͱ͕Εɼؖઇ໚Ͳࠐ �5FP ཯Ηͱ͏Ζɽಆ͖֘Δࠌ௥ΉͲͺ๼ಆҒの͜޴ھͲɼࠪघͲӊඞΝ์

͓ΖΓ͑Ͷ͝ۄͱ͏Ζɽ͞の৏ൔਐの৏Ͷɼ͖ࠐװΔԾのԾൔਐ͗ྈଏΝἩ͓۸ͪ͢য়ସͲ॑͸ΔΗͱ͏Ζɽύ

� ήϨρχ๼౨ଈɼ�� �のౖᆰͶۛંͤΖҒ஖͖Δɼࠐਕߺ ࢨ・ࠐ஦ଏ・ࠐଏࠞ・ࠐʤ᪞ࠐのࠪӊのଏのࠐਕߺ

ͺ֮೟Ͳ͘͵͖ͮͪɽܐؖ͏߻Ν൓இͤΖ઀Εڈʥ͗ड़ౖͪ͗͢ɼ৿ʹ͵ࠐ

（４）出土遺物
第ᶚ૜܊のԠป׌৯ౖとօ࣯ҋ׌৯ ʤౖᶉ૜ʥͶΉͪ͗ͮͱౖᆰ͗Ғ஖ͤΖͪΌɼड़ౖҪ෼ͺౖ૜พͶॄͪ͢ܯɽ
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第 140 図 10 号人骨検出状況 実測図
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第̖章　ດ૶ਕࠐの൅۹調査֕གྷ

K ૜ʤ׌৯ʥ͖Δͺೆชౖحฤ 5 ఼ɼ੶ح �� ఼͗ड़ౖͪ͢ɽK ૜ʤօʥͲͺೆชౖحฤ � ఼ɼ੶ح �� ఼ɼςό

Ϊ΢ྪ੣ϑʖθ 4 ఼͗ड़ౖͪ͢ɽK ૜ʤ׌৯ʥड़ౖౖحͶͺյ఺ೆชɼ௞તชܧɼড়ࠡชࢢܧ฾͗ࣞ޳ɼK ૜ʤօʥ

ड़ౖౖحͶͺյ఺ೆชɼ௞તช؜͗ܧΉΗΖʤ第 �5 නʥɽ੶حͺɼK ૜ʤ׌৯ʥͲࠐװの৏෨͖Δ઴फ़のࠉ৯น

੣ηέϪ΢Ϗʖآ � ఼ʤࠉ৯นآ੣ɼ第 �� ਦ ��ʥ͗ड़ౖͪ͢ɽͨΗҐ֐ͺ͏ͥΗ΍ࡋฤͲ͍Ζɽ

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
࿦͕ࠐΓ;ӊᡩࠐΝ଎ఈࢾྋとͪ͢๎ࣻ੓୺ો೧େ଎ఈ஍͗ � ྭಚΔΗͱ͏Ζʤ第 �� නʥɽ࿦ࢾࠐྋͺ �4��

ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ7.$�����ʥɼ� ඬ६ยࠫのࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺɼ,QW&DO�� ֳਜ਼ۄતͶخͰ͘

���4 ʷ ���� FDO %3ʤ5����ʥɼ���� ʷ ���� FDO %3ʤ�����ʥと͵Ζɽ୉Ḳࢾࠐྋͺ ���� ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ

7.$��4��ʥͲ͍Εɼ� ඬ६ยࠫのࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺ ���� ʷ ���� FDO %3ʤ�5�4�ʥと͵Ζɽ৏ൔ

ਐのࠐとԾൔਐのࠐの೧େ஍ͺ ��� ೧઴ޛの͍ࠫ͗Εɼ઴ं͚͗ݻ͵ͮͱ͏ΖɽͨのͪΌ೧େのߞΕࠒΊ͗ೋ

͢͏͗ɼ༁ ���� ʛ ���� ೧઴の೧େҮͶ؜ΉΗΖི֮͗߶͚ɼݻߡ೧େͲͺ૥ޛغཁড়ࠡชغとਬఈ͠ΗΖɽ

10．12 号人骨ʤ第 �4� ਦɼࣺਇਦ൝ ��ʥ

（１）発掘調査の経過
�� ����ͺɼࠐਕߺ ೧の第 5 次調査Ͷ͕͏ͱ΢ � ήϨρχͲड़ౖͪ͢ɽಋήϨρχͶͺ׌ࠉ৯ౖの੓֪෈໎の

ཚͬࠒΊ͍͗ΕɼՀ � ड़͠ΗɼबݗΊのԾ෨͖Δಆ֘のҲ෨͗ࠒͶཚͬޛɼͨのश྅͗ͪͮߨ࿏と͢ͱ調査Νߺ

ҕΝ͝߁ͱ۹ͮͪと͞ΘɼӊΝԾͶͪ͢ଈի۸૶য়ସの � ৯׌のօ࣯ҋ܊ड़͠Ηͪɽ第ᶚ૜ݗ͗ࠐରのດ૶ਕݺ

ౖΝ۹Εࠒ΋ౖᆰͶଈի۸૶ࢡ੐Ͳດ૶͠Ηͪ΍のͲɼ෶ౖͺ L ૜とͪ͢ɽಆ֘෉ۛͲςόΪ΢੣ϑʖθ͗ଡ͚

ड़ౖͪ͢ɽࣰ଎༽ࣺਇとҒ஖ى࿧ΝखͮͪޛɼࠪൔਐΝ第 � ໚ɼӊൔਐΝ第 � ໚と͢ͱखΕ৏͝ɼౖᆰのى࿧

Νͪͮߨɽ

（２）出土した人骨
�� の൅۹ͺ第ࠐਕߺ � ໚・第 � ໚のϪ΢ϢʖͶ෾͜ͱ͏ߨɼ֦෨ҒΝ 5� ఼のਕࠐ൬ߺΝ෉͢ͱखΕ৏ͪ͝ɽ

ಆࠐͺɼಆ֘・ا໚͗Ҳ෨ɼԾּࣅ・ࠐ἟͗Ά·׮સͶ࢔Ζɽ௥ࠐɼ࿦ࠐͺΆ·׮સͶ࢔Ζɽࠐ൭ͺઍࠐのҲ

෨とࠪࠐװのҲ෨͗ܿଝͤΖ͗ɼͨΗΔΝঈ͏ͱྒྷ͚࢔Ζɽ৏ࢸͺΆ·׮સͶ࢔ΖɽԾࢸͺࠪଏ͗સ͚ݡΔΗ͵

͏͗ɼͨΗҐ֐ͺΆ·׮સͶ࢔Ζɽ

๤ਬఈ೧ྺͺࢰସ͖Δ੓พͺঃ੓ɼܙのࠐࢸ൭と࢝ࠐ �� ʛ ఖౕとਬఈ͠Ηͱ͏Ζɽࡂ �4

（３）出土状況
΢ � ήϨρχの第ᶚ૜܊Ν۹ΕࠒΞͫௗ࣢༁ ���FPɼ୻࣢༁ ��FP のବԃౖܙᆰͶɼӊΝԾͶͪ͢ଈի۸૶

のࢡ੐Ͳດ૶͠Ηͱ͏ͪɽౖᆰఊ໚のඬ߶ͺ �4����P Ͳ͍Ζɽӊଏ͗調査ۢ๼ปͶં͢ͱ͏ͪ΍ののΆ·સͱ

ͺड़ౖ͢ͱ͏͵͏ɽࠐͶକ͚ࠪଏのࠐᡱ・ࠐଚ͢ͱ͏ͪҲ๏ɼΏΏป໚͖Δ཯Ηͱ͏Ζࠪᡩ࢔

（４）出土遺物
෶ౖ L ૜͖Δೆชౖحฤ �4 ఼ɼ੶ح ��� ఼ɼ֍੣඾ 5� ఼ɼֱࠐ἟੣඾ 4 ఼͗ड़ౖͪ͢ɽౖحͺɼ࣎غの൓

พͲ͘Ζ΍のͺસͱ૥غͲɼյ఺ೆชɼ௞તชܧɼড়ࠡชܧΝ؜΋ɽյ఺ೆชౖح � ఼ʤ第 �� ਦ �・��・�4ʥɼ

௞તชౖح � ఼ʤ第 �� ਦ ��ʥɼࢢ฾ࣞ޳のཙড়ରѻࠡชν΢ϕ � ఼ʤ第 4� ਦ 5�ʥΝਦࣖͪ͢ɽ੶حͺ੶᭴ɼ

್次Յ޽ഥฤ֦͗ � ఼ɼ੶֫͗ � ఼ɼຑ੶のഃฤとΊΔΗΖഃࡇ᛿͗ � ఼ड़ౖ͢ͱ͏ΖɽͨΗҐ֐ͺඏࡋ͵ഥ

ฤʤ5���JʥͲ͍Ζɽ͑ͬ੶֫ � ఼Νਦࣖͪ͢ʤ第 �4 ਦ 4�ʥɽ֍੣඾ͺɼςόΪ΢ྪ੣のฑ͗ۆ �4 ఼とଡ͏ɽ

4� ఼ͺϑʖθのഃฤͲ͍Ζɽ͞の͑ͬܙ׮のฑۆ 5 ఼とഃฤ �� ఼͗ಆ֘ࠐ෉ۛのೈ੤ଈ͖ΔΉとΉͮͱड़ౖ͢

ͱ͏Ζɽֱࠐ἟੣඾ͺ௾ਓʤ第 ��5 ਦ �ʥɼ࢙ಧ۫ � ఼ʤ第 ��5 ਦ �5ʥɼحझ෈໎のഃฤ � ఼Ͳ͍Ζɽ

（５）考古年代と放射性炭素年代測定
�� ����ྋとͪ͢๎ࣻ੓୺ો೧େの݃果ɼࢾΝ଎ఈࠐの࿦ࠐਕߺ ʸ ��%3ʤ଎ఈ ,'ʁ7.$��4��ʥの଎ఈ஍͗

ಚΔΗͪʤ第 �� නʥɽ� ඬ६ยࠫのࠫޣ൥ҕͶଲԢͤΖֳਜ਼೧େͺɼ,QW&DO�� ֳਜ਼ۄતͶخͰ͘ ���4 ʷ �5�� 

FDO %3ʤ�����ʥɼ�4�4 ʷ �4�� FDO %3ʤ����ʥと͵Ζɽ�� のࣰ೧େͺɼ༁ࠐਕߺ ���� ʛ �5�� ೧઴の೧େҮͶ
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Ͷ͖͠の·ΖՆغ஦ཁ௞તชغ૮とਬఈ͠ΗΖ͗ɼ૥ݻのغཁড়ࠡชޛغ೧େͲͺ૥ݻߡΉΗΖི֮͗߶͏ɽ؜

೵੓΍͍Εɼ͞ΗΉͲͶड़ౖͪ͢第ᶚ૜܊஦のດ૶ਕݺࠐରの͵͖Ͳͺ࠹΍͏ݻ೧େ஍Νࣖ͢ͱ͏Ζɽ

11．その他の個体（７号人骨・11 号人骨・13 号人骨・14 号人骨）
Ҳ෨のࠐΝखΕ৏ͪ͝のΊͲଠの෨Ғ͗າ調査と͵ͮͱ͏ΖݺରͶͯ͏ͱઈ໎ͤΖɽ

� ͺࠐਕߺ ���� ೧の第 4 次調査Ͷ͕͏ͱɼύ 5 ήϨρχの第ᶚ૜܊Ν੠査͢ͱ͏ͪࡏͶಆ֘઴໚͗࿒ड़͢ͱ

֮೟͠Ηͪɽ���� ೧の第 5 次調査Ͳबҕのౖ૜の൅۹Ν਒Όͪ݃果ɼ͞のݺରΝ؜΋෵਼のਕͪ͢ॄື͗ࠐয়

ସͲड़ౖͪ͢ɽ෵ࡸ͵ड़ౖয়͖ڱΔݳ৖Ͳのݺରࣟพ͗ࠖೋͲ͍ͮͪ͞と͖Δɼ͞ ΗΔのਕ܊ࠐΝʰਕॄࠐ੷ $ʱ

と͢ͱҲ括͢ͱى࿧ɼखΕ৏͝Ν͑͞ߨととͪ͢ɽ

�� ����ͺɼࠐਕߺ ೧の第 4 次調査Ͳɼ6%� のஇ໚ͶԌͮͪγϔφϪϱοΝ۹ࡏͪ͢ࡡͶɼග֘͗ࠐ൅͠ݡΗͪɽ

ύ � ήϨρχの第ᶚ૜܊஦Ͷດ૶ݺର͍͗Ζ͞と͗༩૟͠ΗͪͪΌɼ͞ΗΝ �� ����と͢ͱखΕѽͮͪɽࠐਕߺ
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第 141 図 12 号人骨検出状況 実測図



273

第̖章　ດ૶ਕࠐの൅۹調査֕གྷ

೧の第 � 次調査Ͳύ � ήϨρχの൅۹Ν਒Όͪ݃果ɼ͞のග֘ࠐͺɼ� ͢͏͵ରݺ � ᆰ಼Ͷॄ੷ౖ͗ࠐରのਕݺ

͠Ηͪʰਕॄࠐ੷ %ʱの಼の � Ͳ͍Ζ͞と͗൓໎ͪ͢ɽࠐରのӊග֘ݺ

ਕॄࠐ੷ $・% Ͷͯ͏ͱͺࡑݳɼࠐのಋఈۂࡠとड़ౖয়ڱのਦԿɼ෾ੵΝ਒Όͱ͕Εɼ৆͢͏研究成果ͺକฦ

の研究ๅࠄॽͲޮනͤΖ༩ఈͲ͍Ζɽ

�� ����ͺɼࠐਕߺ ೧の第 5 次調査Ͳɼ΢ � ήϨρχป໚͖Δӊ୉Ḳࠐとӊග֘͗ࠐ࿒ड़͢ɼӊග֘ࠐ � ఼Ν

खΕ৏ͪ͝ɽ࢔Εのਕࠐͺɼາ൅۹の΢ �� ήϨρχͶใ͠؜Ηͱ͏Ζとਬఈ͠ΗΖɽਕࠐबҕの෶ౖͺɼݳ৖

ஊ֌Ͳ �� ෶ౖとۢพͤΖ͞と͗Ͳ͘͵͖ͮͪͪΌɼสٕదͶࠐਕߺ �� ෶ౖࠐਕߺ L ૜Ͷ؜Όͱѽͮͪɽ

�4 ����ͺɼࠐਕߺ ೧の第 5 次調査Ͳɼϫ �・ύ � ήϨρχ͖Δ � ఼の͗ࠐड़ౖͪ͢ɽಋఈの݃果ɼӊ৏࿻ࠐ・

ӊ୉Ḳ֐ࠐଈᰔ・ᡱࠐ・घ؜͗ʹ͵ࠐࢨΉΗΖɽ� ৖ஊ֌Ͳͺݳのड़ౖҒ஖Ͷۛં͢ɼࠐਕߺ � のҲ෨෾のՆߺ

೵੓΍͓ߡΔΗͪ͞と͖Δɼਕࠐのबҕのօౖ࣯Ν � とಋͣ෶ౖߺ H ૜とͪ͢ɽ� ର͖൳͖ͺາݺとಋҲࠐਕߺ

ಋఈͲ͍Ζɽ

12．人骨集積 A
���� ೧の第 4 次調査Ͳ第ᶚ૜܊の੠査Νͮߨͱ͏ͪࡏͶɼύ 5 ήϨρχͶ͕͏ͱಆ֘ࠐ઴໚͗࿒ड़͢ɼԾ෨

Ͷດ૶ਕ͍͗ࠐΖ͞と͗༩૟͠ΗͪͪΌɼ͞ΗΝ � ����とͪ͢ɽࠐਕߺ ೧の第 5 次調査Ͳɼ第 � ιέεϥϱϗ

ϩφΝౖ૜இ໚ى࿧ޛͶखΕঈ͘ɼ͠ΔͶ 4 ྽ଈΝ ��FP ෱Ͳ֨௃͢ͱ � の൅۹調査Ν֋࢟ͪ͢と͞Θɼࠐਕߺ

� ରࣟพ͗ݺ৖Ͳのݳ൓໎ͪ͢ɽ͗ڱର͗伳ؔ͵͚ด΄ΔΗͱດ૶͠Ηͱ͏Ζয়ݺࠐのबҕͶ΍෵਼のਕࠐਕߺ

ࠖೋͲ͍ΖͪΌɼ� ੷ॄࠐとଌ͓ʰਕߑのસରΝҲ࿊のດ૶Ҫ܊ࠐ΋ਕ؜Νࠐਕߺ $ʱとͪ͢ɽड़ౖͪ͢ਕ͗ࠐ

ଡ͚ɼड़ౖয়ସ΍ඉ৙Ͷ෵ࡸ͵ͪΌɼ第 � ໚のड़ౖয়ڱのࣺਇى࿧Ν͏ߨɼ࠹৏໚Ͷ࿒ड़͢ͱݬҒ஖ΝཻΌΖの

͗ࠖೋ͵࠹ঘݸのͫ͜ࠐΝखΕ৏͝ͱɼດ૶য়ڱの調査とࠐのखΕ৏͝ͺཎ೧Ґ߳の調査Ͷ࣍ͬӿͤ͞ととͪ͢ɽ

���� ೧の第 � 次調査Ͳͺɼ4・5 ྽の൅۹調査Ν਒Όɼਕࠐのດ૶য়ڱの؏ࡱとࣺਇ଎ྖɼࠐのखΕ৏͝Νͪͮߨɽ

༁ � ᶹの൅۹൥ҕ͖Δ伳ؔ͵͚ਕ͗ࠐड़ౖ͢ɼͨのॄ੷ͺ͠ΔͶबҕのາ൅۹ۢҮʤ΢ 5・ϫ 4・ύ 4・ϫ �・ύ �ʥ

Ͷͮ͗߁ͱ͏Ζ͞とࣰ֮͗と͵ͮͪɽດ૶য়ڱͶͯ͏ͱͺɼಆΝԠปଈͶ஖͘৏ରΝخ൭آの؉ܑࣾͶԌͮͱด

΄ͪΓ͑͵ດ૶য়؅͗ڱख͠Ηͪɽࠐのմ๦ָదҒ஖͗ฯͪΗͪΉとΉΕ਼͗ଡ͚֮೟Ͳ͘ɼώϧώϧͶ༣཯͢

とਬࣉରͺɼ൅۹ͪ͢൥ҕͲͺঘݺմ๦ָదҒ஖ΝཻΌͪ͗ࠐ੷ͪ͢য়ସͲͺ͵͏ɽ͖͢͢ɼસਐのॄ࠸͗ࠐͪ

ఈ͠ΗΖາ成ਕの � ௥෨෾Ͳ৏ൔਐとԾൔਐ͗෾཯͢ͱ͕Εɼқਦద͵ҪରのࠌରͺݺରのΊͲ͍Εɼଡ͚のݺ

઀இ・෾཯͗ߨΚΗͪՆ೵੓͍͗Ζɽ

ड़ౖͪ͢ਕࠐとݺର਼ͺɼࡑݳಋఈۂࡠΝ਒Όͱ͏Ζと͞ΘͲ͍Ζɽݳ৖ஊ֌の؏ࡱͲͺɼಆ͕ࠐΓ;ͨΗͶ

࿊͵Ζ௥ࠐのୱҒͫ͜Ͳ΍ � ͗ࠐΝࣖͤਕڱର͍Ζ͞と͗Κ͖ͮͪɽ͖͢͢ɼ৏ൔਐとԾൔਐ͗઀இ͠Ηͪয়ݺ

ଡ͚ɼܙࠐସͶΓΖસਐのݺରಋఈΝ਒Ό͵͜Ηͻਜ਼֮͵ݺର਼ͺΚ͖Δ͵͏ɽ

ਕॄࠐ੷ $ の൅۹調査ͺ ���� ೧・���� ೧・���� ೧Ͷܩକ͢ɼ4・5 ྽の༁ � ᶹ෾Ͷͯ͏ͱͺड़ౖਕࠐのى࿧

とखΕ৏͝Νश͓ͪ͗ɼबҕのήϨρχͶਕॄࠐ੷͗͠ΔͶ࿊କ͢ͱ͏Ζয়໎͗ڱΔ͖と͵ͮͱ͕Εɼ͠ΔͶ調

査Ν॑͸ͱ͏͚༩ఈͲ͍Ζɽ ʤ୫ݬם・޳・୉ೖ๏ʥ
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ಶయ␒ྕ 層 位 考古年代 性 別 推定年齢

㻝 ྕே㦵
➨䊡ᒙ⩌ 㼎 ᒙ

➨䊡ᒙ⩌ 㼎 ୗᒙ
᪩ᮇᚋⴥ （᮲痕ᩥ） ዪᛶ

3㻜 ṓ前ᚋ

㻔2㻜 䠉 4㻜㻕

㻞 ྕ㻌䠇 㻝㻡 ྕே㦵 ➨䊡ᒙ⩌ 㼒 ᒙ ᪩ᮇᚋⴥ （᮲痕ᩥ） ୙᫂ 12 䠉 15

㻟 ྕே㦵 ➨䊡ᒙ⩌ 㼏 ᒙ ᪩ᮇᚋⴥ （᮲痕ᩥ） ୙᫂ ୙᫂

㻠 ྕே㦵 ➨䊡ᒙ⩌ 㼐 ᒙ ᪩ᮇᚋⴥ （᮲痕ᩥ） ዪᛶ 㻫 15 㼼 3 ṓ

㻡 ྕே㦵 ➨䊡ᒙ⩌ 㼓 ᒙ 前ᮇ前༙ （⩚≧⦖ᩥ） ୙᫂ ᮍᡂே

㻢 ྕே㦵 ➨䊡ᒙ⩌上部 前ᮇ前༙ （⩚≧⦖ᩥ） ୙᫂ 3 䠉 4

8 ྕே㦵 ➨䊡ᒙ⩌ 㼑 ᒙ ᪩ᮇᚋⴥ （᮲痕ᩥ） ዪᛶ 㻫
3㻜 䠉 35

㻔2㻜 䠉 45㻕

9 ྕே㦵 ➨䊡ᒙ⩌ 㼑 ᒙ （㻥 ྕ） 前ᮇ前༙ （⩚≧⦖ᩥ） ୙᫂ ⫾ඣ 䞉 ᪂⏕ඣ

㻝㻜 ྕே㦵 ➨䊡ᒙ⩌ 㼔 ᒙ （〓 䞉 ⅊） ᪩ᮇᚋⴥ （᮲痕ᩥ） ዪᛶ 2㻜 䠉 3㻜

㻝㻞 ྕே㦵 ➨䊡ᒙ⩌ 㼕 ᒙ
᪩ᮇ୰ⴥ䠉᪩ᮇᚋⴥ

（ỿ⥺ᩥ䠉᮲痕ᩥ）
ዪᛶ 2㻜 䠉 3㻜

1） ᛶู 䞉 ᖺ㱋᥎ᐃ䛿ู෉の 䛄ᒃᐙ௨ே㦵の◊✲䊠䛅 ᥖ㍕の 䛂➨ 4 ❶ฟᅵே㦵のே㢮Ꮫⓗグ㍕䛃 䛻䜘る 㻚

㑇≀✀ู 㻛ಶయ␒ྕ 㻝ྕ 㻞㻗㻝㻡 ྕ 㻟 ྕ 㻠 ྕ 8 ྕ 9 ྕ 㻝㻜 ྕ 㻝㻞 ྕ ィ

▼䚷ჾ

▼䚷㙨 1 2 1 1 5

䝇䜽䝺イ䝟䞊 1 1

䝦䝷≧〇ရ 1 1

஧ḟຍᕤ๤∦ 1 1 2

▼䚷᰾ 1 2 2 2 7

㈅〇ရ

䝒䝜䜺イ㢮⟶⋢ 8 4 1 1 2 16

䝒䝜䜺イ㢮ᖹ⋢ 11 1 2 2 3 14 33

イ䝰䜺イ㢮ᖹ⋢ 1 1 2

䛭䛾௚ᖹ⋢ 1 1

䝡䞊䝈◚∦ 7 1 1 40 49

㦵ゅ∳〇ရ

㔮䚷㔪 1 1

่✺ල 1 1

〇ရ◚∦ 1 1

䝃䝯㢮ṑ 1 1

ィ 1 28 2 13 7 0 5 64 120

᫬ᮇ 䞉ศ㢮 㻛ಶయ␒ྕ 㻝㻌ྕ 㻞㻗㻝㻡 ྕ 㻟 ྕ 㻠 ྕ 8 ྕ 9 ྕ 㻝㻜 ྕ 㻝㻞 ྕ ィ

᪩

ᮇ

๓䚷ⴥ ⾲⿬⦖ᩥ 1 1 2

๓ⴥ䡚୰ⴥ ᅇ㌿⦖ᩥ 4 2 1 2 4 5 18

୰䚷ⴥ
ỿ⥺ᩥ 2 3 2 4 2 2 15

↓ᩥ 1 3 4

ᚋ䚷ⴥ
Ꮚẕཱྀᘧ 1 1 1 1 2 6

᮲⑞ᩥ 8 4 1 2 8 12 35

๓ᮇ๓༙ ⩚≧⦖ᩥ 1 1

᫬ᮇ୙᫂ 2 12 2 19 5 4 43 82

ィ 17 22 2 9 38 5 11 64 163

第 90 表 出土人骨 個体別一覧表

第 91 表 土壙覆土出土土器 集計表

第 92 表 土壙覆土出土石器・貝製品・骨角牙製品 集計表
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ຌๅࠄॽͲͺɼڋՊҐآӆҪ੽第 4 次・第 5 次൅۹調査のى࿧と੖ཀྵۂࡠの݃果とと΍Ͷɼड़ౖࣁྋの෾ੵ

͖Δ໎Δ͖と͵ͮͪ研究成果ΝๅͤࠄΖɽฑ成 ��ʤ���4ʥ೧Ͷָࣰݻߡसと͢ͱ֋࢟ͪ͢ڋՊҐآӆҪ੽のָ

ढ़調査ͺɼ೧次Ν॑͸Ζ͟とͶ॑གྷ͵成果͗ଁ͓ɼड़ౖਕࠐΏಊ৪෼ҪଚରのࣙષՌָద෾ੵͶ͠Ή͡Ή͵઒໵

෾໼の研究ंとの͗ྙڢ෈Նܿと͵ͮͱͪ͘ɽฑ成 ��ʤ����ʥ೧ౕ͖ΔͺՌָ研究ඇʤخ൭研究 �$�ʲߍ৿੊

ʷ׮৿੊ҢغߨͶ͕͜Ζਕྪのਫ਼ସߨಊܧとೆชชԿのܙ成ͶؖͤΖ઎ָ࢛ద研究ʳ課題൬ߺ -3��+�����ɼ研

究େනंʁ୫ߔ߃޳ʥͶΓΖ研究ঁ成Νण͜ɼָݻߡ・ਕྪָ・ಊ෼ָ・৪෼ָ・෾ੵԿָ͵ʹ͗࿊ͤܠΖ研究

ૌ৭ͶΓΕڠಋ研究Νਬ਒͢ͱͪ͘ɽ͞͞ͲͺɼՌ研ඇͶΓΖڠಋ研究の成果のҲ෨Ν؜Όͱɼ第 5 次調査ΉͲ

の研究成果の֕གྷΝΉとΌΖɽ

１．発掘調査の概要
ӆҪ੽の第آՊҐڋ 4 次・第 5 次൅۹調査Νࣰ͢ࢬɼೆช࣎େ૥غのਕ͕ࠐΓ;૥غΝकରとͤΖౖح・੶ح・

ྋΝफॄͪ͢ɽ൅۹調査ͺࣁ἟੣඾・ಊ෼Ҫଚର・৪෼Ҫଚର౵の෾ੵֱࠐ � ϴ೧のܯ߻ͲԈ΄ 5� ೖؔɼ൅۹

໚੷ͺآӆ༁ �� ᶹɼ઴ఋ෨؉ࣾ໚༁ �� ᶹͲ͍Ζɽ

Ήͪɼآӆ઴๏の઴ఋ෨؉ࣾ໚Ͷ଱੷ͤΖҪ෼ใ؜૜の調査ʤ$ φϪϱοʥͲͺɼਕҟదօ૜ʤ�� ૜ʥの൅

۹Ͷ஥घͪ͢ɽ૥غ஦ཁのԣܗชౖحの࣎غͶ଱੷ͪ͢とΊΔΗΖօ࣯׌৯ౖ૜ͲɼଡྖのॏࠐΏ৪෼झࢢ・୺

Կࡒ͵ʹのਫ਼׈ഉؼ෼͗͘ΚΌͱΓ͏ฯଚয়ସͲड़ౖͤΖɽ૥غೆชਕॄ஄のਫ਼׈ۂಊΏݱࣁཤ༽のࣰସΝմ໎

Ͳ͘Ζ॑གྷ͵Ҫ෼ใ؜૜Ͳ͍ΖͪΌɼຌ֪ద調査Ν֋࢟ͤΖͶ͍ͪΕ第 5 次調査Ͳ $� ήϨρχ๼੤ଈͶ ���FP

ʹ 5�FP のγϔφϪϱοΝઅఈ͢ɼ૜޲ɼ଱੷য়ସɼ೧େΝ調΄Ζ਄۹ΕΝͪͮߨɽಋ࣎Ͷɼಋ૜஦Ͷใ͠؜Η

ͪଡྖのಊ৪෼ҪଚରΝफॄͤΖとと΍Ͷɼ༁ 4�� Ὓのౖৗਭજમพʤ5PP��PP��PP ᝴ֽ͕͜Γ;ϓϫʖτ

ʖεϥϱʥΝ͏ߨɼ�PP Ґ৏のඏࡋҪ෼Ν࣫ևదͶյफͪ͢ɽΉͪɼօ૜͗࿊କ͢ͱ଱੷ͤΖآӆଈのࣾ໚৏

๏Ͷ �5�FP 調査ۢΝ֨௃͢ʤ$� ήϨρχʥɼป໚๊ཚ๹ࢯのͪΌのౖཻΌΝͪ͢޽ࢬɽ

２．遺跡形成の時期と層序
���� ೧ΉͲͶड़ౖͪ͢ೆชౖحの෾ྪॄܯͶΓΖとɼ૥غ஦ཁのԣܗชحౖܧ・௞તชحౖܧɼ૥ޛغཁの

ড়ࠡชحౖܧのड़ౖྖ͗࠹΍ଡ͚ɼकରదͲ͍ΖɽͨΗΔΓΕ͏ݻ૥غ઴ཁ͵͏͢૴૓غのනཬೆชౖح・յ఺

ೆชౖح͵ʹ΍ड़ౖ͢ͱ͏Ζɽ઴غ઴ൔのյ఺ೆชౖح΍ड़ౖྖ͗ർֳదଡ͏ɽ

第 5 次調査ΉͲͶड़ౖͪ͢ೆชౖحͺܯ߻Ͳ ����� ఼Ͷの·Ζɽໃชのࡋฤ͵ʹΝঈ͘ɼ࣎͗ࣞܗ・غ෾ྪͲ

Ͳܯ߻ΉͲのغΔ൫͖غͺɼ૴૓حౖͪ͘ 4�5�� ఼と͵Εɼͨの͑ͬ૥غのౖحͺ ����4 ఼ʤԣܗชܧ ��� ఼ɼ

௞તชܧ ����5 ఼ɼড়ࠡชܧ ��� ఼ʥΝઐΌΖɽԣܗชܧのṦୖ ރࢀのܧฯࣞɼ௞તชٳࡋࣞ・ ・ࣞీ Ծ૜ރ ・ࣞ

ؑό໨ࣞ・൓ό໨ࢃ੤ࣞ・৏ྜྷ஦ಕೈࣞɼড়ࠡชܧのࢢ฾ࣞ޳・໼ౣࣞ・ӑΪౣୈࣞΏɼ͞ΗΉͲͶྪྭの͵͏

৿൅ݡのࣞܗ͵ʹଡ༹͵ౖ؜͗܊حΉΗΖɽ͞ΗΔのड़ౖౖحͺɼ৏৶ӿஏҮͶ͕͜Ζ૥܊حౖغの॑གྷ͵ඬຌ

ྋと͵Ζ΍のͲ͍Ζɽࣁ

Ҫ෼ใ؜૜の༹૮と૜঄ͺɼآӆ෨෾と઴ఋ෨؉ࣾ໚とͲҡ͵Ζɽآӆ෨ͺ第 5 次調査ΉͲͶ༁ �� ᶹɼ࠹୉

਄ౕͲ༁ ��FP Ν൅۹ͪ͢のΊͲ͍Ζ͗ɼ఼࣎ݳͲの૜঄ͺɼᶅන૜ʤݳେҪ෼Ν؜΋ʥɼᶆ第ᶙ૜܊ʤ׌৯ౖʥɼ

ᶇ第ᶚ૜܊ʤօ࣯ҋ׌৯ౖʥɼᶈཚ൭᛿૜ʤໃҪ෼ʥͶ୉พͲ͘ΖɽͨΗҐԾͺາ調査ͫ͗ɼᶈΓΕ΍Ծ૜Ͷ΍

օౖ࣯૜の଱੷Ν֮೟͢ͱ͏Ζɽೆช૥غのດ૶ਕ܊ࠐͺɼ第ᶚ૜܊のօ࣯ҋ׌৯ౖの஦͖Δड़ౖ͢ͱ͏Ζɽ

Ҳ๏ɼ઴ఋ෨؉ࣾ໚の $ φϪϱοͲͺɼ�� ૜Ґ৏Ͷ෾૜͠Ηͪ͑ͬ � ૜ʤ׌ࠉ৯ౖʥと �� ૜ʤօ࣯׌৯ౖʥ
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͗૥غのकͪΖҪ෼ใ؜૜Ͳ͍Ζɽ� ૜͖ΔͺकͶড়ࠡชحౖܧ・௞તชحౖܧ・ବԃԣܗชౖ͗حड़ౖ͢ͱ͏

Ζɽ�� ૜ͺॏࠐ・৪෼झࢢ・୺Կࡒ͵ʹの༙ؽ෼とօΝଡྖͶ؜΋ਕҟద͵଱੷෼Ͳɼड़ౖౖحͺࠕのと͞Θ

ଵয়ࢬชΝ؜΋ܙࢃԣܗชౖ͗حଡ਼ΝઐΌͱ͏Ζɽ૜޲༁ ��5P の෾͏޲օ૜஦Ͷ � ທఖౕの଱੷૜の॑͵Ε

͗ΊΔΗΖ͗ɼ֦૜ड़ౖ୺Կࡒの �4& ೧େͺ ���5 ʛ ���� %3 の൥ҕͶॄ஦͢ɼͨのֳਜ਼೧େͺ ������ ʛ ���� 

FDO %3 の೧େҮͶߞΔΗΖ͞と͖Δɼԣܗชغ઴ൔの ��� ʛ ��� ೧઴ޛのؔغͶܙ成͠Ηͪ଱੷෼とਬఈ͠Η

Ζʤ第 � 章第 � ઇ � লʥɽࢂߴ

３．岩陰内の埋葬人骨群
����ର͗ືॄ͢ͱດ૶͠Ηͱ͏Ζ͞と͗൓໎ͪ͢ɽݺࠐ৯ౖ஦Ͷɼଡ਼のਕ׌のօ࣯ҋ܊ӆ಼の第ᶚ૜آ ೧

の第̑次調査Ͷ � ����ର਼ͺ೧ʓଁՅ͢ͱ͕ΕɼݺΝखΕ৏͝ͱҐ߳ɼ֪ࠐのΆ·સਐࠐਕߺ ೧の第 5 次調査

ΉͲͶ֮೟͠Ηͪਕࠐͺ༁ �� ΁ʤ第ٶରͶݺ �� නʥɽ૥ޛغཁΝ஦ৼͶɼآӆ಼͗ດ૶ஏと͢ͱཤ༽͠Ηͱ͏

ͪয়͗ڱ൓໎͢ͱͪ͘ɽಐآ・ۺӆΝດ૶ஏと͢ͱཤ༽ͤΖ૶੏ʤಐآ・ۺӆ૶ʥͺɼೆช࣎େ૥غ஦ཁ͖Δ૥

নຌ・ݬם・޳΍のͲʤ୫ͪͮ͗߁ཁͶ͖͜ͱɼकͶ੤ೖຌ͖Δ஦෨・ؖ౨ஏ๏Ͷޛغ ����ʥɼຌҪ੽΍ͨのҲ

ྭと͵Ζ΍のͲ͍Ζɽ

第 5 次調査ΉͲͶखΕ৏ͪ͝ �5 ରの͑ͬݺ �� غͺ૥غの࣎ࠐɽड़ౖਕͪͮߨରの๎ࣻ੓୺ો೧େ଎ఈΝݺ

ཁʤ༁ޛ �4�� ʛ ���� %3ʥと઴غ઴ൔʤ༁ 5���%3ɼ5���%3ʥの � Ίɼ઴ं͗؜Νغ࣎ � ͗ंޛରɼݺ � ରݺ

Ͳ͍Ζɽ第ᶚ૜܊のօౖ࣯஦Ͷດ૶͠ΗͪݺରͺकͶ૥ޛغཁɼֳਜ਼೧େͲͺ༁ ���� ʛ �5�� FDO %3 の೧େ൥

ҕͶ؜ΉΗΖ΍のͲ͍Ζɽಋ૜ड़ౖのಋ࣎غのౖحͶͺড়ࠡชౖحのࢢ฾ࣞ޳・໼ౣࣞ・ӑΪౣୈ͍ࣞ͗Ζɽ

૥غのݺରਕࠐͺɼࠐのմ๦ָదҒ஖Νฯͮͪয়ସͲड़ౖͪ͢΍の͗ଡ͚ɼΆ·સਐの֪ࠐΝखΕ৏ͪ͝कགྷ

੐Νฯͮͱ͏Ζɽ第ࢡରͺɼౖᆰ಼Ͷດ૶͠ΗͪҪରのݺ͵ � 次調査Ͳの � ௥෨෾ͲҪࠌの൅۹Ͳͺɼࠐਕߺ

ରΝ઀இͪ͢ಝҡ͵ड़ౖয়ସ͗஭໪͠Ηͪ͗ɼΆ·ಋͣ෨ҒͲのҪରの઀இ͗第 4 次調査の �� の൅۹Ͳࠐਕߺ

΍֮೟͠Ηͪ͞と͖Δɼϝ΢ϧԿͪ͢ҪରΝࠌ௥෨෾Ͳ৏ൔਐとԾൔਐͶ઀இͤΖಝҡ͵ດ૶๑͍͗ͮͪՆ೵੓

͗͠ΔͶکΉͮͪɽҲ๏ɼ઴غ઴ൔの � ରの͑ͬݺ � Ͳฯଚয়ସ͗Γ͚͵͏ɽͨの͑ͬࣉΉͪͺଽࣉରͺ೗ݺ �

の৏෨͖Δड़ౖͪ͢΍のͲ͍Ζɽ܊ͺ第ᶚ૜ࠐਕߺ

第ᶚ૜܊のօ࣯ҋ׌৯ౖͶດ૶͠Ηͪ૥غのݺରͺࠐのฯଚয়ସ͗ඉ৙Ͷྒྷ޹Ͳ͍Εɼࠐのܙସͫ͜Ͳ͵͚α

ϧʖΰϱɼ'1$ ΝΓ͚ฯଚ͢ͱ͏Ζɽ͞ΗΔのड़ౖਕࠐͶͯ͏ͱͺɼՌ研ඇͶΓΖڠಋ研究と͢ͱɼࠐのܙସ

෾ੵɼݻබཀྵָద෾ੵɼ୺ો஢ો҈ఈಋҒର෾ੵɼϝφαϱχϨΠ '1$ ෾ੵΝ਒Όͱ͏Ζɽָݻߡࠐの઎୼ٗ

ढ़Ν༽͏ͱɼ૥غೆชਕのܙସదಝ௅・Ҫఽָదಝ௅ɼ੓พɼݺରؔの݄ԓؖܐɼ݊߃য়ସとබـɼৱਫ਼׈͵ʹ

のմ໎Ν໪͢ࢨͱ͏Ζɽ'1$ ෾ੵの研究成果ͺと͚Ͷ஭໪͠ΗɼϝφαϱχϨΠ '1$ ෾ੵͲͺસௗԚخഓ྽

の݀ఈͶΓΕ֦ݺରのύϕϫν΢ϕとݺରؔの฾݄ܧԓؖܐの֮೟Ͷ成ޯͪ͢ɽ͞ΗΉͲͶࣰͪ͢ࢬ � ର஦ݺ �

ରͺύϕϫήϩʖϕݺ 1�Eɼ� ରͺݺ 0�D Ͷ଒ͤΖ͞と͗൓໎͢ɼ� とߺ �� ରؔݺのύϕϫν΢ϕ͗ಋҲͲߺ

の฾݄ܧԓ͍ؖ͗ܐΖ͞とΝ֮೟͢ͱ͏Ζʤ M iz uno et al� ����ʥɽ͠ΔͶɼ� の֫ΰόϞのմੵͶΓΕɼ૥ࠐਕߺ

の෾ੵΝ਒Όͱ͏Ζと͞ΘͲ͍Ζʤʹ͵౹ܧೆชਕのҪఽָదغ M iz uno et al� ����ʥɽ

ೆช૥غのਕࠐͺௗآݟ࡜Ծಐ݂ʤຓਫ਼ ����ʥ・୉෾ݟᐨ
ㆺ㆏

ಐ݂ʤծઔ ����ʥ・Ѭඦݟ৏آآࠉӆʤ஦ڰ・Ԯ࡜

����ʥͶർֳదଡ਼のड़ౖྭ͍͗Ζ͗ɼ൅۹調査͚͗ݻड़ౖয়ڱの໎֮͵ർֳࣁྋͺঙ͵͏ɽڋՊҐਕࠐͺࠐ

のฯଚয়ସのΓ͠ͶՅ͓ດ૶য়ସ͗໎֮Ͳ͍Εɼॵغೆชਕのਕྪָదಝ௅Νմ໎Ͳ͘Ζ第Ҳڅのඬຌ܊Ͳ͍Ζɽ

͞ΗΔのਕྪָ・ָݻߡࠐద研究の成果ͺɼพ࡯の研究ๅࠄॽʲڋՊҐਕࠐの研究ᶙʳͶͱๅͤࠄΖɽ

４．早期人骨の埋葬法について
૥غのਕࠐのड़ౖয়ସͶ΍ັڷ਄͏ಝ௅͍͗Ζɽౖᆰ಼Ͷ۸૶͠Ηͪݺରʤ4 ��・ߺ ௥෨ࠌʥ΍͍Ζ͗ɼߺ

෾ͲのҪରの઀இΝࣖͤࠨΖྭʤ� ��・ߺ Ώഓ྽್͗次దͶրร͠Ηͪྭʤ�5͘޴のࠐʥΏɼߺ ΉΗΖɽ؜ʥ͗ߺ

5 ରҐ৏のਕࠐΝືં͢ͱॄ੷ͪ͢৖ॶ΍͍Ζʤਕॄࠐ੷ $ʥɽਕࠐのड़ౖয়ڱͺϓΧφήϧϟφϨͶΓΖࢀ次

９

章
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第９章　総 括 ―第 4 次・第 5 次調査の研究成果と課題―

࿧͢ͱ͕Εɼດ૶๑の෾ੵΝ਒Όͱ͏ΖɽىͶࡋ଎ͶΓΕ৆ܯݫ

第 � 次調査ͲखΕ৏ͪ͝ � �の൅۹Ͳͺɼ৏ൔਐとԾൔਐΝ෾཯ͪ͢Γ͑͵ड़ౖয়ସ͗஭໪͠Ηͪɽࠐਕߺ ߺ

ਕࠐͺસਐの֪ࠐΝཻΌΖΆ·׮સ͵ດ૶ݺରͲ͍Ζ͗ɼ͑ ͯ෮ͦࢡ੐と͵ͮͪ৏ൔਐのࠐΝखΕ৏ͪ͝と͞Θɼ

のҒ஖ͲҪର͗઀Ηͱ৏ൔਐとԾൔਐ͗୉͚͘෾཯͢ͱ͏Ζ͞と͗൓໎ͪ͢ɽຌཔؖઇͲ࿊݃ͤΖ第ࠌ � ௥とࠌ

第 4 ௥͗༁ࠌ 4�FP ཯Ηͱ͕Εɼ͑ͯ෮ͦのಆ෨とᰏ෨のԾͶࠐ൭͗Ғ஖͢ͱ͏ͪɽ৏ൔਐとԾൔਐのࠐͺͨΗ

ͩΗմ๦ָదͶਜ਼͢͏ഓ྽ॳͲ࿊݃Νฯͮͱ͏ΖͶ΍͖͖ΚΔͥɼࠌの౏஦ͲҪର್͗ͯͶ෾இͪ͢Γ͑͵෈ࣙ

ષ͵য়ڱͲ͍Ζɽ෾཯͠Ηͪࠌ௥ͺܙݬয়Νฯͮͱ͕Εɼ೓ءͲ֮೟͠ΗΖΩρφϜʖέͺΊΔΗ͵͖ͮͪɽΉ

ͪɼౖᆰのγ΢θ΍成ਕのҪରΝ۸૶ࢡ੐ͲफΌΖͶͺঘ͙ͤ͠Ζ΍のͲ͍ͮͪɽ͑ͪ͢͞ड़ౖয়ସ͖ΔɼҪର

޳ʤ୫ͪͮࢺ૫͢ͱϝ΢ϧԿ఼ͪ࣎͢ͲɼਕҟదͶ৏ൔਐとԾൔਐΝ෾཯ͪ͢΍のとਬఈ͠ΗΖͶף͗ ����・

����ɼ୫޳ฦ ����ʥɽ

第 4 次調査Ͷࣰͪ͢ࢬ �� �の൅۹調査Ͳ΍ɼࠐਕߺ ੐ͶࢡիھとΆ·ಋͣҒ஖Ͳの઀இ֮͗೟͠Ηɼࠐਕߺ

９

章

ಶయ␒ྕ ㄪᰝḟ ฟᅵᒙ఩ ᫬㻌ᮇ 14㻯 ᖺ௦ 䠄㼼 㻝䃢䠅 ㍑ṇᖺ௦ 䠄㼼 㻞䃢䠅 ୺䛺㒊఩䛸ᇙⴿ≧ែ

1 ྕ 㻵㼅2 䞉 3 ➨䊡ᒙ⩌ ᪩ ᮇ
7413 㼼 28㻮㻼 （᳝㦵）
74㻜5 㼼 28㻮㻼 （大⭣㦵）

8323 䡚 818㻜 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥5㻚4㻑）
8321 䡚 8176 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥5㻚4㻑）

䜋䜌඲㌟䚸 上༙㌟ 䞉 ୗ༙㌟䛿ゎ๗
Ꮫⓗ఩⨨䜢ಖ䛴䜒⭜᳝䛷ศ㞳

2 ྕ 㻵㼅2 䞉 4 ➨䊡ᒙ⩌ୗ部 ᪩ ᮇ 7342 㼼 2㻥㻮㻼 （右⬯㦵） 82㻜3 䡚 8㻜35 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥4㻚1㻑） ୗ⫥の୍部䚸 ゎ๗Ꮫⓗ఩⨨ಖ䛴

3 ྕ IY3 ➨䊡ᒙ⩌ୗ部 ᪩ ᮇ 7644 㼼 23㻮㻼 （⫘㦵） 846㻜 䡚 8388 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥㻜㻚4㻑）
上⫥ 䞉 㦵┙ 䞉 ୗ⫥䚸 ゎ๗Ꮫⓗ఩⨨
ಖ䛴䚸 ༙㌟ᮍⓎ᥀

4 ྕ 㻵㼅3 䞉 4 ➨䊡ᒙ⩌ ᪩ ᮇ
73㻜㻥 㼼 2㻥㻮㻼 （左⬯㦵）
7341 㼼 35㻮㻼 （右大⭣㦵）

817㻥 䡚 8㻜32 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥5㻚4㻑）
82㻜8 䡚 8㻜28 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥1㻚5㻑）

䜋䜌඲㌟䚸 䛚䛚䜐䛽ゎ๗Ꮫⓗ఩⨨
ಖ䛴䚸 ୍部෌㞟✚

5 ྕ IY3
➨䊡ᒙ⩌୰䛻᥀
り㎸䜎れ䛯ᅵቼ

前 ᮇ 5713 㼼 21㻮㻼 （左⭌㦵） 6565 䡚 6434 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥4㻚4㻑）
⬯㦵 䞉 ⭌㦵 䞉 ㊊᰿ 䞉 ㊊ᣦ䚸 部ศⓗ
Ⓨ᥀の䛯䜑ᮍ☜ㄆ

6 ྕ IY3 ➨䊡ᒙ⩌上部 前 ᮇ 53㻥1 㼼 27㻮㻼 （右大⭣㦵） 67㻥㻥 䡚 6672 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥㻜㻚6㻑）
頭⵹ 䞉 体ᖿ 䞉 上ୗ⫥の୍部䚸 㐟㞳
㦵㞟✚≧ែ

7 ྕ IY4 ➨䊡ᒙ⩌ ᪩ ᮇ ᮍ ᐃ
㢦面頭⵹ （ᮍⓎ᥀）䚸上部䛻大ᙧ♟䚸
ே㦵㞟✚ 㻭 の୍部

8 ྕ IY4 ➨䊡ᒙ⩌ ᪩ ᮇ 7424 㼼 3㻜㻮㻼 （⫘㦵） 833㻜 䡚 8182 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥5㻚4㻑）
頭⵹ 䞉 上⫥ 䞉 ⬨᳝ 䞉 胸㒌䚸 左右㊊
の୍部䚸 ゎ๗Ꮫⓗ఩⨨ಖ䛴

㻥 ྕ IY4 ➨䊡ᒙ⩌ 前 ᮇ 5㻥48 㼼 21㻮㻼 （⫘㦵） 68㻜5 䡚 6715 㼏㼍㼘 㻮㻼（81㻚5㻑）
頭⵹ 䞉 ⬨᳝ 䞉 上⫥ 䞉 ୗ⫥の୍部䚸
㐟㞳㦵㞟✚

1㻜 ྕ IY4 ➨䊡ᒙ⩌ ᪩ ᮇ
747㻜 㼼 23㻮㻼 （⫘㦵）

738㻥 㼼 23㻮㻼 （大⭣㦵）

8364 䡚 8278 㼏㼍㼘 㻮㻼（56㻚3㻑）
8268 䡚 82㻜1 㼏㼍㼘 㻮㻼（3㻥㻚1㻑）
8311 䡚 817㻜 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥5㻚4㻑）

䜋䜌඲㌟䚸 上༙㌟ 䞉 ୗ༙㌟䛿ゎ๗
Ꮫⓗ఩⨨ಖ䛴䜒⭜᳝䛷ศ㞳

11 ྕ IY4 ➨䊡ᒙ⩌ ᪩ ᮇ ᮍ ᐃ
⭸⵹㦵の䜏䝃䝤䝖䝺䞁䝏᩿面䛛䜙ྲྀり
上䛢 （ᮍⓎ᥀）

12 ྕ IY5 ➨䊡ᒙ⩌ୗ部 ᪩ ᮇ 778㻜 㼼 23㻮㻼 （⫘㦵） 86㻜4 䡚 8516 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥3㻚1㻑）
䜋䜌඲㌟ （㊊䜢Ḟኻ）䚸 ゎ๗Ꮫⓗ఩
⨨ಖ䛴

13 ྕ IY5 ➨䊡ᒙ⩌ ᪩ ᮇ ᮍ ᐃ
⭸⵹㦵の䜏䜾䝸䝑䝗ቨ面䛛䜙ྲྀり上䛢
（ᮍⓎ᥀）

14 ྕ IY5 ➨䊡ᒙ⩌ ᪩ ᮇ ᮍ ᐃ
大⭣㦵 䞉 ⭌㦵 䞉 上⭎㦵 䞉 ᡭᣦ䚸 部
ศⓗⓎ᥀の䛯䜑ᮍ☜ㄆ

15 ྕ IY5 ➨䊡ᒙ⩌ୗ部 ᪩ ᮇ 7438 㼼 23㻮㻼 （⫘㦵） 8333 䡚 81㻥1 㼏㼍㼘 㻮㻼（㻥5㻚4㻑）
頭⵹ 䞉 上⫥ 䞉 ⭜᳝ 䞉 㦵┙䚸 上༙㌟ 䞉
ୗ༙㌟䜢ษ᩿䚸 ㏫ྥ䛝䛻㔜䛽䛶ᇙⴿ

ே㦵㞟✚ 㻭 IY5 ➨䊡ᒙ⩌ ᪩ ᮇ ᮍ ᐃ
ከᩘಶ体がᐦ᥋ 䞉 㞟✚䚸 頭㦵䛛䜙
䜏䛶 5 ಶ体௨上䚸 䛚䛚䜐䛽ゎ๗Ꮫ
ⓗ఩⨨ಖ䛴䚸 ᮏㄪᰝ䛿 㻵㼅6 ௨㝆

1） ➨ 3 ḟㄪᰝ （2㻜16 ᖺ） , ➨ 4 ḟㄪᰝ （2㻜17 ᖺ） , ➨ 5 ḟㄪᰝ （2㻜18 ᖺ） ฟᅵのே㦵ಶ体䜢グ㍕ 㻚

2） 2 ྕと 15 ྕ䛿ྠ୍ಶ体のྍ⬟ᛶ䛒り 㻚

3） ㍑ṇᖺ௦䛿 㻵㼚㼠㻯㼍㼘13 ㍑ṇ᭤⥺䛻䜘る䚸 2 ᶆ‽೫ᕪのㄗᕪ䛻ᑐᛂ䛩るᖺ௦⠊ᅖと䛭の☜⋡䜢♧䛩 㻚

4） ᨺᑕᛶⅣ⣲ᖺ௦ ᐃ್のヲ⣽䛿ู෉の 䛄ᒃᐙ௨ே㦵の◊✲䊠䛅 䛻ᥖ㍕䛩る 㻚

第 93 表 出土人骨一覧
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஖͖Ηͪ৏ൔਐの৏Ͷɼ৏Ծ͘޴ٱͶԾൔਐΝඅͦͪΓ͑͵෈ࣙષ͵ດ૶ࢡ੐͗ΊΔΗͪɽ͠ΔͶ第 5 次調査Ͳ

खΕ৏ͪ͝ �5 ෈ࣙષͲɼ৏ൔਐ・ԾൔਐΝ෾཯͗͢ܐ൭のҒ஖ؖࠐ・௥ࠌ・ࢸͲ΍ɼड़ౖͪ͢ಆ֘・৏ࠐਕߺ

ͱ͘޴ٱͶ॑͸ͪয়ସ͗؅ख͠Ηͪɽ͑ͪ͢͞ྭࣆの൅͗ݡକ͏ͪ͞と͖ΔɼҪରΝౖᆰ಼Ͷ۸૶ࢡ੐Ͳດ૶ͤ

Ζ΍ののΆ͖Ͷɼϝ΢ϧԿͪ͢Ҫରの઀இΝ൒͑ಝҡ͵ດ૶๑͍͗ͮͪՆ೵੓͗کΉͮͪɽ

第ᶚ૜܊のօౖ࣯૜のܙ成Ͷͯ͏ͱ΍ɼ઎ͤߨΖԣܗชغ・௞તชغͶܙ成͠Ηͪਕҟదօ૜͗࠸଱੷ͪ͢Ն

೵੓のΆ͖ͶɼҪରのף૫・ᗋৢと͏ͮͪດ૶ߨҟͶؖ࿊ͪ͢Ն೵੓ΝͤྂߡΖචགྷ͗ड़ͱͪ͘ɽಋҲのฺஏ಼

Ͷ۸૶͠ΗͪҪରと઀இ͠ΗͪҪର͗؜ΉΗΖ͞と΍෈Նմ͵఼Ͳ͍ΕɼҪରのࢰ๤࣎غΏࢰ๤ͪ͢৖ॶɼҪର

൘೘のՆ೵੓͵ʹ΍ྂߡͶ೘Ηͱɼດ૶のߨҟとգఖΝݗ౾͢ͱ͏͖͵͜Ηͻ͵ΖΉ͏ɽݗ౾ͤ΄͘課題ͺଡ͏

͗ɼࣰ ସ͗Γ͚Κ͖Δ͵͖ͮͪೆช૥غのດ૶๑Ͷؖ͢ͱ৿ͪ͵எݡΝ΍ͪΔͤ൅ݡと͵ͮͪ͞とͺ͖֮Ͳ͍Εɼ

૮Νմ໎͢ͱ͏ͪ͘͏ɽ༹غΏॵݱକ͢ͱೆช࣎େͶ͕͜Ζ૶੏のًܩの調査ΝࠐՊҐਕڋ΍ޛࠕ

５．早期縄文人集団の動植物資源利用
ԣܗชغの༁ ������ ೧઴Ͷܙ成͠Ηͪօ࣯׌৯ౖ૜͖Δɼౖৗਭજમพ๑ʤਭજમพ・ϓϫʖτʖεϥϱʥ

ͶΓͮͱඏࡋҪ෼Ν؜Όਕ޽Ҫ෼・ಊ৪෼ҪଚରΝబఊదͶյफ͢ɼఈेԿのգఖͶ͍ͮͪ૥غೆชਕのݱࣁཤ

༽ٗढ़ɼਫ਼׈ۂಊɼৱਫ਼׈の෰ݫΝ໪͢ࢨͱɼ৪෼ָݻߡద・ಊ෼ָݻߡద෾ੵΝ਒Όͱ͏Ζと͞ΘͲ͍Ζɽ

ਭજમพ๑・ϓϫʖτʖεϥϱ๑ͶΓͮͱյफ͠Ηͪ৪෼झࢢΝɼࣰରݨඏ͕ںΓ;ૺ査ܗుݨࢢඏںΝ༽

͏ͱ৪෼ܙସָదͶझಋఈ͢ɼ৪෼ݱࣁのৱཤ༽Νݗ౾͢ͱ͏ΖɽΉͪɼ૥غのౖحͶ࢔Ζ৪෼झࢢѻࠡΝಋఈ

͢ɼड़ౖझࢢとと΍Ͷ৪෼ཤ༽のࣰସΝ調査͢ͱ͏Ζɽड़ౖͪ͢୺Կझࣰのಋఈ͖ΔͺέϨ・αψϧ଒のݐ果Ώ

Ψωήϩϝのཤ༽ළౕ͗߶͏͞と͗Κ͖Ζ͗ɼݐ果ྪのΆ͖Ͷ΢ϊϑΦɼξ΢θɼΠθΫの໼ਫ਼झ͵ʹɼのͬの

ΌΔΗͱͪ͘ࢯಧࣰ͗͘ࣆകԿͶͯ͵͗Ζझのཤ༽͗࢟Ήͮͱ͏ͪࡁ �ʥɽ

ಊ෼ҪଚରͶؖ͢ͱͺɼҪ෼ใ؜૜͖ΔϒρέΠρϕ๑Ͳࡀख͠Ηͪࣁྋとౖৗ᝴พ๑Ͳյफ͠Ηͪࣁྋの

झಋఈΝ਒Όͱ͏Ζɽ第 5 次調査ΉͲのड़ౖࣁྋͲͺɼ཰ࢊ・୸ਭࢊ・քࢊ֍ྪ �5 झɼ୸ਭ֬ߗࢊझɼ୸ਭࢊ

ྪڗ 4 झɼྈਫ਼ྪ � झɼᗣமྪ � झɼ௙ྪ � झɼᄣ೗ྪ �� झ͗ಋఈ͠Ηͪʤ第 � 章第 4 ઇࢂলʥɽ࣎غพのർ

཰ਫ਼ಊ෼Ν஦ৼとͪ͢ಊܗஏ੓のωϙϱζΩɼ΢όεεɼΫζྪɼ஦ঘࡑΝགྷͤΖ͗ɼસରదಝ௅と͢ͱ౾ݗֳ

෼ૌ成Ν΍ͯ͞と͗൓໎͢ͱ͏Ζɽक͵छྎଲেॏͲ͍ΖωϙϱζΩ・΢όεεのࠐͶͺմର・調ཀྵ・Յ͗ࠡ޽

ժదͶཤ༽͠Ηͪとਬఈ͠ΗΖɽΉͪɼΩΦϩྪܯと͢ͱࡒのોࡠ੣حֱࠐΖ΍の͗ଡ͚ɼৱ༽Ώൿַཤ༽ɼ࢔

Ώϋθϝྪ͵ʹঘܗಊ෼Ͷ΍අ೦͍ࠡ͗Ζ͞と͖Δɼ͑ͪ͢͞ঘܗಊ෼΍؜Όͱଡ༹͵ಊ෼ݱࣁΝཤ༽͢ͱ͏ͪ

͞と͗Κ͖ΖɽҲ๏ɼࠐڗのड़ౖྖͺ͘ΚΌͱঙ͵͚ɼ�PP ϟρεϣの᝴ֽ͜Ͳյफͪ͢ඏࡋҪ෼の෾ྪͲ΍

ಊͺఁ調׈ᎦڕΔ͵͏ɽΩϭεϱζϣΪ΢Ώ΢εΪ΢Ռ͵ʹのཤ༽ͺΊΔΗΖ΍ののɼՑઔͲの͖ͯݡͶ͖͢م

Ͳ͍ͮͪと͓ߡΔΗΖɽ੼࠾ΏՅࠡ޽の೟ΌΔΗΖ֍֬΍͍Εɼৱ༽Ґ֐の༽౏΍ͤྂߡΖචགྷ͍͗Ζɽ཰ࢊඏ

ঘ֍ྪͺΨΩοϥΤζΪ΢ΏϐϟαύέΪ΢͵ʹ �� झ͗ಋఈ͠Ηͱ͏Ζɽਕؔ͗௜ંࡀख・ཤ༽ͪ͢΍のͲͺ

͵͏͗ɼҪ੽ܙ成౲࣎のܢ؏෰ݫͶༀཱིͯࣁྋと͵Ζɽ

ড়ࠡชغのآӆ෨ດ૶Ͷؖ࿊ͤΖ΍のと͢ͱɼքࢊ֍ྪ・γϟࣅ੣のૹਐ۫͗ड़ౖ͢ͱ͏ΖɽςόΪ΢੣・

΢ϠΪ΢੣のϑʖθྪ͗ଡ͏ɽΆ͖ͶԿ੶ϢηϨςόΪ΢のࢊஏͺਈ಺ઔࢀݟӞൔౣとਬఈ͠ΗΖɽ࣎غͺ໎֮

Ͳ͵͏͗ɼγφΤΪ΢੣・γϩϚΨ੣の֍ྡྷ͗ड़ౖ͢ͱ͏Ζɽ

６．早期縄文人の行動と遺跡形成の変化
ೆช૥غͶ͕͜Ζਕؔॄ஄のߨಊϏνʖϱとҪ੽ܙ成の࣎غదรԿ΍໎֮と͵ͮͱͪ͘ɽ૥غ஦ཁのԣܗชغ

Ͷͺଡྖのօ૜ܙ成Ν൒͑׈൅͵׈ಊࠡ੽͗࢔ΕɼآӆΝϗʖηΫϡϱϕとͪ͢छྎ׈ಊ͗׈൅ͶߨΚΗͪয়ڱ

Νࣖ͢ͱ͏ΖɽΉͪɼ第 4 次調査ड़ౖの༷ࠉ੶のࢊݬஏ෾ੵͲͺɼ৶य࿪ీಗܧのঘ਄ୖࢊɼਣ๜ܧの੗ϴ౟

ΌΔΗɼ͞ࢯकରΝઐΌΖ͞と͗ಧ͗͘ࢊ ΗΔの༷ࠉ੶ࢊஏ఼͗ͤࡑΖໆϴ่߶ݬ๏໚とのԡؒ͗ਬఈ͠Ηͪ �ʥɽ

͖͢͢ɼ次の௞તชغͶͺօ૜のܙ成ͺԣܗชغͶർ΄ͱఁ調と͵ΕɼౖࣞܗحのஏҮ੓͗کΉΕɼॏࠐのड़ౖ

９

章
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第９章　総 括 ―第 4 次・第 5 次調査の研究成果と課題―

ྖ΍ݰঙͤΖɽ੶ح੶ࡒͶઐΌΖ༷ࠉ੶のׄ߻΍ݰঙܑ޴Ͷ͍Εɼ࠼ޙઔླྀҮのೆช࣎େҪ੽ͲΓ͚༽͏ΔΗͱ

͏Ζ͗آ࣯ܖ໪ཱིͯΓ͑Ͷ͵Ζɽ૥غ஦ཁのԣܗช͖غΔ௞તชغͶͺɼౖި͗ࣞܗحେͤΖͫ͜Ͳ͵͚ॄ஄の

ಊ྘Ү͗รԿ͢ͱ͏ͪ͞と͗Κ͖ͮͱͪ͘ɽ׈ಊΏߨ

૥ޛغཁのড়ࠡชغͶ͵Ζとɼآӆ಼ͺດ૶ஏと͢ͱཤ༽͠ΗΖΓ͑Ͷ͵Εɼࢢ฾ࣞ޳・໼ౣࣞ౵のؖ౨ౖܧ

ΊΔΗΖΓ͑͗ڎ෨とのިླྀのৄ؝ΏςόΪ΢੣・΢ϠΪ΢੣のϑʖθྪ͵ʹの൘೘඾͖Δೈؖ౨๏໚のք܊ح

Ͷ͵Ζɽ͑ͪ͢͞Ҫ੽ܙ成のรԿͺɼ૥غのਕؔߨಊのଡ༹੓・Նร੓Νࣖͤ΍のͲ͍Εɼछྎ΃のғଚౕの߶

͏಼཰ࢃஏܗのਫ਼׈Ϗνʖϱ͖Δɼք਒غの֍௫ܙ成ͶΊΔΗΖฑ໼෨Ͳのਫ਼׈Ϗνʖϱ΃のௗغదรಊΝࣖࠨ

͢ͱ͏Ζɽ ʤ୫޳ʥ
註

�ʥౖৗਭજમพのϓϫʖτʖεϥϱͲյफ͠Ηͪ৪෼झࣰの෾ੵͺ಻ਤߔ࿢ࢱɼೆชౖحͶ࢔Ζ৪෼झࢢѻࠡのϪϕϨΩ

๑ͶΓΖಋఈͺࠦʓ໨༟ࢱߵͶΓΖɽ̡ ―ՊҐϕϫζΥέφの研究成果ڋ―ӆҪ੽آとࠐՊҐਕڋ　ժఴة ʤr୫޳ฦ ����ʥ

Ͷ研究成果のҲ෨Ν়ղͪ͢ɽ

�ʥ̯ޭܮત෾ੵͶΓΖ༷ࠉ੶のࢊݬஏਬఈͺɼ୉ݬ޽๝・ࢀӞຓҧݒ・ࢢ੶బ・್ٸर࣑の֦ࢱの研究οʖϞͶΓΖɽ̡ ة

ժఴ  ڋՊҐਕࠐとآӆҪ੽―ڋՊҐϕϫζΥέφの研究成果― ʤr୫޳ฦ ����ʥͶ研究成果のҲ෨Ν়ղͪ͢ɽ

９
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